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問題児たちが異世界から来るそうですよ？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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───十六夜いざよい君の制服姿が見たいな、と。

　　　桜の蕾つぼみを見ながら、その女は憂ゆう鬱うつ気げに呟つぶやいた。
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　春はる麗うらら、甘い薫かおりのする花々が一いつ斉せいに開花する季節のこと。

　病室の窓まど際ぎわから見える並木道には桜の花が咲さき乱れて新しい季節の到とう来らいを告げていた。春一番の風は薬やく剤ざいの匂においが染しみ付く病室に花の薫りを運んで来ている。

　病室のベッドの上で退たい屈くつそうに寝ね転ころんでいた女性───金糸雀カナリアは、春はる爛らん漫まんの日和ひよりを恨うらめしそうに見ながら呟いた。

「………ひま！」

「我が慢まんしたまえ。そして病人らしくしたまえ、金糸雀」

　やれやれと隣となりに立つ男は頭かぶりを振ふる。山やま高たか帽ぼうに燕えん尾び服ふくを着こんだその男は、右手で帽ぼう子しを押さえつつ呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

　金糸雀は行ぎよう儀ぎ悪く片かた肘ひじを備え付けの机に突いたまま、並木道を歩く親子を見る。

「そうは言ってもね、クロア。私は病人………ってわけでもないでしょ。霊れい格かくそのものが摩ま耗もうしすぎて体に限界が来ただけよ。どちらにしても、もう助からないわ」

　悲観するわけでもなく、淡たん々たんと己おのれの現状を告げる。すると山高帽の男───〝十ク字ロ架アの＝男爵バロン〟は視線を下げて黙だまり込む。その沈ちん黙もくが金糸雀の言葉を肯こう定ていしていた。

　しかし彼女は皮肉でそんなことを言ったのではない。

　金糸雀は並木道を歩く親子を見ながら、物思いに耽ふけったように独り言を漏もらす。

「もうすぐ三月か。例年通りなら、カナリアファミリーホームで新入生のお祝い準備をする頃ころなのよねえ。本当なら私がパーティの主催者ホストとしてみんなを楽しませる予定だったのに。ままならないものだわ」

「さて、それも君次し第だいだ。霊格が摩耗しているといっても、人並みの人生を送ればあと四、五年は生きられるだろう。今は体調を整えることに専念するべきだ。違ちがうかね？」

　わかってるわよ、と不ふ貞て腐くされたように言い返す。

　───金糸雀が倒たおれたのは今より二か月ほど前の事だ。無病息災を貫つらぬいていた彼女が突とつ如じよとして倒れ、カナリアファミリーホームは大混乱に陥おちいった。何せホームの運営を一人でやりくりしていた本人が倒れたのだ。子供たちはもちろんのこと施し設せつの職員や彼女の友人、そして十六夜いざよいさえもが顔色を変え口を揃そろえて告げた。

　黙って入院しろ、と。

「でもさー。施設のお母さんに対して失礼な物言いじゃない？　何よ〝鬼おにのかく乱〟って。私がどれだけの鬼を調ちよう伏ぶくさせてきたと思ってるの。それこそ仏様の指でも足りないわ」

「………金糸雀。仏の指も五本ではなかったかね」

「馬ば鹿かね。千手の指に決まってんでしょ」

　フン、と鼻を鳴らして腕うでを組む。ツッコミを入れるべきはそこだけではないのだが、一度ヘソを曲げた金糸雀を宥なだめるのは至難の業わざである。

　山高帽の男はさっさと匙さじを投げて付つき添そい用の椅い子すに腰こしを下ろした。

「全く………私は現場にいなかったから何とも言えないが。もし君が前まえ触ぶれなく倒れたのなら私でも同じように動どう揺ようしただろうよ。箱庭に居た時の君からは考えられない醜しゆう態たいだ」

「それはお互たがい様よ。アンタだって人間に憑ひよう依いしないと霊格を保てないぐらい弱ってるじゃない。かつて数多あまたのコミュニティを襲おそっては幼い少女を誘ゆう拐かいし、一大ハーレムを造ろうとした〝十字架の男爵〟───〝燕尾服の魔ま王おう〟がこんなザマなんて、笑わせるわ」

「ハハッ、全くだ。───しかし金糸雀。私の名めい誉よの為ために、一つ訂てい正せいさせてもらおうか」

　山高帽を脱ぬぎ燕尾服を整えた〝十字架の男爵〟はカッ！　と瞳ひとみを見開き、




「幼女のハーレムを造ろうとしたのではない！　幼女のハーレムも造ろうとしたのだ[image: !!!]」




「ヘーそうなんだ。よし、死ね」

「愛の神に年の差は関係ないッ！　私は生まれたての赤子も盲もう愛あいするし一次成長期を迎むかえた少女の肢し体たいの僅わずかな起き伏ふくも溺でき愛あいするし二次成長期を迎えて女性としての自覚を持ち始めた初うい々ういしい乙おと女め心ごころと若々しい身体からだも好ましいし成人して熟うれた果実のように瑞みず々みずしく育った女の肉も大好きだし結けつ婚こんして年を重ねた熟女との禁断の不ふ倫りん愛にも大いに情熱を燃やすことが出来る徹てつ頭とう徹てつ尾び揺ゆるがない完かん璧ぺきな、愛の神だッ[image: !!!]」

「そうね。早く死ね。苦しんで死ねとは言わないわ。早く死ね」

「我が人生に恥はじ無しッ[image: !!!]　愛の神の博愛万歳ッ[image: !!!]　博愛主義万歳ッ[image: !!!]」

「………。でも、一番好きなのはロリっ子なんでしょ？」

「否定はしないッッ[image: !!!]」




　　　　＊




　とてもではないが表現・描びよう写しやできない数々の説得ぼうりよくを受けた〝十字架の男爵〟は、ボロボロのネクタイを整えて椅子に座りなおす。

「失礼。どうやら少しだけ霊格ほんしようを解放してしまったらしい」

「アンタの今のキャラもどうかと思うけど。どうにかならないの、その口調」

「仕方がないだろう。霊格が摩耗しすぎて憑依した人格に引っ張られるんだ。こういう人間は趣しゆ味みではないが、憑より代しろとしての優ゆう秀しゆうさを重視したまでだよ」

　肩かたを竦すくめる。気が付けば彼の服は何事も無かったかのように元に戻もどっていた。

　金糸雀は肩で息いきをしながらベッドに倒れ込み、もう一度だけ桜の花を見る。

　すると突とつ然ぜん、自じ嘲ちようめいた笑えみを唇くちびるに浮うかべた。

「まあ………敗残兵にはふさわしい末路なのかな。私もアンタも」

　ぼんやりと窓の外を眺ながめ、無気力につぶやく。これほど弱気な金糸雀は珍めずらしい。

　山高帽を傾かたむけた男は、鋭するどく責める様な視線で金糸雀を睨にらむ。

「ハッ………何を弱気な。私たちにはまだ最終兵器があるじゃないか。逆さか廻まき十六夜という最終兵器が。その為に我々は外界で幾いく百年も準備を続けてきたのだろう？　それも他ほかならぬ君の指示でだ。なのに当事者である君が戦いを放ほう棄きしてしまうのかね、金糸雀」

「それは私もわかってる。黒ウサギたちの事も気がかりだし。………だけどね、クロア。コミュニティの戦いは私たちの戦いであって、十六夜君の戦いじゃないのよ」

「………というと？」

　丸眼鏡めがねの奥に不ふ穏おんな光を宿らせる〝十字架の男爵〟。霊格こそ暴落しているが、彼の瞳は人心を見み抜ぬく賢けん神しんのそれだ。糾きゆう弾だんの意を感じ取った金糸雀は、姿勢を正して向き直る。

「逆廻十六夜───幾千せん万まんの歴史せかいに飛ばされた私たち〝　　　　　　〟の最後の切り札。恐おそらく彼は最強の原典オリジン候補者でしょう。未完成な今でも、大聖姐ねえさんにも劣おとらない器うつわよ。あの子ならきっと、奴やつらの野望も食い止められる」

「なら、」

「でもね、クロア。私たちは負けたのよ。文句なく完璧に、それも真正面から。これ以上箱庭へ干かん渉しようするのは、往生際が悪いと思わない？」

　瞼まぶたを開いた金糸雀はベッドの上で無造作に両手を広げる。寿じゆ命みようが近づいて投げやりになったのかと危き惧ぐする〝十字架の男爵〟だったが、今は静せい聴ちようを続ける。

「そりゃあ、箱庭を追放された時はリベンジにも燃えたわよ。私たちの夢を、こんな形で終わらせてなるものかッー！　って。だけどその尻しり拭ぬぐいをあの子にさせるのはお門かど違ちがいじゃないかって………そう気が付いたときに、ふっと思っちゃったのよ。私たちの挑ちよう戦せんは───もう終わってたんだって」

　追つい憶おくに耽ったような瞳で天てん井じようを見上げる。駆かけ抜ぬけた戦いの日々も今は遠い。遠すぎる。両手から零こぼれ落ちた水はもう二度と戻らない。それを理解できていなかったが故ゆえに───凡ぼん庸ようだったはずの一つの家庭を、バラバラに引き裂さいてしまった。

　───逆廻十六夜は知らない。

　彼は親に捨てられたのではない。

　赤ん坊ぼうの時に金糸雀が誘拐し、児童施設に匿とく名めいで預けたのだ。

　彼女たちの手て違ちがいで強大な恩おん恵けいを得てしまった名も無き赤子は、世界の軋あつ轢れきに苛さいなまれ、己の怪かい物ぶつ性に疑問と孤こ独どくを抱かかえる人生を強しいられた。

　あるいは彼にも───凡庸な幸せを甘受する権利があったかも知れなかったのに。その可能性を、他でもない金糸雀たちが摘つみ取ったのだ。

　山高帽を傾けた彼もまた、その一点だけは負い目があった。

　しかしその負い目を押し殺して金糸雀に問い返す。

「………だから、これ以上は巻き込めないと？　それが君の贖しよく罪ざいだというのか？」

　そんな勘かん違ちがいをしているならば、正さねばならない。そう強い決意を以もつて糾弾する。

　本当に巻き込みたくないというのなら、それは十五年前に決断しなければならなかった。今いま更さらそんな弱音を吐いて救われる者など、金糸雀しかいない。十五年も母親面づらしてきた女の懺ざん悔げを聞いたところで、徒いたずらに彼を傷つけるだけだろう。

　それを弁わきまえていた金糸雀は首を横に振り、困ったように笑って否定した。

「ううん、違う。ごめん、調子いいこと言った。この物言いは卑ひ怯きようだ。言い訳じみてる」

「ならば何故なぜだ？」

　前ぜん傾けいに姿勢を変えて改めて問い返す。

　金糸雀は窓の外を眺めながら困ったように笑った。

「何故………か。ホント、なんでなんだろうね。自分でもよくわからないや。今まで色んな子供を引き取ってきたけど、たった一人にここまで情が移ったことなんてなかったのに。でも今は、純じゆん粋すいにあの子の将来が不安なのよ。外界に留とどまるにせよ、箱庭に行くにせよ………十六夜君がどんな大人になるのかが、私には気になって仕方がないのよ」

　困ったなー、と肩を竦めて茶ちや化かす。

　しかし実のところ金糸雀は、その気持ちの出所ぐらい理解していた。

　この十年───金糸雀は十六夜に全すべてを与あたえてきた。

　知識を、生き方を、人としての愛情を。

　彼女が箱庭で得たありったけの財産を惜おしむことなく与え、十六夜はそれに応こたえようと無む垢くに受け止めてきた。その在り方は親子というよりは師し弟ていに近い関係だったのだろう。

「………情けない。死期がわかって色々と不安定になってるのかな。私も色んな神様や仏様に師事してきたけど………みんな、こんなに不安な気持ちで送りだしたのかしら」

「うむ、それに関しては同意しよう。君の凡ぼん才さいっぷりには私も大聖も帝たい釈しやく天てんもクイーンもオルフェウスもその他もろもろみんながみんな本ッッ当に苦労させられた。匙を投げなかった我ら偉い大だいな師に感謝してほしいね」

「ぐっ………それは、その、否定しないけど」

　唇を尖とがらせて頰ほおを軽く染める。

　若い頃の未熟さを思い出して恥ずかしかったのだろう。

　コホン、とわざとらしく咳せきこんで彼を見る。

「でもね。時々、思わずにはいられないのよ。十六夜君が真実を知った時………楽しかった日々の全てが、あの子の呪のろいになるんじゃないかって。真っ直すぐに育ってくれたあの子の心に、歪ゆがみを作ってしまうんじゃないかって。私は───それが怖こわいんだ」

　ならば真実を伝えないまま、外界で静かに暮らすというのも一つの道だ。知らなくてもいい真実というものがこの世にはある。

　しかし箱庭には彼が望む全てがある。それも間ま違ちがいではない。だがそれは同時に、逆廻十六夜のルーツに触ふれるということでもあった。

「くそ、自分の身勝手さに腹が立つ。同じところをずっと堂どう々どう巡めぐりでさ。どうするべきなのか、どうしたいのか………答えが見えないんだ」

「………金糸雀」

　答えの無い問答を繰くり返す。それは金糸雀にとっても未経験の事態だったのだろう。

　そんな主人の姿を見た〝十字架の男爵〟は、内心で己おのれの未熟さを恥じた。

　愛の神であると同時に賢神と謳うたわれた神しん霊れいが、悠ゆう久きゆうの時を共にした仲間の不安を全く理解していなかった。里親でもある彼にとって金糸雀は娘むすめの様なものだ。その彼女が義理の子供の為に全てを捨て去ろうとしていることに、皮肉な運命を感じずにはいられなかった。どう言葉をかければいいのか迷っていた時───ふっと、窓から春風とともに小さな人ひと影かげが入り込んだ。

「………何ということ。あれだけ必死に捜さがし回った友が、これほど脆ぜい弱じやくになっていようとは。こういう時はどんな顔をすればよいのでしょう？」

　ハッと二人は窓まど際ぎわを見る。桜の小枝を伝ってトッタカトッタカと歩くマゼンダのワンピースを着た小人の少女───〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟が、呆あきれたように二人を見ていた。

　驚きよう愕がくに表情を歪めた〝十字架の男爵〟は首を左右に振ふって息を吞のむ。

「ラプ子⁉　馬鹿な、どうして君が外界にいる⁉　ラプラスの理論が否定された時代では霊格そんざいを保っていられんだろう⁉」

「時勢が変わったのです。二〇〇〇年代初期に巨きよ大だいな〝歴史のパラダイム転換期シフト〟が確かく認にんされました。その影えい響きようもあり、今後二百年以内に私たち〝ラプラスの悪魔〟は形を変えて完成される見込みです。───そんなことより」

　トッタカトッタカ、と虚こ空くうを歩きながら金糸雀のベッドに乗り込む。金糸雀の膝ひざまで歩いて来たラプ子は、彼女を悲しげに見上げた。

「………久しぶりですね、金糸雀」

「久しぶり、ラプ子。相変わらず小ちっちゃくて可愛かわいいわね。梨なしでも食べる？」

「いただきます」

　金糸雀の陽気な誘さそいに即そく答とうする。

　掌てのひらサイズ───ラプ子にとっては等身大に切った梨を、シャリシャリシャリ！　と勢いよく食べる。その仕草を「相変わらず可愛いなー」とか思いながら微笑ほほえむ。

　口の周りを綺き麗れいに拭ふき取ったラプ子は、改めて金糸雀を見上げた。

「霊格の摩ま耗もうが非常に激しい。貴女あなたほどの霊格がたかが数百年ほどですり減るはずがない。………謳ったのですね？　世界を改変する詩を」

「ええ。だってそれが詩人の仕事だもの」

　追つい及きゆうするラプ子の鋭い声に、困ったような笑みを浮かべる金糸雀。

　それが何を意味するか知っている彼女は、辛つらそうに唇を嚙かんで俯うつむいた。

[image: ]

　───箱庭の〝詩人〟とは、歌人を指す言葉ではない。

〝巨きよ人じん族〟〝魔ま法ほう使い〟に次ぐ人類の幻げん獣じゆうを指す名である。決して強い種族ではないが、彼ら詩人には第四の最強種とまで恐れられる特別な力があった。それが〝主催者ホスト権限マスター〟のゲームルールを再構築───ゲームリメイクと称しようされる、唯ゆい一いつ無二の恩恵である。

　古来、詩人の唄うたは民草に歴史を伝え聞かせてきた。時にその歌声で、時に書物で、様々な形で世界の功績をこの世に記し、時代という姿なきものに形を与えてきた。

　詩人は時代によっては一国の王よりも強い影響力を持つ。

　影響力の強い詩人は時に偽いつわりの功績を騙かたって王の悪名を流すなど、己の唄で真実の歴史を捻じ曲げることさえ可能にしたからだ。

　時間流に偏へん在ざいしていられる箱庭においてこれ程ほどのアドバンテージはない。箱庭の詩人は歴史の改かい竄ざんさえ容易たやすく行う。

　巨大な影響力を持つ詩人は、独自の神群を築くことさえ可能なのだ。

「経きよう典てんを作成した聖人たちも広義では詩人です。彼らは箱庭から外界の戦争や政治といった〝歴史の転換期〟に干渉することでその神群規模を広げてきた。───ですが金糸雀。貴女は己の霊格と引き換かえに、外界で転換期を引き起こしたのですね？」

「ええ。どうやったかは企き業ぎよう秘密。………ただ、問題があってね。私が神群の中ちゆう核かくになるのは無理だったの。だから私には神格も宿らないし、存在していられる時間も残り僅わずか」

「っ、何ということを………！　どうして箱庭に戻る道を探さなかったのですか⁉」

「無む駄だだと確信していたからよ。今の私たちじゃ奴らを止められないもの」

「ですがッ！　貴女がいなくなれば連盟は、私たちの夢は、一体何処どこへ向かえばいいのですッ‼　貴女が我々を煽あおって立ち上げた連盟でしょう⁉　違ちがいますか⁉」

　声を荒あららげるラプ子に、金糸雀は静かに首を横に振って応じる。

　小さな体を震ふるわせ、怒いかりと悲しみを混ぜた様な叫さけび声で糾弾した。

　金糸雀たちが作った連盟に参加しているコミュニティは多い。連盟の結束が強固に結ばれていたのは金糸雀の力と人徳によるものが大きい。

　その彼女が失われれば、連盟も解体を余よ儀ぎなくされるだろう。無限に広がる外界の海でようやく見つけた同士の思わぬ裏切りに、ラプ子は声を荒らげずにいられなかった。

　静聴していた〝十ク字ロ架アの＝男爵バロン〟は、山やま高たか帽ぼうを押さえて二人の間に割り込む。

「ラプ子。そう責めないでやってくれ。奴らを───〝ウロボロス〟に対たい抗こうするには、どうしても原典候補者が必要だったのだ」

「………？　原典候補者？」

「ええ。そして私は確信している。あの子には、私たちの後こう継けいとしての資格があるって。力ではなく、あの魂たましいに」

　そこまで言い切りながら、金糸雀の顔色は優すぐれない。

　桜並木を見つめ悲しげに瞳ひとみを伏ふせる。

「でも………そんな私の思いを押し付けたくないの。あの子の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのは、他ほかでもない私だもの。だからせめて、今後を選ぶぐらいはさせてあげたい。外界で穏おだやかな日々を過ごすか───私たちの夢と、〝　　　　　　〟の未来を担になうか」

　金糸雀はそこまで言って、ハッと思い出したように苦にが笑わらいを浮うかべた。

「………あ。いや、そうか。箱庭に召しよう喚かんされても、十六夜君の好きなように生きるという選せん択たくもあるのよね。すっかり忘れてた」

　間が抜ぬけていたなーと、呆れたように笑う。

　その可能性に気が付いたことで肩かたの荷にが軽くなったのか、ようやく何時いつもの様な茶目っ気のある笑え顔がおで肩を竦すくめた。

「まあ色々と湿しめっぽくなっちゃったけど、私が死ぬのはまだ当分は先の話よ。十六夜君が───そうね。成人式を迎むかえるまでは余よ裕ゆうで延命出来るわ」

「………ああ。五年足らずで、君は死ぬ」

「本当にいいのですか？　貴女はもう、自分の人生に未練は無いと？」

「まさか。私がどれだけ長生きしてると思ってるのよ。今日まで悔くいが無いように、全力疾しつ走そうしてきたつもりよ。やり残したことなんて───」

　あるわけない。そう言いかけて、ふっと不自然に言葉を切る。

　金糸雀の視線は窓の外の桜並木を歩く学生に釘くぎづけになっていた。

　新年度を迎え学び舎やへと足を向ける初うい々ういしい彼らを見て、困ったように微笑む。

「………そうね。こんな気持ちになるくらいなら、もっと親子ゴッコを徹てつ底ていすればよかった。後こう悔かいが無いように生きてきたつもりなのに、このままじゃ悔いが残りそう」

「……………」

　だがそんな贅ぜい沢たくは求めてはいけない。

　彼女の自己満足の為ために逆廻十六夜の時間を三年も拘こう束そくするような真似まねは出来ない。

　人の人生は瞬まばたきのように短い時間だ。そんな短く限られた時間を、望まない社会制度に費ついやしてはいけない。ましてや親子ゴッコの形式美だからという身勝手な理由で押し付けるのは、自分の自己満足でしかない。

　重苦しい雰ふん囲い気きが病室を包み込む中───

　ふっと、病院の廊ろう下かから明るい三人組の声が聞こえた。

「こっちこっち！　イザ兄、早く！」

「わかってる。鈴すず華かこそ病院ではしゃぐな。あと、焰ほむらはゲームしながら歩くな」

「あ、あと少し。あと二ターンで魔ま王おうソーマを撃げき破はする………！」

　バタバタと賑にぎやかに廊下を走る褐かつ色しよくの娘、彩あや里ざと鈴華。

　携けい帯たいゲーム機に齧かじりついている少年、西さい郷ごう焰。

　そして幼い二人を監かん視しする少年───逆廻十六夜が、病室の前に迫せまっていた。

「っ、ラプ子。こちらへ」

〝十字架の男爵〟はラプ子を手に乗せて病室から霞かすみのように姿を消す。

　金糸雀も何事も無かったかのように姿勢を正して三人を待つ。コンコンと控ひかえめなノックが響ひびくと、何時もの調子で応じた。

「どうぞ。開いてるわ」

「はーい。───ほら、イザ兄も入るよ！」

「………。わかってる。いいから先に入れよ」

「往生際が悪い。イザ兄の晴れ着を見せに来たんだから、先に入れ」

　病室の入り口でワイワイと盛り上がる三人組。こういう光景は少し珍めずらしい。天てん真しん爛らん漫まんな鈴華が一人ではしゃぎまわっているというのが普ふ段だんの傾けい向こうだ。

　ましてや躊ちゆう躇ちよする十六夜なんて、とびきりの珍ちん事じである。悪戯いたずら心に火の点ついた金糸雀はこっそりとベッドを抜け出してドアの前に立ち、勢いよく病室のドアを───




　　　　＊




「───え？」

　バタン、と。

　ドアを開いて面めん食くらったのは、意外にも金糸雀の方だった。

　鈴華と焰も同様に声を吞み込む。

　十六夜は苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたかのような顔で金糸雀を睨にらみ、バツが悪そうに頭を搔かいた。

「………よう。元気そうじゃねえか」

　ぎこちなく右手を上げて挨あい拶さつを交かわす。普段の小こ憎にくたらしい笑みも今はない。十六夜は今、まるで悪戯がばれた時の様な微び妙みような表情を浮かべている。

　ポカンと口を開けて佇たたずむ金糸雀と、苦虫を嚙み潰したかのような顔の十六夜。

　一ひと癖くせも二ふた癖くせもある二人が、取り繕つくろうことも無く真正面から向き合って黙だまり込んでいた。二人をよく知る者ならば誰だれもが何事かと思うだろう。

　それもそのはず、今日の十六夜は普段の私服とは違う装いをしていたのだ。

　十六夜の全身を上から下まで三度見直した金糸雀は、不思議そうに問う。

「………十六夜君？　どうしたの、その服。まるで学生服のブレザーみたいだけど」

「まるで、じゃねえよ。見ての通り学生服のブレザーだ」

　フン、と自棄やけになったように鼻を鳴らす。

　紺こんのブレザーと少し緩ゆるめたネクタイ。カナリアファミリーホームの近きん隣りんに建つ進学校の制服だろう。何の意味も無く十六夜が着る服ではない。

　金糸雀はますます呆ほうけたように口を開いて十六夜を見つめて黙り込む。

　………これほどまでに察しが悪い彼女は本当に珍しい。

　業ごうを煮にやした十六夜は、頭を搔きながらやはりバツが悪そうに吐はき捨てた。

「………なんだよ。お前が見たいって言うから、裏口まで使って無理やり入学したんだぞ。もっと喜べ金糸雀」

「───っ、」

　その極きわめつけに不器用な優やさしさに、ようやく金糸雀は事態を察した。

　逆廻十六夜が───金糸雀の願いの為だけに、高校に入学したことを。

　金糸雀が倒たおれた時………ただ一度だけ零こぼれた弱音を、真しん摯しに拾い上げたことを。

　突とつ然ぜんのことに不意を衝つかれた金糸雀は、不覚にも瞳が潤うるむのを感じて顔を下げる。これ程の衝しよう撃げきを受けたのは長い生しよう涯がいでも一度きりしかない。

　右手で髪かみを搔き上げた金糸雀は、堪たまらず声を上げた。

「………参った。ああもう、参ったな！　本当に可愛かわいいなうちの子たちは！　今なら親バカの誹そしりも甘んじて受けていいわッ！　カナリアの家の子は、世界で一番可愛い！」

　ガバッ！　と三人を抱だきしめたままクルクルと回る。

　感極まったその気持ちを隠かくすために、金糸雀は無理やり三人を抱き寄せた。そうでもしなければ養い親としての威い厳げんを保てなくなりそうだった。

　十六夜は為なすがままされるがまま振ふり回まわされつつ、呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「いつも以上に大おお袈げ裟さだな。病人だったらもう少し大人しくしてろよ」

「嫌いやよ。だって可愛いのはホントだもの。十六夜君も焰も鈴華もみんなみんな可愛い。マイラバーでフォーエバーよ。私の目が黒いうちは嫁よめにも婿むこにもやらないわ！」

　へいへい、と呆れながらそっぽを向く。

　しかしその時、同じように振り回されていた鈴華と焰が慌あわてて金糸雀から離はなれた。病室の時計を見た二人は十六夜の袖そでを引っ張って声を荒らげる。

「とと、こんなことしてる場合じゃないよイザ兄！　入学式に遅おくれるし！」

「鈴華、俺たちは始業式な。………そういうわけで、イザ兄もそろそろ行いかないと」

「あいよ。まあそんなわけだから、病人は大人しく寝ねとけ」

　そう言って金糸雀を引き剝はがす。

　入学式に付いて行こうとする金糸雀を無理やり押し止とどめ、三人は病室を去っていく。ドアを開けて去ろうとした十六夜はふと金糸雀に振り返り、神しん妙みような顔で問うた。

「………。身体からだ、本当に何ともないんだな？」

「ええ。見ての通り、元気なもんよ」

「そうかい。ならさっさと帰ってやれ。あの家はお前がいないとすぐに業務が滞とどこおるからな。今いま頃ごろは従業員一同、慣れない仕事でてんてこ舞まいだろうよ」

「あら情けない。ほんの一か月倒れただけでそんなことになるようじゃ駄だ目めね。退院したら職員の再教育も検討しないと」

　腕うでを組み、皮肉に対して皮肉で返す。

　普段ならば互たがいに軽快な笑い声を上げて別れていただろう。そんな様式美にも近い付き合いが二人にはあった。

　だが今日の十六夜は違った。神妙な表情を崩くずすことなく金糸雀をじっと見つめ、言葉を選ぶように反はん芻すうし、鋭するどい眼光と共に、

「───何かあったな？」

　断言した。

　その声こわ音ねと瞳は否定も肯こう定ていも許さない。確信の矢が金糸雀を貫つらぬく。彼の眼光には射い貫ぬかれただけで竦みあがる様な鋭さが込められていた。

　しかし金糸雀は竦みあがるどころか、顔色一つ変えることなくサラリと受け流す。

「さて、心当たりがありすぎてわからないわ。噓うそは吐かない主義だけど、隠し事は山のようにあるもの。………ふふ。私の秘密を暴あばきたいなら、もう少し手を尽つくさないとね」

　人指し指を唇くちびるに当て不敵な笑みで首を横に振る。包容力さえ感じられるその笑みはとてもではないが病人のものとは思えない。不安など微み塵じんも感じさせない。彼女の人徳をそのまま形にしたような鉄てつ壁ぺきの笑みは、あらゆる言げん及きゆうを許さない。

　本心は笑顔で隠す。彼女の基本戦術だが、ポーカーフェイスよりよっぽどたちが悪い。十六夜がこの笑顔を崩せたことは唯ただの一度も無い。何時もの十六夜なら即そつ刻こく諦あきらめて、飄ひよう々ひようとその場を後にしていた。

　なのに今日に限って、十六夜は下がらなかった。

　黙り込んだまま真っ直すぐに瞳ひとみを見つめ続ける十六夜は、口元から零れ落ちたように言葉を紡つむいだ。

「………俺は、楽しかったぞ」

「………？」

　突然の言葉に小首を傾かしげる。十六夜は言葉を選ぶように嚙かみ砕くだきながら、金糸雀の瞳を見つめ続けた。

　瞳の奥に僅わずかな憂うれいを浮かべ、

「俺は、お前と出会えてよかった。金糸雀と出会っていなかったら、俺は間ま違ちがいなくつまらない事に手を染めて、勝手に世界はつまらない物だって決めつけて、つまらない男になっていた。………お前と出会った時にはもう、そう思い込んでいた」

　半歩、前に出る。

　瞳は何時いつに無く静かだった。

　受け止める金糸雀の瞳も、もう笑えみではいなかった。

「新しい知識を得る喜びも、未み踏とうを訪ねる楽しみも、全部お前が教えてくれた。だから俺はお前と出会えてよかった。例えあの出会いに───どのような意図があったとしても。俺と金糸雀は、出会うべくして出会ったんだ」

　偽いつわりも裏も無い。

　静せい謐ひつさと誠実さの籠こもった声で、十六夜は宣言した。

「……………」

　これは言うまでもないが。

　十六夜は、何も知らない。

　人じん智ちを超こえた力の出所も、宿った理由も、ましてや箱庭という異世界のことなど何も知らない。子供の時に抱いだいていた孤こ独どくも、名も知らない家族との別べつ離りも、それら全すべてが金糸雀による陰いん謀ぼうだとしても───それでも構わないと───この少年は告げたのだ。

　そこにどのような意図が、経けい緯いが、野望があったとしても、二人が出会ってからの日々は色いろ褪あせない。

　逆廻十六夜には、金糸雀との出会いこそ運命だったのだと、静謐な瞳が訴うつたえていた。

「………っ、馬ば鹿か。そういう優しさは、何時か出会う誰かに取っておきなさい」

　どうにかそれだけ吐き捨てて、背中を向ける。それ以上は何も出来なかった。真実を話すことも、金糸雀たちの目的を話すことも、今は許されていない。

　しかし金糸雀は直感する。

　十六夜も薄うす々うす感じ取っているのだ。

　二人に、決定的な別れが近づいているということを。

　しかしそれを言葉に出来ず、二人の間に重い静せい寂じやくが訪おとずれる。

　時計を確かく認にんした十六夜は不意に瞳を逸そらし、病室に背を向けた。

「誰かの為ために………ね。今後そんな出会いがあるとは思えんけどな」

「あるわ。必ずある。君のその優しさと気高さでしか救えない人たちが………君と出会う運命を、きっと待ってる」

　背中越ごしに強い言葉で訴える。それだけは彼女にも保証できた。

　十六夜はこれからも、多くの人を救うことになるだろう。多くの難敵を打ち破るだろう。世界を問わず、時に社会戦争で、時に武力戦争で、様々な困難を乗り越こえていくだろう。

　それを見届けられそうにないことは、少し寂さびしい。

　しかしその日が来た時の為に、金糸雀は言葉を紡ぐ。

「君にしか救えない人。君にしか倒せない敵。君が万ばん感かんの勇気を以もつって挑いどむ日が訪れる。………今は信じられないかもしれないけど。君を頼たより、君が頼る仲間が必ず現れるわ」

　背中越しに切実な声で訴える。

　これが金糸雀から伝えられるギリギリのラインだった。

　しばし黙り込んでいた十六夜だったが、ほどなくして笑みで応こたえた。

「ハッ、そりゃあいい。俺も誰かを頼ってみたいもんだね」

　普ふ段だんの軽けい薄はくな笑いに苦く笑しようを交える。暗に「そんなことは在りえない」と十六夜は断じ、病室を去っていく。金糸雀は片かた腕うでを強く握にぎりしめながら窓まど際ぎわに凭もたれ掛かかり、その背中を見送る。焰と鈴華に手を引っ張られていく十六夜は、何処どこにでもいる学生にしか見えない。

　その姿を見送った金糸雀は、誰もいない病室でポツリと呟つぶやいた。

「いってらっしゃい。素す敵てきな学生生活になる事を祈いのってます」

　去って行く三人の背を見送る。これがもしも本当の親子だったのなら───と、詮無い事を考えてすぐに否定した。それだけは絶対に望んではいけないと己おのれを戒いましめる。

　金糸雀は気合いを入れ直し、姿勢を正して声を上げる。

「ラプ子。クロア。いるわね？」

「何かね？」

　病室のカーテンが春風で揺ゆれた。布地の裏から現れる〝十字架の男爵〟と〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟。

　二人は複雑な表情で金糸雀を見つめている。長年付き合った二人でさえ、先ほどのように動どう揺ようした金糸雀を見たのは初めてだった。それをまさか出会って数年の少年に見せるとは思っていなかったのだ。親しい二人にとってその心中は言い難がたいものがあるだろう。

　金糸雀は顔を上げ、二人に告げる。

「私が死んだ後………あの子のこと、お願い出来る？」




「「だが断わる」」




「おい」

　最愛の同士の素そっ気ない返事に思わず声を上げる。二人はむっとそっぽを向いたまま、やはり気にくわなそうに腕を組んだ。

「何と言われても嫌です。断固拒きよ否ひします。私と貴女あなたの仲、つまり親友、いえ心友の間あいだ柄がらとはいえ、安やす請うけ合い出来る事と出来ない事があるのです」

「全くだ。私も今回は絶対に譲ゆずれないな。神しん霊れいに意地あり、主従にも礼れい儀ぎありだ。何でもかんでも引き受けてくれると思ったら大おお間ま違ちがいだ」

「………。とか言いながら、妬やいてるだけでしょ？」




「「それも否定はしない」」




　グッと握り拳こぶしを作る二人。

　金糸雀は肩かたを落として空笑いしつつ、右手で髪かみを搔かき上げた。

「………。ありがと。でもこれが最後の我わが侭ままだからさ。頼たのむよ二人とも」

　困ったように笑う金糸雀。彼女が告げる最後とは、文字通りの最さい期ごの頼みである。初めから無下にするつもりの無い二人だが、少しくらいは臍へそを曲げてみたかったのだろう。

　深い溜め息を吐ついた二人は共に金糸雀へ向き直り、力強く頷うなずいた。

「仕方があるまい。我が弟で子し、我が主人の懇こん願がんだ。賢けん神しんの名に懸かけて最後の務めを果たそうじゃないか」

「我らラプラスが盟を誓ちかったのは、金糸雀。貴女個人に対してです。助力に応えるのはやぶさかではありません。………ですが」

　ふっと、ラプ子の瞳が光る。窓を見つめるその視線は知識を司つかさどる観測悪あく魔まに相応ふさわしく、幼い身体にそぐわない老ろう獪かいささえ感じさせる。

　十六夜たちが通う学園へ遠見の瞳を向けたラプ子は、警けい戒かい心と焦しよう燥そうを込めた声で問う。

「彼は………何者です？」

「………へえ？　ラプ子の千里眼でもわからない？」

「口惜くやしいですがその通りです。私の千里眼ではあの人間の実像を捉とらえられない。先ほど病室に上がってきた時も、肉眼で捉えるまでは存在を摑つかめませんでした。慌あわてて大悪魔かあさんの書庫バンクで検けん索さくをかけてみましたが掠かすりもしません。………これは異常事態です」

　むむー、と口を尖とがらせて梨なしに齧かじりつくラプ子。彼女は全知を司る悪魔だ。その彼女が知らない事はあってはならないと思っているのだろう。

　金糸雀は対照的に、朗報を受けたとばかりに表情を明るくさせた。

「そっか………ふふ。ラプ子がそう言うなら、第一段階はクリアって事ね」

　悪戯いたずらっぽく笑って腕を組む。ラプ子は久しぶりに得た未知の存在に、ワンピースを揺らしてソワソワしながら解答を待つ。

「あの子は、〝正体不明コード・アンノウン〟………いえ、敢あえてその存在に名を与あたえるなら───」

　バタン！　と病室の窓を全開にする。

　途と端たん、一いち陣じんの風が病室に舞まい込んだ。

　春風は純白のカーテンを扇おうぎ状じように広げ、桜色の花弁はシーツの上へと舞い込む。背中でその風を受け止める金糸雀は、金の髪を靡なびかせ、未来に思いを馳はせるように告げた。




「───〝Last　future　of　Embryo〟───とでも、呼びましょうか♪」







[image: ]

　巨きよ峰ほうの頂には、無記名の〝契約書類ギアスロール〟が天より降り注いでいた。

　試練ゲームの概がい要ようは表示されていない。

　参加者プレイヤーの名前は明記されていない。

　主催者ホストの宣せん誓せいすら皆かい無むだ。

　羊皮紙に記されているのは唯ただ一つ、〝悪Aksara〟の旗印のみ。

　その契約の書類は何者に宛あてた物ではなく、何者がしたためた物でもない。

　世の悉ことごとくを対象としてばら撒まかれた契約に、そのようなものは必要なかった。

　その契約は天地が裂かれたその日より継けい続ぞくして結ばれ続けていたもの。故ゆえに試練の概要など記すまでも無い。世界に住まう全ての存在が知っている。

　───活火山から、灼しやく熱ねつの風が吹ふく。

　地じ獄ごくの窯かまより現れ、〝不ふ俱ぐ戴たい天てん〟を掲かかげる魔ま王おう。

　汝なんじ、〝悪であれかし〟と願われた怪かい物ぶつは、三つの双そう眸ぼうと六つの紅玉の瞳ひとみを光らせて決戦の鐘かねを鳴らした。




『いざ来たれ、幾いく百年ぶりの英えい傑けつよッ[image: !!!]

　死力を尽つくせッ[image: !!!]

　知ち謀ぼうを尽くせッ[image: !!!]

　蛮ばん勇ゆうを尽くし───我が胸を貫つらぬく光こう輝きの剣けんとなってみせよッ[image: !!!]』




「っ⁉」

　側頭部から僅わずか数ミリ先で死の鎌かまが通過する。

　逆さか廻まき十六夜いざよいが避よけられたのは奇き跡せきか、或あるいは日ひ頃ごろの行いがよかったからだろう。純白の凶きよう爪そうは十六夜の目から見ても必殺の破は壊かい力を秘ひめていた。

　その余波は忽たちまち宮きゆう殿でんの残ざん骸がいを吹き飛ばして地じ盤ばんを切り裂さく。

　裂かれた大地は悲鳴を上げて断だん崖がいを造り出し、奈な落らくまで通ずるのではないかと錯さつ覚かくさせるような裂け目を造り出した。巨峰から噴ふき出た溶よう岩がんが裂け目を埋うめていく。煮にえ滾たぎる大地の表面は正に地獄の窯と呼ぶに相応しい。

（くそ、走そう馬ま灯とうを見てる場合じゃねえだろうがッ！）

　己を叱しつ咤た激げき励れいする。死し闘とうは既すでに始まっていた。

　十六夜は余波を利用し一度距きよ離りを取る。無理な姿勢で跳ちよう躍やくしたため腹部の出血を促うながし、喉のど元もとまで血液が込み上げた。

　膝ひざをついて三さん頭とう龍りゆうの魔王を見上げた十六夜は、その不気味な姿に息と血ち反吐へどを吞のむ。

（魔王アジ＝ダカーハ………これが、本物の最強種か………[image: !!!]）

　壊こわれた腕うでを強く摑み、敵の実力に戦せん慄りつする。十六夜の知識が確かならば、この敵は真の意味で〝魔王〟に位置づけられるべき神霊だからだ。




　───〝拝火教ゾロアスター〟。善と悪の二元論で世界の理ことわりを解くという、特異な宇宙観コスモロジーを持つ神群の一派。ヘブライの旧約聖書や仏門にも〝魔王〟という座は存在するが、この三頭龍らの一派は彼らより一層特異な霊れい格かくを持つ。

　後者で語られる〝魔王〟は神群の敵対者として用意された座だ。故にその根幹にあるのは意志と目的のある悪意である。聖書に記された神と悪魔の対立など顕けん著ちよな例だろう。神と悪魔の対立は反体制、社会悪、人間の持つ悪性をモチーフにしているからだ。

　しかし〝拝火教〟の魔王は、目的が在って悪あく業ごうを為すのではない。

　この悪意の所在と目的意識こそ、後者の魔王と決定的な違ちがいだ。

　三頭龍を筆頭とした〝拝火教〟の魔王は───悪業を為すことを目的として生み出され、その暴ぼう威いを振ふるう魔王なのだ。




（ペストや蛟こう魔ま王おう、それに魔王連盟とも違う。コイツは目的が在って魔王に堕おちたんじゃない。罪を犯おかすまでも無く───コイツは、魔王として君臨している………[image: !!!]）

　三つの双眸、六つの瞳が獰どう猛もうに輝かがやく。思い返せば、十六夜が完全な最強種と戦ったことは一度もなかった。

　星霊アルゴールは不完全な形で使し役えきされていた。

　巨龍は暴走状態に陥おちいって知性も何もなかった。

　逆廻十六夜にとってこれが初めての最強種との死闘なのだ。

（どうする⁉　どうやって戦う⁉　右みぎ腕うでは壊れて使い物にならねえし、左ひだり腕うでで殴なぐっても同じように壊れるだけだ………‼）

　殿でん下かとの戦いで身体は瀕ひん死し。右腕だけでなく全身の至る所が悲鳴を上げている。十六夜は血を滲にじませながら勝利に至るまでの最善策を最高速度で思案する。

　しかしそれを待ってくれるような敵ではない。

　三頭龍の頭ず蓋がいを貫かん通つうする杭くいが、ギチギチと軋きしみを上げる。紅玉のように不ふ吉きつな双眸が十六夜を捉え、翼つばさを広げて宙を疾しつ走そうした。

「────ＧＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａａａａａａａＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａ[image: !!!]」

　雄お叫たけびは迫せまりくる溶岩の波打ち際ぎわさえ弾はじき飛ばす。

　真正面からやっても勝ち目はない。十六夜は屈くつ辱じよく的に感じながらも、三頭龍に背を向けてアルマテイアが逃にげた方角と対角線上に走り出す。

「舐なめるなよ蜥蜴とかげ………！」

　脚きやく力りよくならば負けはしない。地盤を踏ふみ抜ぬいて一直線に巨峰の頂へと走り出す。

　今にも溶岩の海に沈しずみそうな足場を跳とびまわって三頭龍と距離を取る。勝つためには最善の策だったが、三頭龍は小こ賢ざかしいと笑えみを浮うかべて一いつ蹴しゆうした。

　───裂け、と右手を掲げて命じる。

　刹せつ那な、十六夜の背中を激痛が奔はしった。肩かた口ぐちから腰こしまでを刃は物もので斬きりつけられたかのような鋭するどい斬ざん撃げきが襲おそったのだ。

「ガッ………⁉」

　何が起きた、と認にん知ちする間もない一撃。

　振ふり返れば三頭龍はまだ宮殿の残骸の上に居る。巨峰を駆かけあがった十六夜とは遥はるかな距離があった。先ほどのように凶爪の余波をぶつけたというには大地に跡あとが無さすぎる。

　しかも背中の傷は浅くない。連戦で疲ひ弊へいした十六夜は不覚にも片かた膝ひざをつき、冷や汗あせを流しながら三頭龍を睨にらみつけた。

（何だ………どんな恩おん恵けいを使った………⁉）

　魔王アジ＝ダカーハに関連する伝承を脳内で羅ら列れつする。しかし特定には至らない。

　伝承だと千の魔ま術じゆつを行使するとされている魔王だが、その内容を詳くわしく記述した書物はない。博学な十六夜でも記されてもいないものを知ることはできない。

　それでも僅かな情報を得ようと、負傷した肩かたに手を当てる。

　傷は斬撃による裂れつ傷しように近かった。斬撃を飛ばす〝何か〟があるのだということだけを記き憶おくの隅すみに置き、地面を蹴けりつけるようにして立ち上がる。

『……………』

　三頭龍は虚こ空くうを指先でつぅ、と横一文字になぞった。

　途端、三頭龍の背中に聳そびえていた翼が形を変える。或いは初めから翼ですらなかったのだろう。変へん幻げん自じ在ざいに姿を変える黒い刃やいば。十六夜は戦慄と共に斬撃の正体を察した。

（レティシアと同じ龍の影かげ………‼　斬撃の正体はこれかッ！）

　しかし十六夜が知る龍の影とは速度、精度共に格が違った。

　影の刃は十六夜が認知すると同時に、眼球の一いつ寸すん先にまで距離を詰つめていたのだ。身体からだを仰け反って反射的に刃を躱かわす十六夜だが、避けきれずに頰ほおを切る。

　追つい撃げきの刃が二つ、三つ、と畳たたみ掛かけるように十六夜を狙ねらい撃うつ。

　散雨のように襲い掛かる刃の嵐あらし。その一つ一つが必殺の威い力りよくを秘めている。避け損そこなえば忽ち首と胴どうが切り離はなされるだろう。

　重じゆう傷しようの身体に鞭むちを打ち、大地を転げまわる様に避け続ける。

　溶岩で熱された大地の表面は鉄板のように陽炎かげろうを揺ゆらしている。その上を転がりまわる十六夜は体中に小さな火傷やけどと裂傷を負いながらも、瞳だけは不ふ屈くつを訴うつたえていた。

『………フン』

　不屈の視線を受け止め、三頭龍は鼻を鳴らす。長い首をコキッと鳴らした三頭龍は、六つの眼で十六夜を捉とらえ、一足飛びに距離を詰める。

　十六夜の倍はありそうな巨きよ体たいは、彼の速力を遥かに凌りよう駕がして眼前に回り込んだ。

「っ………⁉」

　知覚外の場所から巨体が突とつ如じよとして現れる。如何いかに十六夜が満まん身しん創そう痍いとはいえ、今までの敵とは比べ物にならない速力だった。

（クソ………マジで洒落しやれにならねえ………！）

　強いとはわかっていた。だが、此こ処こまで力の差があるのか。

　紅玉の双眸で十六夜を見下した三頭龍は、状じよう況きようを確認するように呟つぶやく。

『………そうか。私と戦う以前から、既に死に体だったか。傷を負ってさえいなければ、逃げることは出来ただろうに』

「っ、んだと………[image: !!!]」

　憐あわれみさえ感じられる声。それは三頭龍にとっては慈じ悲ひを込めた言葉だったのだろう。しかしその真意を瞬しゆん時じに理解した十六夜は、屈辱で奥歯を嚙かみ締しめる。

　───傷を負っていなければ、逃げることは出来た。

　つまりそれは───万全であっても戦いにすらならない、という意味に他ほかならない。

　この三頭龍は初めから己おのれの勝利を疑ってかかる事すらせず、己の敗北を想像する事すらしていない。それは十六夜が箱庭を訪おとずれるまでずっと抱いだき続けていた傲ごう慢まんさであり、周囲に対する慈悲でもあった。

　生まれついて強い者は強い。だから弱い者が弱いのは仕方がない。

　そんな達観にも似た価値観を逆に今、この魔王に叩たたきつけられたのだ。

（ハッ………なるほど。これは確かに、腸はらわたが煮え返るな………[image: !!!]）

　十六夜は屈辱で総身を震ふるわせていた。この十七年の間で一度も感じたことの無い憤ふん怒ぬを堪こらえ切れず、重傷も忘れて立ち上がった。

　彼の人生は同情や憐れん憫びんとは無む縁えんだった。それをまさか、死の間際に経験することになるとは想像もしていなかった。

　今まで経験したことのない負の感動に笑みを浮かべ、折れた右腕を摑つかむ。

「憐あわれんでくれてありがとうよ………おかげで、もう少し足あ搔がけそうだ………[image: !!!]」

　渾こん身しんの力で立ち上がり、紅玉の瞳を睨むことで不屈を訴える。

　しかし、それが最後の抵てい抗こうだ。

　脇わき腹ばらと背中の出血で既に意識は朦もう朧ろうとしている。

　十六夜を立たせているのは、不屈の闘とう志しだけだ。

　三頭龍は三つの双眸、六つの眼で十六夜を静かに見つめ───ふっと、口角を邪じや悪あくに歪ゆがめて笑った。

『なるほど。その不屈さ、高く評価しよう。どうやら貴様は暴力だけでは折れんらしい。───ならば、こういう絶望はどうだ？』

　純白の爪つめを掲かかげ、三頭龍は己の肩を深く抉えぐった。

　途と端たんに大量の血液が噴ふん出しゆつし、三頭龍の巨体が血に染まる。血液は緩ゆるやかに大地へと滴したたり落ち、やがて生命を得たかのように怪あやしく蠢うごめき始めた。

　アジ＝ダカーハの血液を浴びた大地が、溶よう岩がんが、朽くちた大木が、その姿を変えて双そう頭とうの龍りゆうへと変へん幻げんしていく。

　その挙動を見ていた十六夜は、戦慄と焦しよう燥そうを同時に感じた。それは何も目の前の光景の異質さによるものではない。大地を喰らうかのように姿を現した双頭の龍たちは───その全すべてが、神しん霊れいに匹ひつ敵てきするだけの威い圧あつ感を放っていたのだ。

（コイツらは………神霊級の分身⁉　白しろ夜や叉しやが戦ったっていうアレか！）

〝アンダーウッド〟で〝ノーネーム〟が戦っていた時に、東側を襲ったという五体の龍。それがアジ＝ダカーハの分身体だったと十六夜は聞いている。

　双頭龍たちは素体となったものの特とく徴ちようを得て、より禍まが々まがしい姿を構築する。

　三頭龍の右みぎ端はしの頭が、顎あごの素そ振ぶりで命を下した。

『山羊やぎを一匹ぴき、雌めすを二匹逃にがした。追って殺せ』

「何⁉」

　予想外の言葉を受け、反射的に構える。しかし満身創痍の十六夜では双頭龍を止められない。三匹の龍は弓から放たれた矢のように巨きよ峰ほうを下って行く。

　追おうとする十六夜の前に回り込む三頭龍は、背中に背負った旗印を靡なびかせて吼ほえる。

『さあ、どうする人間？　これで時間を稼かせぐ意味は無くなった。同士を救うためには私を滅ほろぼすしか道はない』

「っ───っざけろ、この駄蜥蜴がッ[image: !!!]」

　脳内の沸ふつ点てんを振り切って十六夜が吼える。もう傷がどうのと言っている場合ではない。死に体の身体を闘志だけで奮い立たせ、三頭龍の懐ふところへと飛び込む。

　込み上げる血ち反吐へどを堪え、巨体の腹部を左の拳こぶしで打ち上げる。先ほど以上の拳速で打ち出された一撃は拳が壊こわれることも厭いとわない。

　諸もろ刃はの剣つるぎに等しい自じ壊かいの一撃は、純白の巨体に深々と食い込んだ。

『っ………⁉』

　三頭龍から、僅わずかに苦く悶もんの声が漏もれる。

　だが十六夜が反動で受けた衝しよう撃げきはそれを遥かに上回る。

　十六夜は深々と食い込んだ左拳から、三頭龍の身体に秘ひめられた謎なぞに気付く。

（重い………！　とてもじゃねえが、三メートルやそこらの質量じゃない………[image: !!!]）

　地ち殻かく変動に比するという十六夜の拳を以もつってしても微び動どうだにしない。

　如何なる恩恵かは知らないが、この三頭龍は大陸かそれに等しいだけの質量を僅か三メートルの体に凝ぎよう縮しゆくしている。十六夜の拳が砕くだけたのも必然だろう。

　砕けて血ち飛沫しぶきを上げる左拳。奔る激痛を、猛たける血潮と雄叫びでねじ伏ふせた。

「ガアアアアァァァァ[image: !!!]」

　突つき上げるように乱打される拳。振ふるう度たびに飛び散る鮮せん血けつ。

　秒間数百発に及およぶ拳打の嵐は周囲の大気に目視可能なほどの衝撃を放ち、溶岩の波打ち際さえも押し返す。足元の地じ盤ばんは十六夜の踏み込みに耐たえられずに砕けて沈ちん下かしている。形なり振ふり構かまわない十六夜の猛もう攻こうに、さしもの三頭龍の巨体が僅かに揺れた。

　三頭龍がどれほどの質量を抱かかえているかは定さだかではないが、十六夜の拳は星をも揺るがす一撃だ。その一打一打が第三宇宙速度を凌駕する速度で三頭龍の腹部に突き刺ささる。

『ヌゥ………[image: !!!]』

　一歩、三頭龍の右足が後退する。

　その僅かな体重移動を十六夜は見み逃のがさなかった。

　拳打の標的を腹部から左の首に変え、三発打ち込んだ後に首根を羽は交がい締じめにして横転させる。持ち上げることは不可能だろうが、バランスを崩くずしたタイミングに合わせて押し倒たおすことは辛かろうじて成功した。

　三頭龍の上に乗りかかった十六夜は最後の勝負にかけた。

（此処だ───この瞬しゆん間かんを逃のがせば、永遠に勝機は来ない………[image: !!!]）

　砕けた右みぎ腕うでに、極光が宿る。

　巨龍を打ち砕き、死者の世界を切り裂さいた恩恵が顕けん現げんする。

　夜天の星々さえ搔かき消けす極光は右みぎ掌てのひらより顕現し天を貫つらぬくほどの巨きよ大だいな柱となった。

　箱庭の天幕さえも貫き、全知の悪あく魔まにして〝正体不明コード・アンノウン〟と言わしめる恩恵を前に、三頭龍の瞳ひとみが驚きよう愕がくで揺れる。

「───っ、[image: !!?]」

　否いな。揺れているのは紅玉の瞳だけではない。

　三頭龍を中心に大地と大気が激しく鳴動しているのだ。見れば三頭龍の双そう掌しようには力の渦うずが凝縮され、灼しやく熱ねつの球体が生まれている。

『〝アヴェスター〟起動───相そう剋こくして廻まわれ、〝疑アナ似ザー・創コス星モロ図ジー〟………[image: !!!]』

　熱源は溶岩の山河よりも尚なお熱い。

　正面に立つ十六夜は肌はだを焼くほどの熱波に息を吞のむ。

（なんだ………炎ほのおの恩恵か………？）

　ならばどのような破は壊かい力があろうと恐おそれるには値あたいしない。十六夜が手にした極光の柱は物質界にあるもので防げる代しろ物ものではない。

　光を逆手に構えた十六夜は、三頭龍の心臓目め掛がけて柱を振ふり降ろす。

　三頭龍は双掌に圧縮された二つの球体を天に掲げてその一いち撃げきを受け止めた。

　極光に触ふれた炎球は即そく座ざに搔き消されると思いきや、より激しい灼熱を放って鬩せめぎ合いを始めたのだ。

「っ───クソ、何でも在りかテメェ………[image: !!!]」

　右腕に有りっ丈たけの力を込めて柱を押し込む。

　しかし三頭龍が構築した炎球はより勢いを増してその輝かがやきを増していく。

　反発し合うたびに強大な力を放出し始める二つの炎球はやがて光球となり、周囲の光を捻じ曲げるほどの力の渦を生み出す。

　極光と灼熱の衝しよう突とつは溶岩の波打ち際ぎわを弾はじき飛ばし、巨峰を余波だけで瓦が解かいさせていく。星と星の衝突にも等しい力の渦は万象の悉ことごとくを打ち砕いていった。

　二人の周囲に散乱していた瓦が礫れきは原子よりも細かく分解されていく。

　十六夜は霞かすむ視界に、凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべる魔ま王おうの姿を見た。

『終わりだ、新しい時代の申し子よ。貴様では───この〝悪〟の御み旗はたは砕けないッ[image: !!!]』

　極光の柱と灼熱の星が同時に砕け散る。

　余波の直ちよく撃げきを受けた十六夜は塵ちり芥あくたの如ごとく、その身を宙に舞まわせた。
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　───〝煌こう焰えんの都〟瓦礫の山河。

　都は瞬またたく間に山やま津つ波なみによって飲み込まれた。煌きらびやかに輝いていた硝子ガラスの歩ほ廊ろうも今は跡あと形かたもない。展示会場に飾かざられていた数々の芸術品も失われてしまった。

　止とめ処どなく溢あふれ出る灼熱の山河が大地を真っ赤に染めて行く。

　住民はあらかじめ整えていた荷造りを抱えて我先に街から離はなれ、〝サラマンドラ〟の憲兵団と共に外門を目指していた。

　三頭龍───アジ＝ダカーハの巻き起こした竜たつ巻まきは敵味方の区別なく戦場をひっくり返した。これではもうゲームどころではない。

　魔王連盟たちとの戦いは、第三者の手によって終結させられたのだ。

〝煌焰の都〟の外がい壁へきで戦っていた久く遠どう飛鳥あすかは、超ちよう重量のディーンの装そう甲こう内に入ることで難を逃れていた。這ほう這ほうの体で逃にげ出してきた所為せいか、お気に入りのリボンも解け、紅あかいドレスも太ふと腿ももから下を大だい胆たんにはだけさせている。

　飛鳥はペストと共に行進の最さい後こう尾びで〝ノーネーム〟の同士が来るのを待っていた。

「アルマが迎むかえに行ってずいぶん経たつけど………やっぱり、何かあったのかしら？」

「………。知らないわ、そんなの」

　ペストも余よ裕ゆうなく返す。彼女も相次ぐ非常事態で随ずい分ぶん疲ひ弊へいしていた。滴したたる汗あせを拭ぬぐい、ディーンの肩かたの上で寝ねそべっている。

　巨峰が噴ふん火かして既すでに一刻ほど経つ。巨きよ人じん族の襲しゆう撃げきに備えて行進の殿しんがりを買って出た二人だったが、襲撃者らしいものは未いまだに現れない。おかげで行進は順調に進んでいた。

　外門は都市部から七里ほど離れた場所にある。

　山さん岳がくの谷間の街かい道どうを大挙して避ひ難なんする住民と憲兵。唯ゆい一いつ幸いだったのは、〝煌焰の都〟の住民の大半が精せい霊れいや化け生しようだったことだろう。

　ある者は空を翔かけ、ある者は地脈を介かいして余所よその土地へと避難していった。おかげで狭せまい街道を圧あつ迫ぱくする事も無く進んでいる。

（でも逆に言えば、逃げる力の無い人たちが大勢いるということになるのよね………）

　この街道を使っている避難民はそのほとんどが人間や獣じゆう人じんたちだ。

　彼らは〝サラマンドラ〟の庇ひ護ご下に入る事で五桁けたに本ほん拠きよを構えていた者たちである。実力ではなく生産者として招かれていた彼らは、有事の戦力にはならない。

　その為ため、戦せん闘とうで主力となるコミュニティは前衛、中衛、後衛に分かれて避難民の保護に回っていた。

　先頭に〝ペルセウス〟、中衛に〝サラマンドラ〟、後衛を〝ノーネーム〟の飛鳥とペストが務めることにしたのだ。

「見て！　アルマが帰って来たわ！」

　飛鳥が明るい声を上げる。

　彼女が指さす方向からは、稲いな光びかりを放つ山羊やぎが疾しつ走そうしてきていた。山羊の体毛に覆おおわれた背中には気を失っている黒ウサギと、蒼そう白はくになった春日部かすかべ耀ようが乗っている。

　アルマテイアは飛鳥の姿を確かく認にんすると一足飛びでディーンの肩に乗り、一礼した。

『マスター、ご無事なようで何よりです。あの竜巻に巻き込まれたのではないかと心配しておりました』

「ええ。間かん一いつ髪ぱつのところで、ペストがディーンの中に押し込んでくれたの。おかげで助かったわ」

　隣となりに座るペストに礼を言う。彼女は何も言わずに唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向いた。

　向き直った飛鳥は、背中に座っている耀に問う。

「春日部さん。貴女あなたも無事でよかった。怪け我がはない？」

「……うん」

　顎あごを縦に振り、小さく首しゆ肯こうする。

　何気ない仕草だったが、飛鳥は一いち抹まつの不安を覚えた。

　耀の口数が少ないのは何時いつものことだが、今はそれ以上に様子がおかしい。蒼白な顔には畏い怖ふとも思える感情が見え隠かくれしている。

　事態の深刻さを悟さとった飛鳥は、アルマテイアに問う。

「アルマ。十六夜いざよい君とジン君は？　一いつ緒しよじゃないの？」

『………はい。方々捜さがしてみたものの、頭首殿どのの行方ゆくえは摑つかめませんでした。そして十六夜殿ですが………』

　無念そうに言葉を切って俯うつむく。耀も言い出せずに視線を落としたままだ。

　重い沈ちん黙もくが場に張り詰つめる中、気を失っていた黒ウサギが目を覚ました。

「っ……みな、さん………？」

「黒ウサギ。貴女も無事でよかった」

　目を覚ました黒ウサギに飛鳥が気付き、手を差し伸のべる。状じよう況きようを把は握あくできていないのか、黒ウサギはやや呆ほうけたように頷うなずく。

　額を押さえてしばし周囲を見回す。飛鳥、耀、アルマテイアとディーンの姿を確認した黒ウサギは、何か恐ろしい事を思い出したかのように呟つぶやいた。

「………十六夜、さんは？　ご一緒ではないのですか？」

　震ふるえる声で耀とアルマテイアに問う。

　アルマテイアに代わり、耀が小声で告げた。

「十六夜は………来ない。一人で残った」

「なっ、」

『私が駆かけつけた時には既に重じゆう傷しようでした。あの傷では逃げ切れないと判断しての事でしょう。黒ウサギ殿と春日部殿を私に託たくし、魔王に一いつ騎き打うちを挑いどみました』

　耀は奥歯を強く嚙かみしめた。仲間想おもいの彼女にとって十六夜を置いていく事がどれだけ苦痛な選せん択たくだったのかは言うに及およばない。

　対照的に、アルマテイアは淡たん々たんと事実だけを報告する。

　その無感情な声こわ音ねに、黒ウサギは髪かみを戦慄わななかせて摑み掛かかった。

「な、何てことを………‼　貴女が本当に山羊座の星獣ならば、あの魔王が何者か知っていたはずです！　アレは、魔王アジ＝ダカーハは只ただの魔王ではありませんッ！　あの魔王こそ、数多あまたの神群を退けた人類ラスト・最終試練エンブリオッ！　如何いかに十六夜さんといえど勝ち目なんて皆かい無むです！　それぐらい貴女なら知っていたでしょう⁉」

『知っていたましたとも。そして他ほかでもない、十六夜殿も承知していたはず。末期と悟っていたからこそ彼は、私に貴女を託したのです』

〝黒ウサギを連れて逃げろ───〟

　ハッ、と手を放す。アルマテイアの言葉で、黒ウサギの脳のう裏りにあの光景が蘇よみがえる。

　その場にいた黒ウサギも十六夜の声は聞こえていた。

　そして、彼の最後の言葉も鮮せん明めいに覚えていた。

〝ごめん。約束は守れそうに───〟

「あ、………あぁ………‼」

　呻うめく様な声を漏もらし、黒ウサギは膝ひざを折って項うな垂だれた。彼女もわかっていなかったわけではない。しかし最後に見た光景を、誰だれかに否定して欲しかった。

　あの光景が最さい期ごではないのだと。

　十六夜ならこの窮きゆう地ちでさえも脱だつすると、誰かに肯こう定ていして欲しかった。

「………ごめん。私もその場にいたのに、何も出来なかった」

　耀も苦しそうにペンダントを握にぎりしめる。三さん頭とう龍りゆうを前に、十六夜を置いて逃げるしかできなかった。その悔かい恨こんは計り知れない。
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　これでは〝火龍誕生祭〟の時と同じだ。肩を並べて戦おうと必死に背せ伸のびをしてきたのに………結局、全すべてを十六夜に任せてしまった。努力して並び立とうとした彼の背中は、遥はるか先に遠のいてしまった。

「耀さん………」

『黒ウサギ殿。貴女の憤いきどおりも理解できます。ですがご理解いただきたい。あの場で魔ま王おうを足止めできたのは彼しかいなかった。十六夜殿が命を賭としたからこそ、これだけ多くの者たちが避難に徹てつすることができたのです』

　語調を緩ゆるめて、アルマテイアは黒ウサギの頰ほおを舐なめる。

　彼女とて十六夜を置いてきたのは本意ではない。むしろ最悪の場合は、アルマテイアが魔王を足止めするつもりでいた。しかし彼女の覚かく悟ごより十六夜の覚悟のほうが遥かに強かった。彼の叫さけびを聞いた者ならば誰もが理解しただろう。

　あの叫びが、己おのれの身命を賭したものだったのだと。

「………アルマ。十六夜君は、死んだの？」

『死亡を確認したわけではありません。あるいは逃げ切れた可能性も無いわけでは有りませんが………あの重傷では、難しいかと』

　直接的な言葉を避さけるアルマテイアだが、飛鳥も鈍にぶい少女ではない。十六夜が決死の戦いに挑んだことは火を見るより明らかだ。最悪の状況を予想していた飛鳥だが、現実は更さらにその上を行っている。今までも幾いく度どか窮地に陥おちいったが、今回はその比ではない。

　黒ウサギは霊れい格かくを失い、ジンは行方が知れず、十六夜は魔王と一騎打ち。

　残った主力は飛鳥と耀だけだが、二人ではどうすることもできない。

「………だからといって、気落ちしてる場合でもないわね」

　パシッ、と頰を叩たたいて気合いを入れる。

　飛鳥はアルマテイアに向き直り、改めて問い直す。

「状況はわかったわ。でも魔王の情報が足りなすぎる。アルマが何か知っているなら、情報をちょうだい。貴女はあの三頭龍を知っているのでしょ？」

『ええ。箱庭の古参ならば、かの悪神を知らぬものはおりますまい。───マスターは、〝拝火教〟という神群をご存じですか？』

　いいえ、と首を横に振ふる飛鳥。

　アルマは緊きん張ちようした面おも持もちで三頭龍の所属する神群について語り始めた。

『〝拝火教〟の悪神群は〝悪Aksara〟の旗印を掲かかげ、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵として箱庭を荒あらして回りました。今でこそ善神筆頭格とされる帝たい釈しやく天てんですが、彼も本来は〝拝火教〟に身を置いていた魔王だと聞き及んでいます』

　帝釈天───〝箱庭の貴族〟である黒ウサギが主神と崇あがめる軍神。彼女が授さずかった数々の武具も帝釈天からの恩おん恵けいと飛鳥は聞いていた。

　項垂れている黒ウサギを横目で見つつ、飛鳥は問い返す。

「じゃああの龍は、帝釈天と同格だというの？」

　もしもそうならば恐おそろしい難敵だろう。黒ウサギほどの実力者を眷けん属ぞくにして子飼いに出来る魔王だということだ。純じゆん粋すいな戦せん闘とう力だけでも、巨龍を遥かに上回るだろう。とてもではないが〝ノーネーム〟が勝てるとは思えない。

　しかしアルマテイアの回答は意外なものだった。

『………ええ。少なくとも、昔はそうでした』

「………？　どういうこと？」

　隣で聞いていた耀が怪け訝げんな表情で問い返す。

　アルマテイアは答えるべきかどうかをしばし逡しゆん巡じゆんした後、言葉を選びながら語る。

『あの三頭龍は只ただの魔王ではありません。………いえ、むしろ魔王として真にあるべき魔王、といったほうが正しいのでしょうか』

「というと、〝主催者ホスト権限マスター〟を悪用した者、という意味ではなく？」

『むしろ逆です。魔王とは形を成した、試練そのものです。そもそも〝主催者権限〟とは内的宇宙を開放し、最古の魔王を己の霊格に取り込む為に造られた秘奥。悪用されるようになったのは最古の魔王が駆く逐ちくされ、箱庭の世界が安定を手に入れた後の事ですから』

　アルマテイアの指し摘てきを受け、飛鳥はジャックの〝主催者権限〟を思い出す。

〝Jack　the　monster〟は子供を利用し悪用、或あるいは殺害したものを対象に発動される善性の試し練れんだった。アレが本当の〝主催者権限〟のあるべき姿なのだ。

『真の魔王は全く別物の試練。それも只の試練ではありません。人類を根絶させかねない、史上最強の試練が顕けん現げんしたもの───我々はそれを、〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟と呼びます』

「………〝人類最終試練〟」

『聞いたことはありませんか？　魔王とは〝天災〟だと。それは額面通りの意味ですよ。雷らい雨うなどの天災。地ち殻かくの流動による地災。疫えき病びようの蔓まん延えん。神群にこれらの擬ぎ人じん化が多いのは、度たび重なる人類存続の危機を、我ら神しん霊れいが調ちよう伏ぶくしてきた証あかしなのです……。中には天体法則のような例外もありますが』

　ふむ、と頷いた二人は次にペストを横目で見る。

　黒死病ペストの大流行などはその最たる例の一つだろう。

　人類の三分の一を殺し尽つくしたという史上最悪の疫病の克こく服ふくは、人類繁はん栄えいに課された最大級の試練に数えられるだろう。

「ならあの三頭龍も、何かの天災や年代記、天体法則を取り込んだ魔王なの？」

『………恐らく。アジ＝ダカーハも、昔はあそこまで絶大な魔王ではありませんでした。東洋神ならば十二天神や〝斉天大聖天に斉しき者〟、西洋神ならば戦いくさ女め神がみや死者の王たちと同格かと。ですがある日を境に───アジ＝ダカーハを筆頭にした何体かの魔王たちが、一いつ斉せいにその霊格そんざいを肥大させたのです。それこそ一体一体が、百万の神群を退けられるほどに』

「ひゃ、百万の神群を⁉」

　飛鳥と耀は状況を忘れて素すっ頓とん狂きような声を上げた。それが本当ならばもう強いとかそういう話ではない。文字通り桁けた違ちがいの脅きよう威いだ。

　項垂れていた黒ウサギも、拳こぶしを強く握りしめて肯定する。

「その話は………本当です。比ひ喩ゆですらありません。かつてこの箱庭の世界にはより多くの神群が存在していました。そのほとんどが、最古の魔王たちによって駆逐されていったのです」

『試練そのものである最古の魔王たちを倒たおす事は、物的には不可能でした。そこで最古の魔王に対たい抗こうする手段として後に造られたのが、己の霊格を解放して試練と化す神しん魔まの秘奥───〝主催者ホスト権限マスター〟。ギフトゲームの原型なのです』

　これこそギフトゲームが神魔の遊ゆう戯ぎと呼ばれた本当の理由。

　神群と魔王の代理戦争の名残なごりが、幾いく星せい霜そうの時を経へて今のような形になったのだ。

「そう……〝主催者権限〟を悪用した者を〝魔王〟と呼ぶのは、そういうことだったの」

『ええ。己の霊格を試練そのものに変えてしまうわけですから。本質的には同じ者です』

「でも、ちょっと待って！　その話が本当なら、〝主催者権限〟があればあの三頭龍を倒せるんじゃないの？」

　耀が右手を挙手して訴うつたえる。

　しかしアルマテイアは苦々しい顔で首を振った。

『理り屈くつ上はそうなります。年代記にせよ天災にせよ、試練の食い合いになるわけですから。ですがアジ＝ダカーハを打だ倒とうする、或いは封ふう印いんするほどの〝主催者権限〟となるとそれこそ最強種か、戦いに特化した天軍級でもないと………』

「なら蛟こう劉りゆうさんは？」

〝覆海大聖海を覆いし者〟蛟こう魔ま王おう。

　かつて〝斉天大聖天に斉しき者〟孫そん悟ご空くうや〝平天大聖天を平定せし者〟牛魔王と共に箱庭で神群を相手に暴れまわったという彼ならば、万が一にも勝ち目があるかもしれない。

　だが、今度は飛鳥が否定した。

「残念だけど、蛟劉さんは行方ゆくえ不明よ。同じくサンドラ、ウィラ、ジャック、そして〝ペルセウス〟のボンボン坊ぼつちゃんも。避ひ難なん民みんは〝サラマンドラ〟が辛かろうじてまとめている状態」

　耀は思わず息をのむ。想像以上の惨さん状じように言葉が出なかった。

　───何てことだ。本当に打つ手がない。耀は改めて自分たちが置かれた窮地に戦せん慄りつした。殿しんがりを務めていた飛鳥とペストを除けば主力たちはほぼ壊かい滅めつしたことになる。

「………参ったわ。私たち、十六夜君がいないとまともに打開策も思いつかないのね」

　歯は痒がゆさを堪こらえられない飛鳥は、自じ嘲ちよう気味に笑った。

　今まで魔王とのは戦いは全て十六夜に方針と中心を任せていた。悪く言うなら依い存そんしていたといってもいいだろう。曲がりなりにも〝ノーネーム〟が魔王と戦ってこられたのは、全て十六夜の尽じん力りよくによるものだったのだから。歯痒さに痛いほど身を震ふるわせた飛鳥は、




　ズガシュ！




　痛い。胸が痛いのではない。物理的に頭が痛い。

　この隙すきを突ついたような鈍どん痛つうには身に覚えがある。空から降ってきた十字形のハンマーを震えながら握りしめた飛鳥は、蟀谷こめかみに青筋を立てて叫んだ。

「ウィ………ウィラ＝ザ＝イグニファトゥス！　いるのでしょう⁉　出てきなさいッ‼」

　あぅ、と悲鳴にも似た様な声を上げて、虚こ空くうからウィラが降ってきた。

　彼女はバツが悪そうな表情を浮うかべ、恐る恐る一同を見上げる。

「ご、ごめんなさい」

「ごめんなさいじゃないでしょう⁉　鈍どん器きを落とされたのはこれで二度目よッ！　普ふ通つうに声をかけられないのかしら貴女あなたは⁉」

「ま、まあまあ。落ち着いて飛鳥。………ウィラも、無事でよかった。突とつ然ぜん消えちゃったから心配してたんだ」

　見かねた耀が苦にが笑わらいで止めに入る。ウィラは怒ど鳴なられて半泣きになっていた。ゴシゴシと袖そでで涙なみだを拭ふき、改めて謝罪した。

「本当に、ごめんなさい………龍りゆうが来た時、真っ先に逃にげたから………みんなと合流するのが後ろめたかった」

「だからって鈍器をぶつけるのはどうかと思うけれど」

　飛鳥の苦言にますます肩かたを落とすウィラ。

　アルマテイアはカツカツと蹄ひづめを鳴らし、一同に呼びかけた。

『兎とにも角かくにも、頭首と参さん謀ぼうが不在の非常事態です。私とマスターはコミュニティの代表として〝サラマンドラ〟に現状の報告を行い、そのまま前衛に回ります。異論はありますか？』

「ううん。私はそれでいい。ペストは？」

「………ないわ」

『よろしい。ではお乗りください』

　蹄を鳴らして背中に乗るよう促うながす。飛鳥は僅わずかに躊躇ためらう仕草を見せたが、すぐに頭かぶりを振って背中に跨またがった。ディーンの肩から飛び降りたアルマテイアは渓けい谷こくの街かい道どうの斜しや面めんを走って中衛を守る〝サラマンドラ〟のコミュニティを目指す。避難民の殆ほとんどは荷物らしい物も持たず、暗い面持ちで行列に並んでいた。魔ま王おうの襲しゆう来らいだけならいざ知らず、長年過ごしてきた都まで失ったのだ。溶よう岩がんに沈しずんだ〝煌焰の都〟を振り返って涙ぐむ者も少なくない。

　飛鳥は背中に流れる冷たい汗あせを感じつつ背後へと視線を向ける。

　巨きよ峰ほうは真っ赤な溶岩に覆われて怪あやしい光を放っていた。あの峰みねの何処どこかで彼が戦っているのだと思うと、歯がゆくて堪たまらない。

　疾しつ駆くするアルマテイアの背中で、飛鳥は苦虫を嚙かみつぶしたように表情を歪ゆがめていた。

「………アルマ。十六夜君は、勝つことが出来ると思う？」

『出来ませんよ。アレには誰だれも勝てない。天軍でさえ封印するのがやっとという怪かい物ぶつに、人類が単独で勝てるはずがありません』

　事実を突きつけるように言葉を紡つむぐ。それは彼女なりの優やさしさだった。そうしなければ、飛鳥が救きゆう援えんに向かおうとするのではないかと危き惧ぐしたのだろう。

　飛鳥もその気持ちを汲くみ取って巨峰を睨にらむだけに留とどめ、言葉を吞のみこんだ。

「………それでも、十六夜君ならきっと大だい丈じよう夫ぶ。私たちは私たちに出来ることをしないと」

『ええ。ご理解くださり感謝いたします』

　轟ごう、と雷らい鳴めいが響ひびき渡わたる。稲いな妻ずまと化したアルマテイアは速度を増して疾駆する。

　───異変は、その直後に起きた。

『っ⁉　マスター、摑つかまってください！』

　え？　と声を上げた途と端たん、アルマテイアは上空に大きく跳ちよう躍やくした。

　何事かと思った飛鳥だが、頰ほおを撫なでる熱い風を受けてすぐに状じよう況きようを察する。眼下を見下ろすと、二人が先ほどまで走っていた街道の斜面が赤黒い炎によって溶よう解かいしていた。

『敵てき襲しゆうです！　それも並の敵ではありませんッ！』

　アルマテイアが叫さけぶや否いなや、街道沿いにある林の木こ陰かげから追つい撃げきの火球が迫せまった。大気を足場に駆かけるアルマテイアは次々に打ち出される火球を辛かろうじて避よけ、襲しゆう撃げき者の姿を探す。林に視線を落としていると、上空から巨きよ大だいな敵てき影えいが二人を包む。

「アルマ、上ッ‼」

　ハッと油断していたアルマテイアが上空に視線を向ける。

　隙を突かれた彼女は敵の姿を視し認にんして二度驚おどろく。

　───全身が白磁の岩石で造られた、双そう頭とうの怪かい龍りゆう。唯ゆい一いつ肉を宿す紅玉の瞳ひとみは怪しい輝かがやきを放って獲え物ものを捉とらえている。

　その瞳は感情を微み塵じんも感じさせない。この化け生しようには感情が宿っていない。狙ねらった獲物を屠ほふるという、たった一つの衝しよう動どうだけがこの双そう頭とう龍りゆうを動かしていた。

『ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａ[image: !!!]』

　雄お叫たけびを上げた白磁の双頭龍は、強きよう靭じんな爪つめを掲かかげて襲おそい掛かかる。

　防ぎきれないと判断したアルマテイアは山羊やぎの姿を捨てて鋼の流体と化す。金剛鉄アダマンテイウムで造られた総身で飛鳥を包み込んで守りに徹てつする。

　直ちよく撃げきを受けた鋼の球体は街道沿いにある林に叩たたきつけられて地面を抉えぐった。球体の中で守られていた飛鳥だが、衝しよう撃げきを殺しきることはできなかった。

　全身に奔はしる苦痛に顔を歪めながら、アルマテイアに問う。

「アルマ………まさかあれが、」

『そう、あれがアジ＝ダカーハの分ぶん身しん体たいッ！　並の化生ではありません‼　一体一体が神しん霊れいだと思ってくださいッ！』

　山羊の姿に戻もどって飛鳥を地に降ろす。

　遠くからは双頭龍に襲われた避難民の悲鳴が次々と聞こえてきた。あの双頭龍が神霊に匹ひつ敵てきするというなら、戦える者は限られている。すぐに戻ろうと背中に跨がる飛鳥だったが、次の刹せつ那なに林の木々が一斉に二人を取り囲んで塞ふさぐ。

「っ、もう一体いる………⁉」

『マスター、すぐに私を神格化してください。ギフトを出し惜おしんで勝てる相手ではありません。早期決戦が有力かと思われます』

　蹄で地面を搔かき毟り、警けい戒かいを強くする。姿こそ見えないが森林を包む気配は強大な力を誇こ示じしている。木々は脈動して一個の生命体なのではないかと錯さつ覚かくを覚える。

　アルマテイアの告げる通り、戦力を隠かくしてどうにかなるとは思えない。飛鳥は意を決し、ワインレッドのギフトカードから四つの宝玉と風切り笛を取り出す。

　二人が臨戦態勢に入ると、より大きな悲鳴が聞こえてきた。

「ぎゃああああああ[image: !!!]」

「龍だッ！　双頭の龍が出たぞッ！」

「火龍隊はすぐに陣じん形けいを取れ！　亜あ龍りゆうの部隊は避ひ難なんを急がせろッ！」

　罵ば声せいと悲鳴に混じって爆ばく発はつ音が響く。遠目にも見えるほどの火柱が立ち上がり街道は阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずに叩き込まれた。

　飛鳥は背中に流れる冷や汗を感じながら、最さい後こう尾びに視線を向ける。

（春日部さん………ペスト、ディーン。そっちは任せたわ）

　一度だけ同士の為ために祈いのり、宝玉に疑ぎ似じ神格を宿らせる。霊れい格かくを増大させたアルマテイアは雷鳴を轟とどろかせ、森林に潜ひそむ魔ま龍りゆうを迎むかえ撃うつ。
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　春日部耀が臨戦態勢に入ったのは、アルマテイアが白磁の双頭龍に襲われる直前だった。

「飛鳥………！」

　即そく座ざに〝生命の目録〟を発動させる。脚きやく部ぶに纏まとう翼つばさは〝光翼馬ペガサス〟ではない。足先に鋭えい利りな爪を携たずさえたその具足はより凶きよう悪あくな幻げん獣じゆうを模したもの。

　ソロモン七十二柱の第三十位・魔ま獣じゆう〝マルコシアス〟。

　グリフォンの翼と蛇へびの尾おを持った、狼おおかみ型の第三幻げん想そう種である。

「待ってて、今助けに───‼」

　鷲わし獅じ子しと光翼馬の輝く風、加えて魔ま狼ろうの放つ煉れん獄ごくの炎を周囲に放出する。

　───〝マルコシアス〟は第三幻想種の中でも上位に入る魔狼である。龍種を除けば単独で敵かなう者は限られている。下位ではあるが魔王に上り詰つめたほどの幻獣だ。

　灼しやく熱ねつの吐と息いきを吐はく強靭な力を持った魔狼だが、この幻獣の真価は戦せん闘とう能力ではない。

　その力の一いつ端たんが次の一いつ瞬しゆん、耀と黒ウサギたちを救った。

「───っ、黒ウサギ！　摑まってッ！」

「へ⁉　は、はい！」

　突然のことに戸と惑まどう黒ウサギだったが、耀の剣けん幕まくに押されて手を摑む。そのまま黒ウサギを抱だきかかえてディーンの側面に跳躍した。

　その直後、大量の火か炎えん弾だんが林道から二人に目め掛がけて襲い掛かる。

　耀は輝く風と灼熱を周囲に放出することで身を守る。高位の幻獣三体の恩おん恵けいを織り合せた灼熱の嵐あらしは、火炎弾の掃そう射しやを受けたところで微塵も揺ゆるがない。

「耀さん、後ろです‼」

　黒ウサギが叫ぶ。飛鳥たちを叩き落とした白磁の双頭龍が耀に狙いを定める。

　しかし耀は全く動どう揺ようすることもなく身を翻ひるがえし、左足の装そう甲こうで凶きよう刃じんを受け止めた。双頭龍の怪かい力りきで押し切られる寸前、これ以上ないタイミングで懐ふところへと飛び込む。

　白磁の双頭龍は耀の大だい胆たんな攻せめ手を受け、僅かに身体が硬こう直ちよくする。よもや今のタイミングに反応した挙句、反はん撃げきしてくるとは想定していなかったのだろう。

　懐に飛び込んで空中で回転した耀は、双頭龍の両りよう顎あごを下から打ち抜ぬいた。

「ＧＹａ………！」

「す、凄すごい！」

　黒ウサギは耀に抱きかかえられたまま感かん嘆たんの声を上げる。

　今の攻こう防ぼうのみを取り上げるなら、耀の体術は既すでに黒ウサギと比べても何ら遜そん色しよくがない。飛行能力を加味するならばそれ以上とも考えられるだろう。武技と言うよりは俊しゆん敏びんな獣けものの体術だが、手にした恩恵を正しく使うセンスが我が流りゆうをより輝かせている。

（元から才能を感じられる方でしたが、想像以上の成長速度なのです………！）

　顎あごを打ち抜かれた白磁の双頭龍は血ち飛沫しぶきを上げながら落下した。致ち命めい傷しようには届かないが、一時的に意識を奪うばうには至っただろう。

　落下を確認した耀の視線は、街道の脇わきにある林道へと向けられる。右足に灼熱を圧縮した彼女は───一いつ閃せんと共に炎の竜たつ巻まきを引き起こし、森林を焼やき払はらったのだ。

「ちょ、ちょっと耀さん⁉」

　轟ごう々ごうと吹ふく熱風を受け、黒ウサギは悲鳴を上げる。

　その間も灼熱の竜巻は森林を焼き払って突つき進む。避ひ難なん民みんも悲鳴を上げていたが、ディーンがその巨きよ体たいを前面に押し出して熱波から守っていた。

　今までの耀からは考えられない、大胆かつ大規模な一いち撃げき。

　だが耀の瞳に勝利の色は無く、より強い警戒を敷しく。

　灼熱の竜巻に飲み込まれた双頭龍だったが、無傷のまま竜巻の中心で佇たたずんでいた。

　一直線に急降下した耀はウィラに近づき、黒ウサギを預ける。

「ウィラ。黒ウサギたちと避難民の人たちをお願い。みんなを守れるのは貴女あなただけだ」

「私？　でも、耀はどうするの？」

「奴やつらを食い止め………ううん」

　言いかけて止やめる。口数が少ない代わりに意思表示をハッキリと口にする耀にしては、この態度は珍めずらしい。

　己おのれが放出した灼熱の竜巻を睨む耀は、確信めいた声こわ音ねで断言した。

「あの二体の龍は───私が倒す。だからウィラは、黒ウサギをお願い………‼」

　闘とう志しと共に輝く旋せん風ぷうを舞まい上がらせる。

　刹那、灼熱の竜巻は双頭龍の爪によって真っ二つに引き裂さかれた。

「ウィラ！　ディーン！　そしてペスト！　後をお願い！」

「わ、わかった！」

「ＤＥｅＥＮ！」

「…………、」

　ウィラは空間跳躍で〝サラマンドラ〟の本隊へと向かう。ディーンは殿しんがりに立ち、負傷した者や遅おくれている者を肩かたに乗せて歩みを速める。ペストは何かを言いたげに口を開こうとしたが、結局何も言わないまま避難民の周囲に黒い風を放出して守りを固める。

　耀は裂れつ帛ぱくの気き迫はくを放ち、二体の双頭龍の前に立つ。

　竜巻の中から出てきたもう一体は、溶よう岩がんで身体を構築した赤黒い深しん紅くの龍。血潮の代わりに煮にえたぎる溶岩が脈を打ち、より怪かい物ぶつ性を高めている。

　しかしその異形を前にしても、耀の心は静かだった。

　或あるいは、酷ひどく冷めていた。

「………お前たちの相手は、私がする」

　意図せずして声を出す。

　自分でも意外なことに、声音には明確な憤ふん怒ぬが込められていた。その憤いきどおりの所在が目の前の双頭龍にあることに気が付き、より語調を強くして双頭龍を糾きゆう弾だんする。

「お前たちの所為せいで………十六夜は、不当に命を賭かけることになった。間ま違ちがっても、こんなところで死んでいいはずのない人が、一番初めに自分を切り捨てたんだ」

　双頭龍の前に一歩進み出る。

　理性も知性もない化生だと理解していても、糾弾せずにはいられなかった。

「私は結局………一度も、十六夜と一いつ緒しよに魔ま王おうと戦うことはなかった。マクスウェルの魔王と戦って、これからようやく、同じゲームで肩を並べるはずだったのに」

　十六夜が最後に叫さけんだ言葉は、『黒ウサギを連れて逃にげろ』だった。

　でも本当はこう言ってほしかった。

『共に魔王と戦え』、と。しかしその言葉を聞くことは最後までなかった。

　耀と十六夜の実力が違いすぎたことは承知している。

　でもようやく、彼の背中が見え始めていたのだ。これからは肩を並べあって箱庭の世界で共に戦い、共に競きそい合い、共に面おも白しろおかしく生きていくはずだったのだ。

　なのにその背中は、また遠のいてしまった。

　もしかしたら、絶対に手の届かない遥はるか彼方かなたへと。

「黒ウサギは守る。それが十六夜との約束だ。だから〝境界門〟までは必ず送り届ける。───その後は、私の自由だ」

　沸ふつ々ふつと臓ぞう腑ふから湧わき出る、行き場のない怒いかり。

　それは敵に対する憤りでもあり、不ふ甲が斐い無い己自身に向けられたもの。本当は助けるために十六夜と残りたかったのに、それが出来なかった自分が許せなかった。

　───理と利の為に、同士との義を置いてきた。

　置いてきたものを取り戻もどすためには証明が必要だ。

　瓦が礫れきの山河を乗り越こえ、地じ獄ごくを搔き分けてでも、奪いに行けるのかどうかの証明が。

〝生命の目録〟を握にぎりしめた耀はその証あかしとして───新たな幻獣の名を口にした。




「〝生命の目録〟───形状、〝大ヴイ鵬ナマ金翅鳥・ガルダ〟───[image: !!!]」




　刹那、黄金の風が春日部耀を包んだ。

〝マルコシアス〟の形状が解け、黄金の帯となって耀の全身に絡からみつく。ノースリーブの服は身を守る術衣となり、頭上には羽は根ね飾かざりのカチューシャが装着される。

　闇やみ夜よを照らすかの如ごとく燦さん々さんとした輝かがやき。

　比ひ喩ゆするならば、それは太陽の顕けん現げん。
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　煌こう々こうとした黄金の風を受け、異形の双そう頭とう龍りゆうたちが後ずさる。

　───いざ恐おそれよ、悪神の眷けん属ぞく。

　この輝きこそ不ふ浄じようを焼き払う黄金の恩恵。インド神話群にて悪龍マーラを滅ほろぼし、軍神にさえ打ち勝つと約束された、半人半鳥の悪神殺しである。

「た………大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちよう⁉　鵬魔王と同じ最強種⁉　ですがそんな、噓うそです！　ありえません！　〝生命の目録〟とは、最強種さえも顕現できるのですか⁉」

　黒ウサギの驚きよう愕がくは当然だろう。

　麒き麟りんやペガサス、魔獣マルコシアスさえも模も倣ほうしてきた〝生命の目録〟だが、今回の幻獣は文字通り別格だ。

　否いな、そもそも金翅鳥ガルーダは幻獣というカテゴリーですらない。

（この金こん翅じの炎ほのおは本物………しかし最強種の一端をノーリスクで扱あつかえるはずがありません！　耀さんは今、何かを代だい価かとして実力以上のものを呼び出しているはず………⁉）

　耀を取り巻く燦さん然ぜんとした輝きを、黒ウサギは不安な気持ちで見つめる。

　しかしそれは耀とて同じ気持ちだ。

　同じ〝生命の目録〟を扱う鷲獅子・グライア＝グライフは、明確にそのリスクの存在を口にしていた。この恩恵には隠かくされた代価が確実に存在しているのだ。

（私は今日まで、そのリスクが怖こわかった。だから使う幻獣を限っていた。だけどその臆おく病びようさが───十六夜を、一人で戦わせたんだ………[image: !!!]）

　総身に宿る絶大な力。これほどの恩恵が顕現できたのなら、足手まといになんかならなかったはずだ。十六夜もきっと、意い気き揚よう々ようとこう言ってくれたはずだ。

『共に魔王と戦ってくれ』、と。

「もう迷わない。私はお前たちを倒し………十六夜を助けに行く───[image: !!!]」

「ＧＥＥＹＡＡＡＡａａａ[image: !!!]」

　正面からぶつかり合う二体の双頭龍と金翅鳥。

　それぞれの想おもいを胸に、戦いは過熱していった。
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（………ここは………？）

　深い森の中で、ジン＝ラッセルは朦もう朧ろうと目を覚ました。

　身み動じろぎしようとして縛しばられていることに気づく。

　腹部の熱い痛みはリンに刺さされた部分だろう。マクスウェルが傷を焼き止めたと言っていたが、その上から応急処置をされた形けい跡せきがある。リンが臓器の隙すき間まを突き刺したためこの程度で済んだのだろう。しかしそれでも刃は物もので刺された事実は変わらない。血を流したことで全身に軽い虚きよ脱だつ感がある。

　ゴソゴソと虫のように動くジンに、木の上に座る殿でん下かが気づいて声を上げた。

「ジン、起きたか」

「っ、殿下………⁉」

「ああ、動くな。臓器が無事と言っても、腹部を貫つらぬかれたんだ。安静にしたほうがいい。俺たちと違ってジンはほとんど普ふ通つうの人間みたいだしな」

　木の上から飛び降りて姿を見せる殿下。見れば彼も満まん身しん創そう痍いだった。十六夜いざよいとの戦いが如何いかに激しいものだったのかをその傷が雄ゆう弁べんに示している。

「ゲームは、どうなったの？」

「俺と逆さか廻まき十六夜の合意で手打ちにした。まあ状じよう況きようが状況だったしな。ジンも腹の傷は水に流せ」

「………本当に最低だね、君」

　ぐったりと脱だつ力りよくする。逃げられないなら仕方がない。ジンは今の状況を打破することを諦あきらめる。元々、自分で蒔まいた種だ。こうなる可能性も考こう慮りよしての賭けだったのだから。

　耳を澄すませれば川のせせらぎが聞こえてくる。

　巨きよ峰ほうから連なる山の頂に、〝ウロボロス〟の一同は身を潜ひそめていた。

　リンとマクスウェルを除いた全員が重軽度の傷を負っていた彼らは、マクスウェルの空間跳ちよう躍やくで一度戦線を退き〝煌こう焰えんの都〟の様子を窺うかがっていた。唯ゆい一いつ戦いに加わっていなかったリンは黒い鷲わし獅じ子しグライアと、〝魔ま法ほう使つかい〟のアウラの手当てをしていた。

　しかしリンの表情には不満の色が強く出ている。

　救急箱を手に取って手当てをしつつ、リンは消しよう沈ちんしたように溜ため息いきを吐ついた。

「はあ………作戦は成功したものの、まさかこんなにこっ酷ぴどくやられるなんて。ゲームメイカーとして、みんなの実力にがっかりです」

『ヌ、ヌゥ………！』

「そうは言ってもねリン。グライアは星せい獣じゆうに、私は蛟こう魔ま王おうに襲おそわれたのよ。命があるだけでも褒ほめて欲しいわ」

「やかましいのです。おじ様は百ひやつ歩ぽ譲ゆずってあげても、アウラさんなんて巨きよ人じん族の後ろで召しよう喚かん陣じんを守ってるだけの簡単なお仕事だったじゃないですか。信しん頼らいして任せているんだから、お留守番ぐらいちゃんとしてください」

　ペシリ、と止血した包帯を叩たたく。

　既すでに応急処置が終わった殿下も、苦く笑しよう混じりに頷うなずいた。

「リンの言う通りだ。二人は最近、目ぼしい功績がない。主人として一層の頑がん張ばりを期待したいところだな」

「とか言って、ボロボロに負けて帰ってきた人がご主人様ぶらないのっ！」

　ペシリ、と殿下の頭を叩く。

　軽口を叩いてはいるが、一番の重傷だったのは他ほかならぬ殿下だ。全身の腱けんを痛め、骨には微び細さいなヒビが入り、この上なく満身創痍の姿で回収されたのだ。

「自信満々にゲームマスターを引き受けたのに、まさか負けて帰って来るとは思いませんでした。メイカーとしては情けない思いでいっぱいです。やっぱり私がゲームマスターを務めて時間稼かせぎをした方がよかったんじゃないかな？」

「そうでもない。そして負けてもない。今日は互たがいに基本性せい能のうを確かめ合っただけだ」

「で、基本性能で負けたと」

「だから負けてないっ。原典候補者としての完成度で劣おとっただけだ」

　むっと不ふ機き嫌げんそうに訂てい正せいを求める。不毛なやり取りだとリンは溜め息を吐いたが、気を取り直して今回の戦果報告に移った。

「何はともあれ、みんなご苦労様。戦績はともかくとして、戦果は申し分もありません。そういう意味では私たちの大勝利と言っても過言ではないのですっ！」

　瑠る璃り色のギフトカードを取り出し、〝煌焰の都〟から略りやく奪だつした品々を陳ちん列れつする。

　一つ目が、星海龍りゆう王おうの角つの。

　二つ目が、赤道の十二辰しん〝龍りゆう〟の宝ほう剣けん。

　三つ目は、星座を記した天てん球きゆう儀ぎのようなもの。

『リンよ。その天球儀が例の〝疑アナ似ザー・創コス星モロ図ジー〟か？』

「はい。中国神話群の宇宙観といえば〝天の赤道〟が有名ですけど、こちらはその鏡像を宇宙観としたもの………〝虚きよ星せい・太たい歳さい〟と呼ばれる星図です」

　天球儀を抱だきしめ、己おのれの戦果を誇ほこるリン。

〝来エリ寇ン・グのリモワ書ール〟や〝バロールの死し眼がん〟といった最高クラスの恩恵ギフトを所持している〝ウロボロス〟の面々だが、此この度たびの戦果はそれさえも遥はるかに凌りよう駕がする。




　───〝虚星・太歳〟。

　太歳とは本来、中国神話群にて〝災わざわいの凶きよう星せい〟とされる最高位の魔ま王おう・太歳星せい君くんを指す。その正体は木星の逆位置に仮想された、実在しない虚きよ構こう惑わく星せいの星せい霊れいである。

　中国神話群では木星は星空を分かつ天体分ぶん割かつ法〝赤道の十二辰〟の基準となる聖なる星とされており、歳星という名でも信しん仰こうされている。〝黄道の十二星座〟でも木星は天体術の基準に使われており、ギリシャ神群の最高神ゼウスの半身であるとされていた。

　対して太歳は三さん面めん六ろつ臂ぴの姿や、鯰なまずの様な龍の姿を持つ星霊として有名だ。

　虚星である太歳は他の星霊と異なり実態が存在していない為ため、様々な姿で語られるようになったのだろう。太歳星君が星海龍王と名を変えていたのは、姿と名前を変えることで、己の正体を隠していたのだ。




　殿下は〝龍〟の宝剣を拾い上げ、クルクルと回しながら気を良くしたように補足する。

「〝疑似創星図〟は神群の秘奥。あるいは神群を構築する世界うちゆうそのものといってもいい。北ほく欧おう神群のアースガルド然しかり、仏門の三千世界然り、〝拝火教〟の善悪二元論然り。俺たち〝ウロボロス〟の〝疑似創星図〟もまた最後の切り札だからな」

「そう、それ！　すっかり忘れてたけど、殿下は自分の〝疑似創星図〟を使わなかったの？　基本性能を比べ合いたかったんでしょ？」

　リンの問いに、殿下は首を振ふって答える。

「馬ば鹿かなことを言うなよ。あんな場所で俺と逆廻十六夜の〝疑似創星図〟をぶつけ合ってみろ。〝煌炎の都〟なんて跡あと形かたもなく吹ふき飛ぶぞ」

「………まあ、それもそうだね」

　肩かたを竦すくめるリン。話が一段落したころ、偵てい察さつに出ていた混世魔王───サンドラの姿をした混世魔王が、下げ卑びた笑いとともに帰ってきた。

「おうおう、なんだか盛り上がってるじゃねェか。混世魔王様を偵察に出しといてご歓かん談だんとはいいご身分だねェ」

「まさか！　今回のゲームのＭＶＰは混世魔王様以外にはいません。貴方あなたは唯一、与あたえられた仕事を完かん璧ぺきにこなしてくれました。余りの手て際ぎわの良さにちょっぴり感動です」

　噓うそ偽いつわりのない賞賛を与えるリン。

　混世魔王はサンドラの姿のままムンッ、と胸を張った。

「当然だ。年季が違ちげェよ年季が。只ただ、カボチャ野郎のゲームが消えたのが気になるんだが………と、小こ僧ぞう。目を覚ましたのか」

　ジンに視線を向ける混世魔王。

　乗っ取られたサンドラを睨にらむジン。

「………混世魔王。相手の身体を乗っ取るのが貴方の〝主催者ホスト権限マスター〟ですか？」

「応よ。ただし対象は一人だけ、しかもガキ限定という下の下の下の糞くその役にも立たねえ〝主催者権限〟だがなァ。ま、ボッチ少女を取り込む役には立ってくれたわけだが」

　胡坐あぐらをかいてジンの頭をつつく。今までのサンドラからは考えられない仕草と言動だったが、中の人が違ちがうというなら得心もいく。

　無感情の瞳ひとみを向けたジンはポツリと呟つぶやいた。

「その体はサンドラのものです。精々大事に扱あつかってください。間ま違ちがっても、頭からかち割られることはないように」

「………へェ？」

　混世魔王の瞳がギラリと光る。

　その瞳には今までにない危険な色が含ふくまれていた。

「なるほどねェ。ヒヒ、ただの小僧ってわけじゃなさそうだ。それで、此奴こいつをどうするんだ？　連れて行くのか？」

「ええ。彼の持つ恩恵は貴重ですから。でもその前に───マクスウェルさん！」

　虚こ空くうに呼びかける。

　熱量の境界が裂さけ、熱風と冷風と共にマクスウェルが姿を見せた。

「お呼びかね、〝軍師メイカー〟殿どの」

「はい。貴方は今から避ひ難なん民みんと残存戦力を叩いてください。空間跳躍が可能な貴方なら、一人でもそれが可能なはず」

　リンの提案に、マクスウェルは顔を顰しかめる。

　使いっ走りのような扱いもそうだが、彼は既にリンを信用していない。己一人で戦地に向かわせることに何か裏の意図を感じたのだろう。

　疑ぎ惑わくの念を向けられたことに気付いたリンは、わざとらしく溜め息を吐いた。

「ハァ………全く。マクスウェルさんは、乙女おとめ心がわからない人ですね」

「は？」

　乙女心？　と、予想外の言葉に素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　ビシィ！　とリンはマクスウェルを指差し、

「いいですか？　貴方の花はな嫁よめ・ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスは今、窮きゆう地ちに立たされています。きっと心細いことでしょう。誰だれかに支えて欲しいことでしょう。頼たよりになる王子様に迎むかえにきて欲しいことでしょう！　この絶望的な窮地に颯さつ爽そうと現れる実力派美形残念ストーカーがいたらどんなに気持ち悪い相手でもチョロインよろしくメロメロコロンになることは、確定的に明らかなのです！」

「メロメロコロンだと⁉」

「そうです！　上手うまくすればモミモミでパフパフです！」

「モ、モミモミでパフパフだとッッ[image: !!?]」

「そうです、最新の魔王様！　貴方の花嫁・ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスは今まさに、王子様が駆かけつけてくれるのを待っているのですッ！」

　ズドオオオオオオオン[image: !!!]

　と、そんな馬鹿っぽい効果音と共にスイッチがＯＮになるマクスウェル。

　感動に全身を震ふるわせたマクスウェルは、天てん啓けいを受けたように空へ手を伸のばした。

「ウィラが………私を待っているだと………⁉」

「応です！　その通りです！　惚ほれた乙女の窮地に押しかけねば変態ストーカーの名が廃すたる！　今こそ万ばん感かんの想おもいを胸にはた迷めい惑わくな恋こいの嵐あらしを吹かせましょう、マクスウェル！」

「う、おお………ウィ、ウィラアアアアアアア[image: !!!]　今行くぞオオオオオオォォォォ[image: !!!]」

　嵐のように熱風と冷風をまき散らし、最新の魔王は去って行く。

　それは比ひ喩ゆではない。彼はまさに一いち陣じんの恋の嵐となって出しゆつ陣じんしていった。

「…………」

〝魔王連盟〟一同は、一連の出来事を遥か彼方かなたの宇宙のように生なま温ぬるい瞳で見守る。

　ヒュゥ、と肌はだ寒ざむい夜風が吹き抜ぬけた頃ころ合あいに、リンはコホンと咳せき払ばらいをして。

「さてさて。邪じや魔ま者もの………いえ。キモイ人は去りました」

「そうだな」

「そうね」

『うむ』

「何気にひでェなお前ら」

　しかし否定はしない混世魔王。

　ジンに歩み寄ったリンは膝ひざを折って顔を近づける。

「ジン君。本題に移ろう。さっきの話の続きを、今度は全員でね」
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　街かい道どう沿いの林は瞬またたく間に樹海へと変へん貌ぼうしていった。

　脈打つ木の幹と幹が絡からみ合い樹海は一個の生命体になったかのような錯さつ覚かくを抱いだかせる。朽くち木きから誕生した双そう頭とう龍りゆうは己の体を樹海と化すことで土地そのものを支配しに掛かかっていた。双頭龍として神格を得た朽木は森に棲すむ獣けものたちを次々と狩かって吸収し、僅わずかな時間で土着神へと成り代わる。

　だが朽木の双頭龍が森にもたらすのは恩恵ではない。

　かの龍は大地に脈々と継つがれてきた恩恵を食くい荒あらす暴君だ。

　双頭龍は終始、森の住民から搾さく取しゆすることしかしない。支配権を奪うばわれ怪かい樹じゆとなった森の木々は瞬く間に山々の土ど壌じようを荒らして回る。

　幾いく百年という月日をかけてた蓄ちく積せきされた水脈も、怪樹の根を通して吸引されていく。

　肥ひ沃よくだった森の土壌は、砂さ漠ばくのように薄うす白じろく霞かすんでいく。

　───山さん岳がくそのものが、一つの龍りゆうと化していく。

　このまま山岳地帯を取り込んだ双頭龍が避難民を襲おそえば、壊かい滅めつは必至だろう。このまま巨きよ大だいになり続ければ遥か彼方にある他ほかの都市群も危あやうい。

　貪どん欲よくに肥大し続ける朽木の双頭龍。

　野放図に根を張り巡めぐらしていた時にふと、侵しん略りやくできない地域があることに気が付く。

（─────）

　彼らは理性のない化け生しようだが、こと闘とう争そうという点においてだけは知ち恵えが回った。根を張り巡らすことができないその僅かな地域に、先住の土着神がいるのだ。

　朽木の双頭龍は牙きばを剝むいて獰どう猛もうに笑う。

　空き地だと思われた土地に守護者がいた。奪うべき相手がいたことを歓かん喜きした。

　蹂じゆう躙りんに抵てい抗こうはつきものだ。醍だい醐ご味みだ。この上ない快楽だ。

　土地を奪うため、樹海の木々が一いつ斉せいに侵略しにかかる。

（……………⁉）

　途と端たん、予想外の反はん撃げきに遭あった。

　侵略しにかかった木々の支配権が次々に奪われる。否いな、それどころではない。守護者は今まで無抵抗で蹂躙されていた土地を、逆に奪い返し始めたのだ。

　その侵略速度たるや、双頭龍の比ではない。

　涸かれていた水脈は驚きよう異い的な速度で潤うるおい、土壌は大地の息い吹ぶきを取り戻もどす。突とつ如じよとして現れた守護者は、双頭龍が奪ったはずの支配権を、三倍の速度で奪い返したのだ。

「───ＧＥＥＥＹＡＡＡａａａ[image: !!!]」

　双頭龍の決断は速かった。

　奪った土地と恩おん恵けいを本体に取り込んで樹海との接続を強制的に切る。土地の侵略速度で負けようとも、戦せん闘とう力では後おくれを取らない。

　朽木の双頭龍は疾しつ風ぷう迅じん雷らいの一駆けで敵の本丸に攻せめ込む。

　だがその一いつ騎き駆がけを、鉄てつ壁ぺきの城じよう塞さいが阻はばんだ。

『姿を見せたな、双頭龍！』

　流動するエネルギー体となったアルマテイアが、電光石火の一いち撃げきを双頭龍の脇わき腹ばらに叩たたき込む。奇き襲しゆうに成功したアルマテイアの角つのが、深々と双頭龍を貫つらぬく。

　しかしそれが仇あだとなった。

　血液の代わりに樹液をまき散らす双頭龍は、その樹液から更さらなる魔ま獣じゆうを生み出す。蛇だ蝎かつの化生たちは瞬く間にアルマテイアの蹄ひづめに絡み、彼女を拘こう束そくした。

『っ、こんなものッ！』

　体毛から稲いな妻ずまが迸ほとばしる。蛇蝎たちは焼け爛ただれて拘束を解く。

　だが双頭龍が振ふり切るにはその僅かな時間だけで充分だった。

　星獣の城塞を見事にすり抜けた双頭龍は本丸の中心まで一気に駆け抜ける。次し第だいに強大になっていく気配を感じていた双頭龍だが、急にその足を止めた。

　───紗シヤ蘭ラン、と響ひびく鈴すず。風を切る笛の音色。

　二つの異なる音色が双頭龍の聴ちよう覚かくを刺し激げきして足を止めさせたのだ。

「……………[image: !!?]」

　足を止めるや否や、森の木々が一斉に双頭龍に牙を剝く。その破は壊かい力は双頭龍に支配されていた時とは別格の鋭するどさが宿っている。

　幹は槍やり衾ぶすまに、葉は刃やいばに。大地は頑がん強きような拳こぶしとなって双頭龍を打ち据すえる。その一つ一つが双頭龍の身体からだを傷つけられるほどの破壊力を秘ひめているのだ。

「ＧＥＥＥＹＡＡＡａａａ[image: !!!]」

　樹海の反撃に絶ぜつ叫きようを上げる双頭龍。

　朽木の双頭龍は、その時になってようやく気が付く。

　己おのれの周囲を取り巻く不ふ浄じようの気配。一度は魔まに堕おちた土地が、今は聖気さえ漂ただよわせている。土着神が支配権を奪っただけではこうはならないはず。




　───これはもう、土着神の所業ではない。

　地母神クラスの神しん霊れいが、土地を神しん殿でん化させている………！




「───領地形成、土地の神格化終しゆう了りよう………‼　ぶっつけ本番でこれなら上出来！　文句ないでしょう、アルマテイアッ！」

　飛鳥あすかの呼び声に、山羊やぎの星獣は高らかな嘶いななきで応こたえた。全身を稲妻に変へん幻げんさせたアルマテイアは雷らい光こうの速度で双頭龍の前に立ち塞ふさがる。

『上出来、などと上からものも言えません。お見事ですマスター。この短時間でここまで完かん璧ぺきな〝神シユラ殿イン・構クラ築フト〟を行えるものを、私は他に知りません』

　惜おしみない賞賛を捧ささげるアルマテイア。

　だが同時に、その才能に戦せん慄りつもしていた。




　───疑ぎ似じ神格を宿らせるという破格の才能を持つ久く遠どう飛鳥。

　彼女の手に握にぎられている風切り笛は〝グリムグリモワール・ハーメルン〟に所属していた神かみ隠かくしの悪あく魔ま・ラッテンの魔ま笛てきをジャックが改造したものである。

　元は妙たえなる音色を奏かなでることで人心を操あやつるギフトだったが、ジャックの改造によって今は『風を切る音で、使い手の意思を伝える』というギフトに変わっていた。

　他の者が使えば只ただの情報伝でん播ぱギフトでしかないが、神託ことばで神格を宿らせられる飛鳥が使うとその効力は絶大だ。

　広こう範はん囲いに及およぶ土地の神格化、敵の行動拘束、恩恵と同士の強化。

　その全すべてが一度の行動で可能になるのだ。鉄壁の楯たてであるアルマテイアと組み合わせれば〝神しん殿でん城じよう塞さい〟と呼んでも過言ではない。

　この二つは正に飛鳥の為ために造られた恩恵だった。




（規格外の才……！　マスターは間ま違ちがいなく、神群の長おさとなる為に生まれてきた御お方かただ）

　だがそうなると、幾つかの疑問が生じる。

　取り分け大きな疑問は彼女の身体だ。

　アルマテイアの見立てが正しければ、彼女の身体は紛まぎれもない人間のモノ。吹ふけば飛び、落とせば割れるガラスの器うつわなのだ。

（マスターは知人から〝先祖返り〟との推測を受けたそうですが、それだけでは説明がつかない。一番考えられるのは、今の器が仮かり初そめのモノという可能性───）

「アルマ！　ボーっとしないで！」

　ハッと我に返る。主人の出自を考察している場合ではない。今は目前の敵が最優先だ。

　全身を金剛鉄アダマンテイウムの流動体と化したアルマテイアは、先ほどとは逆に朽木の双頭龍を縛しばり上げる。流動体から鋼の個体に変幻し、主人に檄げきを飛ばす。

『今です、マスター！』

　飛鳥は炎ほのおの恩恵を込めた宝ほう珠じゆを投げつけ風切り笛を揮ふるう。

　───紗蘭、と鈴の音色に近い響きを奏でる。

　直後、宝珠は超ちよう圧縮された熱線となって朽木を焼やき払はらった。発火の恩恵に過ぎない宝珠だが、霊れい格かくを極大化することで瞬しゆん間かん的に煉れん獄ごくに等しい破壊力を生む。

　樹海を突つき抜ける熱線は山の麓ふもとに着ちやく弾だんし、巨大な空くう洞どうを作り上げた。

「ＧＥＥＥＹＡＡＡａａａ[image: !!!]」

　全身の八割を焼しよう失しつし、朽木の双頭龍が崩くずれ落ちる。

　断だん末まつ魔まの叫さけびを上げた双頭龍は大地に還かえり、二度と動くことはなかった。

「や………やった………！」

　肩かたで息いきをする飛鳥は光る汗あせを拭ぬぐい、勝利の実感を嚙かみ締しめる。敵の主力を相手に此こ処こまで危なげなく勝てたのは、飛鳥にとって初めてのことだった。

[image: ]

（これが〝神シユラ殿イン・構クラ築フト〟………手持ちのギフトだけで此処までうまくいくなんて。コレにディーンとメルンを加えたら、もっと凄すごい力を発揮できるかもしれない………！）

　地精のメルン、神しん珍ちん鉄てつのディーン、山羊の星獣アルマテイア。

　全てが嚙み合えば、今までにないゲームメイクを展開することも可能だろう。

　焼け跡あとから蹄を鳴らして戻ってきたアルマテイアは、体毛を焦こがして賞賛を贈る。

『快勝、お見事ですマスター。あの龍を相手によくぞここまで………正直なところを言うと、マスターはもっと駄だ目め駄だ目めな少女だと思っていました』

「………。そういうことは口に出さずに胸の内に秘めておくのが良い従者というものよ」

　腰こしに手を当てて溜め息を吐つく。

　時同じくして、巨きよ峰ほうの頂が激しい光に包まれた。

　彼方かなたから吹く熱風は飛鳥たちのもとにも届き、極光は瞼まぶたの裏にまで貫かん通つうする。

　飛鳥は手で顔を庇かばいながら、巨峰のある方角を見た。

「この光………確か十六夜いざよい君の………！」

　一度しか見たことはないが、この光は巨龍を葬ほうむったものと同じ光だった。規格外の力の放出は箱庭の天幕を貫いて星の光さえも飲み込んでいく。

　巨大な力と力のぶつかり合いは緩ゆるやかに収束し、夜の森を駆かけ抜ぬけていった。

『………驚おどろいた。アジ＝ダカーハを相手に、まだ戦っておられたとは』

「十六夜君………！」

　まだ生きている。まだ十六夜は戦っている。その事実に顔を明るくさせる。

　飛鳥は手に握られた風切り笛───〝ハーメルンの風切り笛〟を見つめ、唐とう突とつに切り出す。

「………アルマ。私も充分に戦える。これなら十六夜君を助けに」

『無理です。自殺しに行くのと同じことでしょう』

　即そく答とうだった。アルマテイアは有う無むを言わせぬ声こわ音ねで飛鳥の意思を折る。

『彼を助けることができるものがいるとしたら、それは天軍──武神で構成された上層のコミュニティだけです。彼らが動き出せばアジ＝ダカーハも再さい封ふう印いんされることでしょう。我々にできることは、一刻も早く天軍が動くことを祈いのることだけです』

「………信用できるの？　その天軍とかいう神様たちは」

『勿もち論ろんです。彼らは〝階層支配者〟では手に負えない、最古の魔ま王おうを狩かるエキスパート。護法十二天を筆頭に、各神群から集められた武神集団ですから。今いま頃ごろ、〝箱庭の貴族〟たちが帝たい釈しやく天てんに報告しているころでしょう』

　───え？　と、意外な声を上げる。

「アルマ。それ………どういうこと？」

『？　言葉の通りですが。天軍の召しよう喚かん要よう請せいは〝箱庭の貴族〟の特権です。彼らの本ほん拠きよである〝月つき影かげの都〟には忉とう利り天てんという天軍専用の〝境界門〟が存在し、そこから───』

「〝箱庭の貴族〟は、二百年前に滅ほろんだわ」

　───キョトン、と、小首を傾かしげるアルマテイア。

　予想していなかった飛鳥の言葉に思考が完全に停止したのだろう。二人はまだ短い付き合いだが、彼女のこの仕草はきっと珍めずらしいのだろうと、飛鳥は察する。

　しばし思考を停止させていた山羊は───我に返った途と端たん、飛鳥の服を嚙み、大おお慌あわてで疾しつ走そうしだした。

『ど、どうしてそんな大事なことを早く言わないのですかッ！』

「だって二百年前の出来事よ！　知ってると思うでしょう普ふ通つうはッ！」

『黙だまらっしゃいッ！　私は千年以上眠ねむりについていたんですよッ！　知ってるはずがないでしょうッ‼』

　尤もつともだ。彼女はつい先日までただの毛皮だったのだ。世情について詳くわしいはずがない。

『まずい………！　これは最悪にまずいです、マスター！　忉利天が使えないとなると、護法十二天以外の天軍が独断で来ることになります！』

「？　それ、まずいの？」

『最悪です！　派は遣けんされる武神衆によってはアジ＝ダカーハよりたちが悪い！　ギリシャ神群や北ほく欧おう神群なら私の顔も利きますし、まだ救いはありますが………スラヴ神群や天使たちが召しよう喚かんされたら最後、北側もろとも滅ぼされるかもしれない………⁉』

　なっ、と絶句する飛鳥。それでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　魔王を滅ぼすために、魔王ごと街を焼き払うというのか。

「何よそれ………正気じゃないわ！」

『仕方がありません。一部の武神や天使たちは意思のない暴力装置のようなものです。戦って勝つ、その目的が遂すい行こうされればそれでいいという連中ですから………！』

「でもそれだけやっても、あの三頭龍りゆうは倒たおしきれないんでしょう⁉」

　飛鳥の糾きゆう弾だんに、アルマは苦々しく頷うなずいた。

『………はい。一地方を犠ぎ牲せいにしても、封印がやっとでしょう』

「っ、最低。神様の株が大暴落だわ」

　この上なく冷たい声音で吐き捨てる、言いたいことはまだ山ほどあったが、今はそれどころではない。それが本当ならすぐにでも北側から避ひ難なんしなければいけない。

（でも………それだと、十六夜君が………‼）

　あの巨峰でまだ戦っている。

　まだ生きている。

　なのに仲間である自分が、駆けつけることもできないのか………[image: !!!]

『マスターの気持ちはわかります！　ですが今は逃にげ延のびることを考えてください！　駆けつける天軍がオリュンポスの同士なら、きっと彼を助けてくれますから………！』

「っ………」

　歯は痒がゆさと、情けなさと、申し訳なさで、飛鳥は気が狂くるいそうだった。

　それでも、無理やり自分を納なつ得とくさせるしかなかった。

　所しよ詮せん、これが今の己おのれの実力なのだと。




　　　　＊




　───春日部かすかべ耀ようの戦いは、終始一方的だった。

　二体の双そう頭とう龍りゆうを相手取っていた彼女だが、敵の凶きよう爪そうが届くことはついぞ有り得はしなかった。心技体、攻こう防ぼう速そく、そしてその身に宿した恩おん恵けい。

　全ての面で春日部耀は双頭龍を圧あつ倒とうし、一分にも満たない時間で敵を駆く逐ちくしたのだ。

　圧倒的な力を見た避ひ難なん民みんたちも、恐おそれ多い存在を見るかのように耀を仰あおぎ見ている。

「凄すげぇ………！」

「あの人間、本当にあの龍を倒しちまった！」

「アレが………本当に、人間の力なのか………！」

　火龍隊は勿論のこと、襲しゆう撃げきの報告を受けて駆けつけたマンドラも、金翅鳥ガルーダの力を発揮した耀に舌を巻いていた。

　しかし当の耀はそれどころではない。

「ぐっ、痛いつぅ………！」

　痛みを堪こらえ肩で息をする。しかし敵から受けた傷は一つもない。

　大鵬金翅鳥が放出する金こん翅じの炎は物的な一いち撃げきは勿論のこと、灼しやく熱ねつの吐と息いきも搔かき消していた。故ゆえに彼女の体力を奪うばったのは敵の一撃ではない。

　春日部耀の放つ金翅の炎こそが、彼女の命を摩ま耗もうさせていたのだ。

「よ、耀さん………なんて無む茶ちやを………！」

　金翅の炎は敵だけでなく、耀の両手さえも焼いていた。

　白い肌はだは黒く焼け爛ただれ、指先は痛みで痙けい攣れんしている。身に余る力の行使が彼女にフィードバックしたのは傍はた目めから見ても明らかだ。

「でも………これだけなら、問題ない。傷は治るし、痛みは我が慢まんすればいい………‼」

　だが───生命は、死ねば終わりだ。

　様々な獣けものと言葉を交かわし、時に生活を共にした彼女は、世界の残ざん酷こくさを知っている。

　家か畜ちくは己が食肉であることを自覚していた。生いき餌えは己が餌えさであることを自覚していた。

　二〇〇〇年代以降を生きる人間にとって獣の言葉が理解できるというのは、決して良い出来事だけではない。むしろ常人なら気が狂っていたに違ちがいない。

　弱肉強食、淘とう汰たされる意思と命。

　その在り方は世界の壁かべを越こえてなお健在だ。

　それを知る春日部耀だからこそ、この世界にすぐ馴な染じめた。

　それを知っているからこそ、今しなければいけないことがわかっていた。

（さっきの光。あれは十六夜のギフトだ。なら───まだ、間に合うはず………！）

　焼け焦こげた両手を握にぎりしめる。激痛は絆きずなと根こん性じようで乗り越えられる。

　だが、それだけでは乗り越えられない壁もあった。

「っ、え………⁉」

　何の前まえ触ぶれもなく、〝生命の目録〟が変へん幻げんを解いてペンダントに戻もどる。飛ひ翔しようすらできずに落下していく耀を、虚こ空くうから現れたウィラが受け止め───

「わっぷ！」

　………られなかった。腕をすりぬけ、胸の谷間に顔から落ちる耀。危あやういところをディーンに受け止めてもらう。

「耀。大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん。ありがとう。でも、どうして急に───」

　不自然に言葉を切る。それを怪け訝げんに思うウィラ。

　耀は愕がく然ぜんとしたまま己の下半身を凝ぎよう視ししている。それは信じられないものを見るかのような視線でもあり、同時に冷たい現実を見るかのような視線でもあった。

「………足が、動かない」

「え？」

「あ、足が動かない………！　ピクリとも！　そんな、どうしてこんな時に⁉」

　錯さく乱らんしたように声を上げる。それは両手の傷とは比べ物にならない衝しよう撃げきだった。

　まさかと思い、試ためしに耳を澄すませてみる。

　五感を研とぎ澄まして周囲の様子を窺うかがうが、並の人間以上の情報は入ってこなかった。

「ギフトが………恩恵が、無くなった………⁉」

　急激に耀の顔が青ざめた。それは何も心情的なものだけではない。

　彼女の身体からだが急激に衰すい弱じやくし始めたのだ。

（駄だ目めだ………！　どんなリスクも覚かく悟ごしていたけど、これだけは駄目なんだ………！）

　咳せき込み、倒れ込む。その瞳ひとみには悔くやし涙なみだが浮うかんでいた。

　グライアの言葉から、耀は己が怪かい物ぶつ化するリスクを背負うのだと思っていた。しかし現実は逆だった。器うつわを超こえた力の代だい償しようは、恩恵と絆の消失だったのだ。

「これじゃ、十六夜を助けにいけない………友達の証あかしも消えて………わ、私は………！」

　手にした物が、音も無く崩くずれていく。

　父がくれた両足も。

　種族を超えた友情も。

　世界を超えて育はぐくんだ絆も、全すべてが無に還かえっていく。

「───クッ、ハ、ハハハハハハハハハッ[image: !!!]　これはこれは、思いもよらぬ僥ぎよう倖こうだよ！　力の代価は思いの外大きかったようだなァ！」

　ハッと耀とウィラが顔を上げる。嘲ちよう笑しようを含ふくんだ高笑いには二人とも聞き覚えがあった。

　途端、熱風と冷風を放出してマクスウェルの魔王が姿を現す。

「大鵬金翅鳥を顕けん現げんさせた時は肝きもを冷やしたが………クク。まさかそんな対価が必要だったとは。どうやら天も私の恋こい路じを応おう援えんしてくれているらしい」

　右手で顔を押さえ、クツクツと陰いん惨さんな笑えみを浮かべるマクスウェル。

　ウィラはその笑みのおぞましさに身を震ふるわせたが、今はそれどころではない。震える足に活を入れ、耀を庇かばい立つ。

「マクスウェル。今度は負けない………！」

「おおっと、勘かん違ちがいしないでくれ花はな嫁よめよ。私は何も戦いに来たわけじゃない。この窮きゆう地ちに、君を迎むかえに来ただけだよ」

「キモイ！」

「はは、嬉うれしそうで何よりだ！」

　即そく答とうするウィラ。聞こえないマクスウェル。

　だがどんなに陶とう酔すいしていようと、この魔ま王おうが危険な存在であることに変わりはない。とりわけ今日のマクスウェルの瞳には、普ふ段だん以上の狂きよう気きが含まれている。

「ウィラ。私もあれから反省したんだ。確かに今までの私は無む駄だに手を尽つくしすぎた。その結果、君が素す直なおに私のもとに来られなくなってしまったんだろう。私もそれぐらいは察するようになったつもりだよ」

「キモイッ‼」

「そこで私は改めて真しん摯しに考えてみた。どうやったら君が素直に私のもとに来てくれるのかを。───そう。今までは、来られないだけの理由があった。だから逆に考えたんだ」

　スッと、右みぎ腕うでを脇わきの高さにまで上げる。

　ウィラと耀はその仕草に覚悟を決めた。

　───が、マクスウェルの奇き行こうは、二人の想像の上を行った。

「要するに───君が私のもとに来ざるを得ない、そんな状じよう況きようを作ればよかったんだ！」

　パチン、と指を弾はじく。すると彼方かなたに火柱が立ち上った。

　この街かい道どうからそう遠くはない。丁度街道を抜ぬけた辺りの場所だろう。

　その事実が意味するものを察し、二人は愕然とした。

「街道を抜けた先………ま、まさか⁉」

「〝境界門アストラルゲート〟を壊こわしたの⁉」

「ハハ、ご名答！　隣となりの〝境界門〟まではさて………何万キロあったかな？」

　高笑いを上げるマクスウェル。本来なら如何いかなる魔王でも〝境界門〟だけは破は壊かいしない。それをすることは、小さな惑わく星せいに土地ごと放ほうり出すことと同じだからだ。

　しかしマクスウェルの魔王にはその常識が通用しない。

　空間跳ちよう躍やくが可能な彼にとって、〝境界門〟などあってないようなものなのだから。

「ふふ………では、ここで脅迫こうしようだウィラ。もしも君が私の花嫁になるというのなら、私の力で避難民と君の友達を助けてあげてもいい」

「っ………！」

　そう来たか、と二人は苦しそうに奥歯を嚙かみしめる。

　これで避難民を含めた〝ノーネーム〟はチェックメイトだ。この窮地を乗り切るにはマクスウェルの要求を吞のむしかない。

（なんてこと………想像できる中でも、最悪の一手だ………！）

　しかもタイミングが悪い。

　耀は恩恵を失い、背後からはいつアジ＝ダカーハが来るかもわからない。一度でも断る素そ振ぶりを見せたが最後、マクスウェルは本当に耀たちをこの土地に投げ捨てるだろう。

　空間跳躍が可能なウィラなら、一人だけでも逃げ出すことが可能なのだから。

（どうすればいい………⁉　どうすればいい[image: !!?]）
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　遠く、雄お叫たけびが響ひびいた。

　瓦が礫れきに埋うもれた十六夜いざよいは獣の歓かん声せいで目を覚ます。

「………。我ながら、つくづくしぶといな」

　ケホッと血を吐はく。満まん身しん創そう痍いなのは言うまでもない。むしろ傷がない個か所しよを教えて欲しい様な状況だ。痛覚はとっくに麻ま痺ひしているし、血は緩ゆるやかに流れ続けているし。

　全身の骨という骨、肉という肉が砕くだけている。

　こんな状態で生きていることがむしろコメディチックなくらいだ。

「………負けた、か」

『ああ。貴様の負けだ、人間』

　バサァ、と羽ばたいて降り立つ三頭龍りゆう。彼も決して無傷ではなかった。腕うでや足は先ほどの衝しよう突とつで出血し、夥おびただしい量の血が流れている。

　十六夜と違う点は、その傷が一つも致命傷になっていないことだろう。

「チッ………んだよ。テメェ、無傷も同然じゃねえか」

『当然だ。我々の力はほぼ完全に相そう殺さいし合った。貴様の命があるのも、そうでなければ説明がつくまい』

　さいですか、とどうでもいいことのように吐き捨てる。

　だが不思議と悪い気分ではない。

　完かん膚ぷなきまでに負けたわけだが、悔くいの残る戦いではなかった。やれるだけのことはやったし、打てる手は全て打ち尽くした。

　これでどうにもならないなら、自分が至らなかっただけのこと。

「まあ………時間は稼かせいだし。お嬢じよう様さまや、春日部かすかべなら、上手うまく逃にげ切るだろ。蜥蜴とかげが三体追いかけたところで、どうにかなる女たちじゃねえ」

　天を仰あおいだまま脱だつ力りよくする。

　俎そ上じようの鯉こいよろしく好きにしやがれ、とその身を差し出す。

　三頭龍はそんな十六夜の姿勢を嘲あざ笑わらった。

『なるほど。三体では足りぬと言うか。───ふふ、それは重ちよう畳じよう。流した血が無駄にならずに済むようだ』

　───何？　と頭を軽く起こす。

　夜空を仰いでいた十六夜は、その時になってようやく周囲の状況を知る。

　二人の衝突で巨きよ峰ほうは半分以上が削けずれて消しよう滅めつしていた。しかしそんなことはどうでもいい。

　夜の帳とばりに怪あやしく光る紅玉の瞳。

　その数たるや十や二十では済まない。頭を起こしただけの十六夜が見ても、軽く数百を超える紅玉の瞳が夜を照らしていた。

「………ハッ。流石さすがに冗じよう談だんきついぞ、クソ………！　こんな数の神しん霊れいが暴れたら、下層ぐらいあっという間に滅ほろぶじゃねえか………！」

『然さも在ありなん。それはそれで一興だろうよ』

　三頭龍は抑よく揚ようのない声で言い捨てる。

　だがその一言が十六夜の、快楽主義者の最後の矜きよう持じに火を点つけた。

「一興………だと？　ハッ、ふざけるなよ駄龍。そんな興の乗らない声で言われても、説得力なんかねえんだよ………[image: !!!]」

　体を起こし、三頭龍を睨にらみつける。

　戦う力は既すでに残っていない。

　故ゆえに十六夜は糾きゆう弾だんを以もつってこの魔王に挑いどみかかる。

「アジ＝ダカーハ───〝悪〟の純神。お前の目的は、一体何だ？」

『……………』

「カマトトぶってんじゃねえぞ駄龍………[image: !!!]　興を語るってことは、お前には明確な欲よつ求きゆうや目的があるはずだッ！　ならその目的は何だ⁉　他ほかの魔王たちがそうだったように、手前勝手で自己中心的な理由が、お前にもあるんだろうがッ！　違ちがうか⁉」

　何時いつ殺されてもおかしくない状況で、十六夜は全ぜん霊れいを賭かけて問う。

　それは己おのれの思うまま、気が向くままに生きてきた男の、最後の糾弾だった。

「仮に………仮に、破壊活動がお前の目的なら、それでいい。お互たがいの欲よくの度合いを比べ合い、殺し合って負けたなら納なつ得とくもできる。───だがお前は違う！　これだけ激しく戦い、これだけ破壊しても、お前は満たされていないッ！　後に俺を殺したところでお前は満たされねえんだろうさッ！　ならお前の目的は、欲求は───正義はどこにあるッ[image: !!!]」

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷから流れる血潮を気にも留とめず、十六夜は叫さけび散らした。

　そうしなければ、とてもじゃないが死んでも死にきれなかった。

　この魔王は後にきっと、箱庭の世界を滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊しつくすだろう。

　大樹の根も、境界壁へきにある黄昏たそがれの町も、〝ノーネーム〟の本ほん拠きよがある寂さびれた下町も。

　今まで十六夜が愛めでて止やまなかったものを、一いつ切さいの区別なく悉ことごとく破壊しつくすのだ。

　────守りきれなかったことを、素直に悔くやしく思う。

　それも相手が意思無き暴力なら諦あきらめもついた。

　嵐あらしの如ごとく、津つ波なみの如く、雷らい雨うの如く、世の全すべてに平等に降りかかるものならよかった。

　だがこの三頭龍は違った。

　それらを踏ふみにじって尚なお、成すべき目的と意思があるはずなのだ。

「逆さか廻まき十六夜………人生最後の問答だ。答えろ、魔王アジ＝ダカーハ。その背中に背負った〝悪〟一文字の真の意味を………[image: !!!]」

　黒死病の魔王が、太陽の復ふく讐しゆうを望んだように。

　吸きゆう血けつ鬼きの魔王が、一族の粛しゆく清せいを望んだように。

　魔の中の魔王と謳うたわれた三頭龍にその理由を、その真価を問う。

『我が正義の所在を問う………か』

　飽あきさせない人間だと、三頭龍は笑った。締しめの問答として、その決けつ闘とうを真摯に受け止める。

　三つの頭と六つの眼めはそれぞれが異なる方向を見つめ、天を仰いだ。

　紅玉の瞳ひとみは幾いく星せい霜そうの彼方を映し、静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを湛たたえている。

　その姿は異形の怪かい物ぶつであるにも拘かかわらず、とても荘そう厳ごんな者に思えた。

『この身は今日まで、視界に入る悉くを打ち砕いてきた。命を、都市を、文明を。社会を、繁はん栄えいを、秩ちつ序じよを、犯罪を、社会悪を、蔓延はびこる正義と醜しゆう悪あくの悉くを。嵐の如く、津波の如く、雷雨の如く、世の全てに、一切の差異なく牙きばを剝むいた。だが、私は───〝天災〟ではない。天災でしか成しえないはずの破壊を、一個の意思、一個の生命体として衝しよう動どうのままに振ふるう者。───それはもう、天災とは呼べない。世界が一丸となって滅ぼさねばならない巨きよ悪あくである。故に我が総身、我が悪一文字こそ、あらゆる英えい雄ゆう英えい傑けつが到とう達たつする最後の巨峰………！』

　三頭龍の眼が鋭えい利りに光る。

　深しん紅くの布地に刻まれた〝悪〟の御み旗はたが激しく揺ゆれる。

　唯ゆい一いつ無二のその一文字を背負った魔ま王おうは、三つの双そう眸ぼうの六つの眼を向けて告げた。




『踏み越こえよ───我が屍の上こそ正義である………[image: !!!]』




　いつか誰だれかが、光こう輝きの剣けんを以もつて魔王を討うつ。

　己の死を以て〝正義の勝利〟に奉ほうずる。

　善悪の二元論、懲ちよう罰ばつすべき原初の試練として、三頭龍は世界その物に聳そびえ立っていた。

「………そう、か」

　そういうことか、と。十六夜は脱だつ力りよくして天を仰あおいだ。

　満天の星空を見つめるその瞳ひとみには、先ほどまでの闘とう志しは残っていない。命を振ふり絞しぼって吐はき出した問答は、不退転の覚かく悟ごに喝かつ破ぱされた。

　───己の生で悪を示し、己の死で善を築く。

　相反し、反発し合うはずの二元論を、その鮮せん烈れつな生しよう涯がいを以て説く。

　背中に背負った悪一文字は、約束された終末まで戦い抜ぬくという覚悟。勧かん善ぜん懲ちよう悪あくから決して逃にげないという不退転の証あかしに他ならない。課せられた教義を迷うことなく全まつとうする怪かい物ぶつの背中は、信しん仰こうを一身に背負った聖人たちと同じ尊い輝かがやきがあった。

「ハッ………参った。参ったわ。喝破するつもりが、逆に喝破されちまった。クソッ、舌ぜつ戦せんまで負けるとか、格好つかねえにも程ほどがある」

　だがそれでいい。欲しかった答えは得た。捜さがし物も見つかった。

　ずっと、ずっと、箱庭に召しよう喚かんされてからずっとずっとずっと捜していた最高の宝物。

　今にも燃もえ尽つきようとしている命の全てを拳こぶしに集め、十六夜は嬉き々きとして走り出した。




「お前が………お前が魔王か、アジ＝ダカーハ───[image: !!!]」




　最早策はない。しかし恐おそれもない。あるのははち切れんばかりの胸の高鳴りだけ。

　神々の箱庭を徒と手しゆ空くう拳けんで駆かけ抜ぬけた少年は、己の全身全ぜん霊れいを握にぎりしめ、最後の巨きよ峰ほうへと走り出した。
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　───とても、時を遡さかのぼる。







　　　　＊




〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭が終わって二週間が過ぎたころ。

　白しろ夜や叉しやが〝階層フロア支配者マスター〟を退任するという一報は、電光石火の速度で箱庭中を駆かけ巡めぐった。光速顔負けの伝でん播ぱ速度で広がったその話題は彼女に恨うらみを持つ者までも沸わき立たせ巨きよ万まんの襲しゆう撃げき者を作り上げた。

　しかし最強の〝階層支配者〟である白夜叉に後退はない。

　集つどった悪あつ鬼き羅ら刹せつを迎むかえ入れた白夜叉は、その全員の挑戦を受け入れた。

　───がっ、




「ていっ！」




「「「「グアアアアアアアアアアアやられたあああああ[image: !!!]」」」」




　袖そでの一ひと振ふりであっけなく決着はついた。

　それどころか白夜叉は軟なん弱じやくな挑戦者に逆ギレし、

「ええい、これでは送そう迎げい会の余興にすらならないではないかッ！　もっと強い奴やつはおらんのかの！」

　───と言って、急きゆう遽きよ『白夜叉様御ご一行☆悪党狩がりツアー』を企き画かく。

　下層を離はなれる最後まで張り切って仕事をこなしていた。

「はあ………本当に変わりませんね、白夜叉様は」

　んー！　と、執しつ務む机の上でウサ耳を伸のばす黒ウサギ。

　彼女の机の上には、ここ数か月の〝ノーネーム〟の活動記録がまとめられていた。これも白夜叉の退任に関係する書類の一つだ。

　白夜叉が〝階層支配者〟として下層の発展にどれほど貢こう献けんしたのかを報告することで、彼女が〝階層支配者〟に再任されるのを少しでも早めようという活動の一いつ環かんである。

「しかしこうしてまとめてみたものの………何というか、十六夜いざよいさんたちの問題児っぷりをまとめる報告書になってしまいました」

　ふっ、と遠い目をする。

　問題児の活動記録。───それは即すなわち、保護者である黒ウサギの苦労日記でもある。あれよあれよと振り回まわされて早数か月。

　光こう陰いん矢やのごとしとはよく言ったもの。月日が流れるのは実に速い。

「………白夜叉様なくして、我ら〝ノーネーム〟はあり得ませんでした。一刻も早い復帰を願い、黒ウサギの熱い気持ちをしたためるのですよ！」

　ムンッ、と両手に力を入れてウサ耳を伸ばす。

　しかし気合いが入りすぎたはずみで、報告書の束がバサバサと崩くずれ落ちた。

「わ、わわわ………！」

　慌あわてて書類を手に取って戻もどす。

　その時ふと、書類の文面に視線がいった。

「〝アンダーウッド活動記録〟………？　ぬぬ、何ですかこれは」

　パラパラと流し読み。時期としては収穫祭が開かい催さいされる数日前だろう。黒ウサギが本拠で待機していた頃ころの報告書だろう。

　きっと他のメンバーがまとめた活動記録に違ちがいない。

「………。そろそろ、休きゆう憩けいのお時間なのですね」

　チラッ、と人がいないことを確認。

　今日はこの後、白夜叉の送別会もある。そろそろ切り上げても問題はないだろう。

　黒ウサギは裏庭で取れた茶葉を入れ、椅い子すに座りなおす。

　送別会までの静かな一ひと時とき。

　黒ウサギは自分の知らない問題児たちの活動記録を読むことにした。
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「───十六夜いざよい君。コレは現代に息い吹ぶく、新時代の錬れん金きん術じゆつだよ………！」







　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟主賓室。逆さか廻まき十六夜の個室。

　夜の帳とばりに沈しずんだ時刻。十六夜は昔の夢を見て、思わず苦く笑しようした。

「………ハッ。これはまた、随ずい分ぶんと懐なつかしい夢だな」

　大だい瀑ばく布ふから響く水音が、当時のことを彷ほう彿ふつとさせたのだろう。大樹の幹を刳くり貫ぬいて造られたこの主賓室には、根本に流れる河か川せんや瀑布の音が絶えず響き続けている。決して耳みみ障ざわりな音ではなく、まるで子こ守もり唄うたのように心地ここちよく鳴動するように工く夫ふうされているらしい。巨きよ大だいな水樹の脈動を堪たん能のうするには、これ以上なく素す晴ばらしい造りだった。

　水音が奏かなでる子守唄を聞きながら、十六夜は過去を嚙かみしめるように藁わらのベッドの上で身み動じろぎをし、木き彫ぼりの屋根を空くう虚きよな瞳ひとみで見つめる。




　───巨きよ龍りゆうを倒たおしてから一週間が過ぎた。

　辛からくも勝利した〝龍ド角ラをコ持・つグ鷲ラ獅イ子フ〟連盟と〝ノーネーム〟だったが、すぐに収穫祭を開かい催さいできる状態にはなく、一度時間を空けてからの再開となった。

　魔ま王おうを撃げき退たいした功績を称たたえられ、〝アンダーウッド〟の地下都市には数々の支し援えん物資や救きゆう援えんのコミュニティが集つどい始めている。この調子なら半月後には収穫祭を再開し、南の〝階層フロア支配者マスター〟の就任式も執とり行える見込みだ。

〝ノーネーム〟も収穫祭の再開を手伝うために〝アンダーウッド〟へ残っていた。彼らは魔王に関するあらゆるトラブルを承うけたまわると銘めい打うって行動している為ため、正式に〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟から依い頼らいを受けたのだ。

　しかし十六夜が嬉き々きとして参加していたのは初めの二日だ。細々とした作業は久く遠どう飛鳥あすかと春日部かすかべ耀ように任せ切っていた。

「……………、」

　誤解が無いように言うと、十六夜は再興作業に飽あきたわけではない。

　サラが考案したという、水樹の樹液を結けつ晶しよう化する作業は見ていて楽しかったし、ソレが木材と組み合わさって透とう明めい感のある結晶の水路の地じ盤ばんとなっていく工程は、目を見張るものがあった。

　恩おん恵けいの溢あふれる箱庭の中だからこそ、確立されてきた建築技術。

　時に古典的であり、時に前衛的な手法を用いる獣じゆう人じんや幻げん獣じゆうたちの建築現場は、一日眺ながめていられるほど心躍おどるモノがあった。

「………ああ。だから、あんな昔の事を思い出したわけか」

　藁のベッドで半回転。十六夜は納なつ得とくしたように笑えみを浮うかべる。

　すっかり眠ねむ気けが覚めてしまった。しばらくベッドの上でゴロゴロしていると、コンコンと控ひかえめなノックが部屋に響いた。

「えっと………十六夜、起きてる？」

「ああ、春日部か。鍵かぎなら開いてるぞ」

　仰あお向むけになりながら入室を勧すすめる。ドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせた春日部耀は、緊きん張ちようした面おも持もちで十六夜の客室に入る。その手には、小包が提さげられている。

　十六夜は耀の様子から瞬しゆん時じに事情を悟さとった。

（………ヘッドホンの一件か）

　あれから随分と経たった気がする。癖くせのある髪かみの毛を触さわりながら思う。

　湿しつ度どの高い〝アンダーウッド〟では、寝ね起おきの髪の毛が獅し子しのように荒あらぶっているのが厳しい。ヘッドホンはそのクセ毛を押さえる為に使っていたのだが………言い換かえれば、それ以上の重要性を感じていなかった代しろ物ものだ。なのに春日部耀は、視線が合うたびに気まずい空気だけを残してさっさと走り去ってしまう。この一週間の彼女の行動は、実に面めん倒どうくさいものでしかなかった。

　良い気分が一転するが、相手の言い分を聞くのも被ひ害がい者しやの義務である。体を起こし、ベッドの上で胡坐あぐらを搔かいた。

「それで？　こんな夜分にどんな用事だ？」

　ぶっきら棒に問う。

　耀は床ゆかの上に腰こしを下ろして正座している。その表情は何時いつになく強こわ張ばっており、彼女が如何に緊張しているかが見て取れた。

「えっと………色々とゴタゴタしていて遅おそくなっちゃったけど。実は十六夜のヘッドホン、巨きよ人じん族が襲おそいに来た時に壊こわれちゃって、」

「おい、順序が違ちがう。まずは持ち出した理由についてだぞ」

　おぅ、と正座しながら小さくなる耀。

　十六夜も別に怒おこっているわけではないが、事情を話すというなら順序立てて説明して欲しかった。………つーか、やっぱり壊れてたのか。

　誤解がないように言うが、十六夜は別に執しゆう着ちやくがあったわけではない。が、ヘッドホンが無いと髪の収まりが悪いなーなどとぼんやり考えながら、耀の話を順序立てて聞く。

　三み毛け猫ねこがヘッドホンを盗ぬすみ出したこと。

　巨人族が収しゆう穫かく祭に襲しゆう撃げきを仕し掛かけたこと。

　その時に、宿舎の下した敷じきになったこと。

　其そ処こまで話を聞いた十六夜は呆あきれながら溜め息を吐いた。

「………清すが々すがしいまでにタイミングが悪いな、お前」

「そ、そうかな？」

「ああ。普ふ通つうはそこまで偶ぐう然ぜんが重なることはねえよ。そもそも今の話を聞く限り、春日部には落ち度がないように思えるが」

　話をさっさと切り上げるつもりで告げる。

　しかし耀は、はっきりと首を横に振ふった。

「それは、違う。責任の所在は、三毛猫の飼い主の私にある。この話を濁にごして終わらせてしまうのは、お互たがいの関係の為によくない。一つ屋根の下で暮らす者には、最低限の礼れい儀ぎを尽つくすべき」

　………むっ、と耀を見つめ返す。

　十六夜はその時になってようやく、春日部耀に焦しよう点てんを合わせた。

　周囲に対して無む頓とん着ちやくなこの少女から、まさか〝責任の所在〟なんて言葉が飛び出るとは思っていなかったのだろう。僅わずかではあるが、感心していた。

　耀はグッと気合いを入れ、話を続ける。

「それに、レティシアから聞いた。あのヘッドホンは、十六夜の家族が作った物だって。だったら尚なお更さらのことキチンと筋を通さないと」

「へえ？　そう言う割りには、謝りに来るまで随分と時間がかかったな」

　からかうように言うと、耀はまた小さくなった。

「それはその………用意とか決断に、色々と手間取っちゃって」

「用意？」

「うん。ヘッドホンの代わりの物を用意したんだけど、ちょっとした手て違ちがいで無くしちゃって。………それを捜してたら、いつの間にか一週間も経ってた」

　フッと遠い瞳をする耀。中略して説明したが、問題はそれだけではなかった。

　彼女が召しよう喚かんしたネコミミのヘッドホンは、吸きゆう血けつ鬼きの古城の瓦が礫れきの中から無事に発見された。無事に見つかって浮うき足あし立った耀だったが、レティシアにヘッドホンの話を聞いて事情が変わってしまった。

　盗とう難なん事件とネコミミヘッドホンの話を聞いたレティシアは、神しん妙みような顔で腕うでを組み、




「………そのヘッドホンとやらは、絶対に渡わたさない方がいい」

「や、やっぱりそうかな？」

「ああ。確信はないが………起こってからでは、取り返しがつかないからな」

「そっか。十六夜が怒ると怖こわそうだもんね」




　───うん？　と、レティシアは不思議そうな顔をした。

　しかし渡さないという決断に異論はなかったらしい。

　そもそもネコミミヘッドホンを愛用する十六夜というのは、絵的にもかなり厳しい。火に油を注ぐだけなら渡さない方がマシである。

「結局、代わりの物は何も用意できなかったんだけど………何時までも先延ばしにする方が失礼かなって。埋うめ合わせはこの収穫祭でやろうと思うんだけど………どうかな？」

　小首を傾かしげる耀。

　十六夜は呆れ半分、感心半分で苦笑いを浮かべた。

「そこまで計画的に考えてきてるなら異論はねえよ。………だけど春日部って、こんなに律りち儀ぎだったか？　もう少し周りを顧かえりみない印象だったんだが」

「うん。現在、絶賛自己改革中。新しい私に乞こう御ご期待」

　ビシッ！　と親指を立てて胸を張る。

　何だそれは、と十六夜は哄こう笑しようを嚙み殺した。




　　　　＊




「実は、もう一つ用事がある」

　ヘッドホンの一件がひと段落ついたことで耀は安あん堵どしたように足を崩くずし、部屋に持ち込んだ小包を手前に引っ張り寄せた。

　小包の中には、収穫祭で買った山やま吹ぶき色の木の実と真っ赤な果実が盛り合わせられていた。

「飛鳥とも話していたんだけど………私たちって、あまりにもお互いのことを知らなすぎる気がして。三人ともそういうこと、話さないでしょ？」

「そりゃまあ、まだ三か月かそこらの付き合いだからな。勝手知ったる仲とは言い難がたいだろうさ」

「うん。そこで今晩は、親しん睦ぼくを深めようということで。そろそろ飛鳥も、紅茶の用意をして来ると思うんだけど」

　耀が口にすると、扉とびらの向こうからタイムリーなタイミングで久遠飛鳥の声が響ひびいた。

「二人とも、話は終わったかしら？　紅茶を淹いれてきたから一息つかない？」

「お嬢じよう様さま、ナイスタイミング。鍵なら開いてるぜ」

「そう。でもお盆ぼんで両手が塞ふさがってるから、開けてくれないかしら」

「「嫌いやだッ[image: !!!]」」

「そう。ありがとう」

　………………。

　……………………。

　……………………………。

「───二人とも、話は終わったかしら？　紅茶を淹れてきたから一息つかない？」

「お嬢様、ナイスタイミング。鍵なら開いてるぜ」

「そう。でもお盆で両手が塞がってるから、開けてくれないかしら」

「了りよう解かい」

　耀が扉を開けると、淹れたての紅茶の芳かぐわしい匂においがフワリと漂ただよった。

　飛鳥が収穫祭で買ったハーブをブレンドして淹れたものだろう。紅茶には疎うとい耀でも、すぐにそれが高級品だとわかった。

　しかし紅茶を運んできた当人である飛鳥は、笑顔のまま青筋を立てていた。

「どうしたの、春日部さん。何時までも廊ろう下かにいては、高くて美味おいしい紅茶が冷めてしまうわ。勿もつ体たいないから、早く道を空けてくださらない？」

「りょ、了解」

　どうやらからかうタイミングを間ま違ちがえたらしい。

　大おお股またで十六夜の部屋に入室した飛鳥は、客室に備え付けられていた椅い子すに礼れい儀ぎ正しく腰を下ろす。テーブルの上に紅茶を置いた飛鳥は二人の顔を交こう互ごに見つめ、

「それじゃ、第一回異い邦ほう人じんの親睦会を開かい催さいしましょうか」

　わー、パチパチ、と手を叩たたき合う飛鳥と耀。

　他人の部屋で勝手に盛り上がる女子組に呆れる十六夜だったが、紅茶と茶ちや請うけのチョイスは悪くない。此こ処こは大人しく御お相しよう伴ばんに与あずかるかと考え直した。

「ま、人の部屋で勝手に開催するのはいいとして。主しゆ催さいは女子組なんだから、進行はそっちで頼たのむぜ」

「勿もち論ろん。お題だってキチンと決めて来たわ」

「うん。親睦会の第一回目は───〝自分の時代の生活観〟で行こうと思う」

　………ふぅん？　と十六夜が意外そうな声を上げる。

　思っていたより実のありそうな二人の提案を受け、十六夜の好こう奇き心に火が灯ともる。

　てっきり女子高生の茶会のようなものを開催すると思っていただけに、このお題は十六夜の興味を強く惹ひきつけたのだろう。

「意外だな。お嬢様や春日部はそういうＳＦチックな話題に興味がないと思ってたが」

「そんなことないわ。自分の生きた時代と別の時代の人間と語り合うなんて、中々に知的で素す敵てきな会話じゃない？」

「私はあまり興味ないな。………でも二人を見た感じ、私が一番未来から召喚されているみたいだから。話題を提供するという意味で、価値はあると思って」

　自じ称しよう未来人・春日部耀は二人を交互に見て微笑ほほえむ。

　十六夜と飛鳥を見て過去の人間と感じたということは、耀の瞳ひとみに映る二人には何か共通点となるものが存在しているのかもしれない。

「それじゃ折せつ角かくだし、年代順に話をするとして………まずは、お嬢様からか」

「そうなるね」

　飛鳥に二人の視線が集まる。

　───久遠飛鳥について、二人は漠ばく然ぜんと〝財ざい閥ばつの令れい嬢じよう〟とだけ聞いている。しかし第二次世界大戦という人類最大にして最後の戦争を終えたばかりの時代を生きた彼女が、どのような生活を送っていたのかは定さだかではない。そういう意味でも興味深いのだろう。

　しかしそんな二人の好奇心とは裏腹に、飛鳥は恥はずかしそうに視線を逸そらした。

「提案しておいて悪いけど………時代の風潮についてそんなに詳くわしいわけではないわ」

「というと？」

「十六夜君には以前話したわよね。私はずっと、女子寮りように入れられていたって。私にとっての生活の場は、実家の屋や敷しきと女子寮の二つしかなかったのよ。だから戦後の日本人がどのように暮らしていたかまでは、流石さすがにわからなかったわ」

　困ったように笑う飛鳥。彼女はその名に反し、籠かごの鳥の生活を強しいられていた。閉じた世界観しか持ち合わせていない彼女にとって、このお題は難しい題材なのだろう。

「残念だけど、二人が楽しめるような話題は提供できそうにないわ。久遠家が五指に入る財閥だとか、財閥解体政策の裏側にあった珍ちん話わぐらいなら提供できるけど」

「それはそれで楽しそうだけどな」

　ヤハハと笑う十六夜。

　しかしふと、気になったように問う。

「………なあ、お嬢様。久遠財閥って、日本を代表するような規模の財閥だったのか？」

「ええ、そう認にん識しきしているわ。身内を憎にくく思っている私でさえそう思っていたのだから、外部の人間には殊こと更さら大きく見えたかもしれないけれどね」

「………ふぅん？」

　僅かに小首を傾げ、物思いに耽ふける十六夜。

　その隣となりで、耀が挙手して飛鳥に問う。

「それじゃ、もう一つ質問。昭和の女性って、膝ひざから上が露ろ出しゆつしている衣服は着ないって、本当？　ミニスカートやショートパンツも無し？」

「当然よ。春日部さんや黒ウサギは、もっと淑しゆく女じよとして恥じらいを持ちなさい」

　ピシャリ、と言い切る昭和女子代表。

　気候が暖かな〝アンダーウッド〟の住人はともかく、地域的に安定している東側の女性が生足を見せて過ごしているという現状が、飛鳥には理解しがたいのだろう。

　しかし動きやすい衣服を好む耀が改めることは無い。飛鳥の弁を適当に聞き流す。

「最後にもう一つ。昭和人から見て、箱庭はどう見える？」

「とても素敵な場所だと思うわ。大河を跨またぐ水樹も、其そ処こに住む人たちも。私たちの世界じゃ考えられないものばかりだもの」

　断言するように告げる飛鳥。

　耀も同意するように頷うなずく。

　しかし飛鳥のその発言に、十六夜は僅わずかばかりの難色を示した。

「………お嬢様。今の言葉は、俺たちの世界を総じてってことか？」

「ええ、そのつもりで言ったわ」

「だったら訂てい正せいを要求するぜ。確かに川を跨ぐ大樹なんてものは存在しなかったが………其それに匹ひつ敵てきする代しろ物ものは、俺たちの世界にもあったからな」

　故郷の世界を擁よう護ごするように告げる。

　確かに、大樹ほど規格外の奇き跡せきは存在しなかったが………それに比する物はあったと、十六夜の瞳は糾きゆう弾だんするように光っている。

　飛鳥は十六夜の博識さを知っているが故ゆえに、瞳を瞬またたかせて驚おどろいた。

「私たちの世界にも、〝アンダーウッド〟と同じくらい凄すごいものが？」

「ああ。と言ってもお嬢様の時代には存在していないがな」

　ムッと飛鳥が眉まゆを顰ひそめた。それでは知りようがないじゃない、というところだろう。

　木の実を齧かじっていた耀も、小首を傾げて十六夜に問う。

「存在していないってものというと、人造物？　スカイツリーとか？」

「違ちがう。そんなもん比べてどうするんだよ。比ひ較かく対象としておかしいだろ。この河か川せんの大樹と比べる以上、それは同じ河川の景観じゃないとフェアじゃない」

　二人は顔を見合わせ、ますます首を傾げる。

　その視線は徐じよ々じよに疑わしさまで含ふくみ始めていた。

「………そんな物、本当にあるの？」

「ある」

「なら十六夜の順番は、それについて話して欲しいな」

　耀は姿勢を正し、静せい聴ちようする態勢をとっている。隣の飛鳥も同様だ。

　十六夜は少し躊躇ためらったが、売り言葉に買い言葉で進めてしまった以上、此処で退けば彼の敗北といっても過言ではない。

（金糸雀カナリアのことに触ふれることになるが………ま、いいか）

　方針を決めれば素す早ばやく行動に移すのが十六夜の美点である。

　十六夜は過去を振ふり返る様に、空くう虚きよな瞳で天てん井じようを見つめた。




　　　　＊




　───十六夜が語るに至って思い出していたのは、金糸雀と旅をした幼い日々だった。

「いいこと、十六夜君。娯ご楽らくは歩いてやってこないの。だから歩いて探しに行くの」

　金こん平ぺい糖とうの様な髪かみを左右に振り、上手うまいことを言ったとばかりに胸を張った金糸雀は、その日のうちに十六夜を日本から連れ出して世界中を引きずり回した。

　………今になって振り返ると、随ずい分ぶんと行き当たりばったりな旅の記き憶おくだ。あの頃ころはただ興味がわいた国にノープランで足を運んでいた気がする。

　しかし初めの旅先だけは、金糸雀が決めていたらしい。

　一番初めに向かったのは南米大陸。空の旅を経へて二人が足を運んだのは、国の境を担になうほど巨きよ大だいな河川。

　最大級の規模を誇ほこる世界三大瀑ばく布ふの一つだった。

　ナイアガラ・ヴィクトリア・イグアスの滝たきを総そう称しようして世界三大瀑布と呼び、中でも最大級の規模を誇るイグアスの滝は別べつ称しようで〝イグアスの悪あく魔ま〟と呼ばれるほどの壮そう大だいな景観を誇る大瀑布である。

　秒間に何万トンという水量が流動し続ける大瀑布。比ひ肩けんすることなど出来ない巨大な力とその姿に畏い怖ふを抱いだいた人類は、決して生きて帰れないイグアスの滝たき壺つぼに神秘を見み出いだして───〝悪魔〟と呼び、恐おそれ敬ったのだ。




　　　　＊




「………その悪魔が、〝アンダーウッド〟に匹敵するの？」

「まさか。確かに景観は凄かったが、その点は大樹に軍配が上がる。それに、滝壺の中へ飛び込んでみたが………悪魔なんて、存在していなかったからな」

　飛鳥の質問に、鼻白んだように瞳を細めて話を続ける。




　　　　＊




　───〝イグアスの悪魔〟は金糸雀と出会ったばかりの十六夜が、初めて目にした星の神秘だった。きっと、あの日の感動は一いつ生しよう涯がい忘れることはないだろう。

　世界の広さと、己おのれの矮わい小しようさ。

　傲ごう慢まんな自尊心を覆くつがえした景観。

　当時の幼い眼めに映ったのは、翠すい影えいの揺ゆれる青せい藍らんの川辺と、莫ばく大だいな水量と共に流動する星の血脈。その神秘性は日本という小さな箱庭で育った十六夜にとって大きな衝しよう撃げきだった。

　如何いかに超ちよう人じん的な力を持ち合わせていても、当時の十六夜は十歳かそこらの少年だ。

　幼く浅い価値観しか持ち合わせていなかった十六夜は、壮大な神秘を感じさせるイグアスの滝に、一いち縷るの望みを抱いたのだ。

　己に比肩するかもしれない怪かい物ぶつ───〝悪魔〟が存在する可能性を。

　しかし幼心に抱いた初めての期待感は、僅か半刻で木こつ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれることとなったのだ。




　　　　＊




「………まさか、本当に飛び込んだの？」

「当然。イグアスの滝壺の最深部まで潜もぐって確認してきたが……成なる程ほど、生き物が棲すめないほど過か酷こくな環かん境きようと水流は、悪魔の顎あごと称しようするには相応ふさわしかったさ。でも俺が望んでいた〝イグアスの悪魔〟は………影かげも形も存在していなかった」

　人じん跡せき未み踏とうの深しん淵えんも、神秘という皮を削そげば只ただの滝壺でしかない。

〝悪魔〟の存在を覆おおい隠かくす大瀑布は───僅か半刻の後に、十六夜を落らく胆たんさせたのだ。

「………あれ？　もしかして俺の水難相そうって、あの時からあるのか？」

「え？」

「ああ、いや。何でもない」

　思い返すと水難の思い出はまだまだあるかもしれないが、今は親しん睦ぼく会の話を優先する。




　　　　＊




　意い気き揚よう々ようと飛び込んだ十六夜だったが、その分の落胆は大きかった。滝から浮ふ上じようしても岸に上がる事は無く、イグアス川の流れに任せて何処どこまでも下流へ下っていく。

　朽くちた流木の様に下流へ流された十六夜は、パラナ川との交流地点で岸辺に漂ひよう着ちやくした。金糸雀はまるでそれを見み越こしていたかのように、岸辺でブルーシートを敷しいて待っていた。

　鞄かばんからタオルを取り出した金糸雀は、全身がずぶ濡ぬれになった十六夜の髪を拭ふきつつ、感想を求める。

「どう？　〝イグアスの悪魔〟には出会えたかしら？」

　………ああ。くだらない正体だった。

　吐はき捨てる様に告げると、「あははーやっぱりそうだよねー悪魔とか存在するはずないわよねー」とか陽気に笑って傷口に塩を塗ぬるクソババア。

　幼かった十六夜だが、決して夢見がちだった訳ではない。人間が神秘を感じるものなど、装そう飾しよくされて着色された幻げん想そうでしかない。そのことは生まれた時から理解している。

　天てん賦ぷの才を持つ十六夜にとって、神秘の真しん贋がんは誰だれよりもはっきりとし過ぎていた。

「……………」

　或あるいは───だからこそ、憧あこがれ求めていたのかもしれないが。何にせよ〝悪魔〟は存在しなかった。もうこの場所に来る事は無いだろうと思い、河に背を向けた瞬しゆん間かん───




「それじゃあ、本物の神秘を見に行きましょうか」




　───何っ？　と声を上げたのは束つかの間のこと。

　此れからが本番だと、金糸雀は十六夜の手を引いて歩き始めやがったのだ。

　流石さすがに返す言葉も無く、手を引かれるままに金糸雀の後ろへと付いて行く。

　パラナ川とイグアス川の交流地点から遡さかのぼり、延々と川辺を歩き進む。

　その間も景色が綺き麗れいだとか見たことの無い野鳥が飛んでいるとか、益やく体たいも無い会話を繰くり返しながら目的地を目指す二人。

　街灯に明かりがポツポツと灯ともり始めると、金糸雀は街灯を指差して問うた。

「十六夜君は、街灯や市街の明かりをどう思う？」

　……………？

「私は初め、あの明かりがそんなに好きじゃなかったんだよね。夜の情じよう緒ちよを塗り潰つぶして、星明りを塗り潰して、暗くら闇やみに対する根源的な不安まで塗り潰すなんて。あれじゃまるで、世界には人間社会の色しか存在しない気分になるもの」

「……………」

　人造の光が世界を塗り潰していく。

　それは比ひ喩ゆでも何でもない。人の歴史が続く限り、この星の放つ輝かがやきは人間によって支配され続けて行くだろう。だから否定することなく、十六夜は同意するように頷く。

　しかし金糸雀は、はっきりと首を振った。

「ふふ。でもそれは浅はかな見識だったみたい。色々な経験を積んできたつもりだけれど、私もまだまだ考えが浅かった。………うん。人類ってばやっぱり凄いなあ」

　金平糖のような頭を上下に振りながら、上じよう機き嫌げんで歩みを進める金糸雀。

　ロングコートを優ゆう雅がに靡なびかせる金糸雀が十六夜を連れてきたのは、イグアスの滝から約三十キロは離はなれた場所にある、イタイプ発電所だった。
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　パラナ川沿いを約八千メートルも続く水力発電所のダムは、何億トンという水流を飲み込んでは放出し、その顎から膨ぼう大だいな水みず煙けむりと飛沫しぶきを上げている。

　岸辺から眺ながめた金糸雀は、人造の巨きよ壁へきを指差して笑えみを零こぼした。

「うわお！　凄い長いデカイ大きい！　この発電所、延々と壁だよ十六夜君！」

　金糸雀は幼子のようにはしゃぎながら発電所を指差す。

　人造の建築とは思えないほど巨大なダムを見て、十六夜はふと自分の両手を見た。

　───人間の手は、あんなに大きなものを作ることが出来るのか。

〝天は俺の上に人を創つくらず〟と、十六夜は皮肉を謳うたった。その人間が造り上げた建造物に、イグアスの滝とはまた違った不思議な高こう揚ようと感動を覚え、両手を握にぎりしめる。

　突とつ然ぜん変へん異いの〝個体〟では到とう達たつ出来ないであろう、技術の粋すい。

　それは〝種〟として系統樹を重ねた人類だから到達出来る、一つの功績の証あかしだった。

「うん。想像していた以上に壮そう観かんで満足かな。純じゆん粋すいに凄すごいわね。こんな場所で製造される文化の輝きなら、受け入れるのもやぶさかじゃないってものよ。大河の清流を汲くみ上げ、星の輝きに変えるなんて。とても詩的だと思わない？」

「……………、」

　此こ処こに至るまでにあった街灯。

　宿を取った市街の輝き。

　その全すべてを総じて、金糸雀は星の輝きだと言い張った。

　───断だん崖がいのように聳そびえる巨壁が年間に生み出すエネルギー量は、原子力発電所の十倍に相当するという。何千何億もの質量が流動する水脈から莫大なエネルギーに変へん換かんする。自然界に流動しているだけの力を市街の灯とう火かに、星の輝きに変換するというなら───




「───十六夜君。コレは現代に息い吹ぶく、新時代の錬れん金きん術じゆつだよ………！」




　人造の巨壁を見つめて、何処か誇らしげに語る金糸雀。

　眩まばゆい水景色を背に輪舞ロンドを踏ふむ彼女は、人類の発展を祝うように微笑ほほえんでいた。




　　　　＊




　十六夜は話し終わると、両手を叩たたいて終わりを告げた。

「以上が、〝アンダーウッド〟にも負けない人類繁はん栄えいの軌き跡せきでした、っと。………どうだ？　ざっと聞いただけでも、この大樹の水みず舞ぶ台たいに負けてないだろう？」

「………え、ええ」

　胸を張る十六夜に反して、歯切れ悪く応答する飛鳥。後の時代にそんなものが建造されることが信じられないのだろう。

　床ゆかに胡坐あぐらをかいていた耀は何処か感じ入る様に頷うなずき、聞き取れないほどの小声で、

「そっか………十六夜の時代だと、イタイプ遺い跡せきは稼か働どうしてたんだ」

「うん？　何か言ったか？」

「ううん、何でもない。それにしても十六夜のお義母かあさんって、凄いパワフルな人だね。ちょっと会ってみたかったな」

「まあな。アイツが居なかったら、俺はとっくに暇ひま死ししているところだっただろうさ」

「そう………、羨うらやましいわ。私もその人に拾ってもらえたら、十六夜君みたいに色んなことを教えて貰もらえたかもしれないのに」

　少し拗すねる様に唇くちびるを尖とがらせる飛鳥。

　ヤハハと笑って十六夜も応こたえた。




　───ちなみに、今の話にはオチがある。

　興奮した幼い十六夜はこの後、城じよう塞さいの如ごときダムの巨壁を興味本位で殴なぐり飛ばしてしまう。当然のように発電所はストップし、供給国は一部大停電。テロリスト扱あつかいされた二人が国外へ逃とう亡ぼうするまでが一つのエピソードなのだが、今回は敢あえて省略して話したらしい。




「最後はとうとう、自じ称しよう未来人・春日部の話か」

「ええ。でも、随ずい分ぶんと時間が遅おそくなってしまったわ」

「そうだね。明日も早いし、今日は切り上げようか」

　主しゆ賓ひん室からは見えないが、月は夜天の頂にまで昇のぼっている。淑しゆく女じよ二人が男の部屋に何時いつまでも居座っているのは常識的に良くないことだろう。

「そういえば、女子組の二人は何を手伝ってるんだ？」

「大したことはしていないわ。依い頼らいされて来ていると言っても、建築現場には付き合えないもの。だから主な活動は、巨きよ人じん族に対する警けい戒かいよ」

「うん。私は樹海の方に見回りと、木の実集めの手伝い。まだペリュドンや魔ま獣じゆうが残留しているから、危ないみたいなんだよね」

　悩なやましそうに腕うでを組む飛鳥と耀。

「サラも怪け我がをしているのに、全然休もうとしないのだもの。立てる様になるとすぐに、『魔ま王おうとのゲームは終幕の後にも脅きよう威いを残す。議長の私が寝ねていられるかッ！』って」

「今回の魔獣もそうだけど、ペストの時も酷ひどかったみたいだね。呪のろいの黒死病は解けたみたいだけど、黒死病を潜せん伏ぷくさせている鼠ねずみが大量に見つかったらしいよ」

　ほう、と素す直なおに驚おどろく十六夜。

　思い返せば、巨人族との遺い恨こんも魔王のゲームの名残なごりと言えなくはない。二次、三次災害を防ぐのも〝階層支配者〟の役割なのだろう。

「そういえば以前、移動式サーカスのコミュニティと戦ったが。あれも魔王の遺留品だったのか？」

「白しろ夜や叉しやが言うには、そうらしいわね。ハーメルンの魔ま導どう書と同じように、魔王が倒たおされた後も稼働し続ける舞台だったそうよ」

「でもあの移動式サーカスは、ちょっと面おも白しろかったよね」

　───時期としては、収しゆう穫かく祭の少し前の話。

　本ほん拠きよを持たずに移動式の天幕で箱庭を旅していたというサーカスコミュニティが、東側にやってきたのだ。娯ご楽らくの少ない東側ではちょっとした騒さわぎと共に迎むかえ入れられたこのサーカス一座。

　実は観客を取り込んでゲームを行う、移動式の円形闘とう技ぎ場だったのだ。

「アレも稼働している一つに過ぎないらしいけど。ああいう遺留品ばかりだったら面白いのにね」

「被ひ害がいにあった連中が聞いたら激げき怒どしそうだが、否定はしない」

　笑いを嚙かみ殺しながら頷き合う耀と十六夜。

　飛鳥はふぁ、と大きな欠伸あくびをして、恥はずかしそうに口を押さえる。昼間の労働で、そろそろ眠ねむ気けが襲おそってきたのだろう。

　残念そうに肩かたを落としながら、最後に一つお題を出した。

「それじゃ今晩の締しめとして、春日部さんには別のお題。〝春日部さんの時代の流行〟を一つ教えてちょうだい」

「………流行？　服とか、そういうの？」

「別に何でもいいが、出来れば春日部を未来人だと思えるような流行だと嬉うれしいぜ」

　ニヤニヤと軽けい薄はくな瞳ひとみを向ける十六夜。証しよう拠こがないまま、耀を未来人認にん定ていするつもりはないのだろう。意地が悪い事である。

　耀は思案するようにしばし腕を組む。

　───簡潔に、手短に、それでいて一発で別の時代と理解できる流行。

　非常に難度の高いお題ではあったが、この夜の耀は冴さえていた。

「………わかった。それって、アクセサリーとかでもいいんだよね？」

「もちろんよ」

　飛鳥が首しゆ肯こうする。

　十六夜も少し意外ながらも頷いた。

「よし。それじゃあ………私の時代の、流行はやりのヘッドホンを紹しよう介かいします」

　は？　っと十六夜が声を上げる。

　ヘッドホンに流行りも何もあるはずがないだろうという意図の声だったが、耀は意に介かいさぬまま手を耳に当てて───




「私の時代には───ウサミミヘッドホンが、世界的に流行ります」




　ひょコン！　と両手でウサ耳のモノマネ。

　二人は瞳を丸くした後───弾はじけるような高笑いを上げて、その場で笑い転げた。

　腹痛で痙けい攣れんするほど笑い転げる二人の心中は、共に同じもの。

　一つは、あの献けん身しん的な黒ウサギのシルエットが世界中にある事を想像して。

　そしてもう一つは………耀の言葉が真実にせよ偽いつわりにせよ、ウサミミのヘッドホンが世界的に流行る時代が来るのなら。

　それはきっと、箸はしが転げても笑えるぐらい平和な世の中に違ちがいない。そんな皮肉と称しよう賛さんを込めた爆ばく笑しようだった。

　逆廻十六夜と久遠飛鳥の笑い声は夜の大樹に響ひびき渡わたり、大河の水面を揺ゆらし続けた。
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　───〝アンダーウッドの地下都市〟収穫前夜祭。

　時は過ぎ、収穫祭が始まる三日前のこと。

〝ノーネーム〟の年長組は収穫祭に招かれたお礼として主しゆ催さい進行の手伝いをしていた。年長組の指揮を任されている狐きつね娘むすめのリリも、その日は地下都市を走り回っていた。

　リリとキリノが籠かごを運ぶ最さ中なか、大樹の枝葉を揺らし清せい涼りような風が地下都市を吹ふき抜ける。

「わっ！」

　突とつ風ぷうを受けたリリは狐耳を伏ふせて小さく驚おどろきの声を上げる。その隣となりを歩いていた樹霊こだまのキリノも、華はなの顔をあしらった髪かみ飾かざりを押さえて笑った。

「〝アンダーウッド〟の都市部は吹き下ろしの風が強いの。気を付けてね、リリちゃん」

「うん。ありがとう、キリノちゃん」

　ひょコン！　と狐耳を立てる。二人は籠に詰つめ込んだ食材を両手で持ち直し、割かつ烹ぽう着ぎを揺らしながら指定の場所へと食材を運んでいく。

　籠には収穫祭に持ち寄られた、玉蜀黍とうもろこしや南瓜カボチヤが詰め込まれていた。畑から収穫したばかりの芳かぐわしい玉蜀黍の薫かおりに胸を躍おどらせ、リリはクルクルとステップを踏ふむ。

「玉蜀黍がとっても美味おいしそうだねー。収穫祭では茹ゆでるのかな？　焼くのかな？」

「夜店で焼くって聞いたよ。髭ひげと皮を剝むいて一本ずつ網あみ焼やきにするんだって。収穫したばかりだから、玉蜀黍の実も甘くて美味しいってガロロ大老が言ってました」

「そっかー。収穫祭が楽しみだなー♪」

　ひょコン！　と狐耳を立たせて喜ぶ。

　二人は収穫祭が待ちきれないとばかりに走り出し、食材の置き場へと急いだ。




　───巨きよ龍りゆうの強きよう襲しゆうを受けた〝アンダーウッド〟だったが、近きん隣りんのコミュニティから相次いで贈おくられる復興支し援えん物資のおかげでどうにか収穫祭を執とり行えるというところにまで来ていた。しかし近隣といっても、広大な箱庭では外門が一つ違えばそこはもう別世界である。おかげで贈られてくる支援物資や食材も統一性が全くない。

　一例を挙げると、水が豊富な〝アンダーウッド〟では麦が主食であり名産の穀物となっている。

　だが玉蜀黍は乾かん燥そう地域で愛好される穀物。この近隣では極ごく少数しか栽さい培ばいしていない食材だ。それが何故なぜこれほど大量に収穫祭で並ぶことになったのか。

　それは三つ先の外門に広がる荒あれ野ので収穫したものを、そこに住むコミュニティが〝アンダーウッド〟の収穫祭に寄付したからだ。

　玉蜀黍は食物としても、油などの資源としても優ゆう秀しゆうな穀物だ。なので寄付されたものとは別に、〝六本傷〟が大量に買って仕入れたのだろう。寄付した側も新しい契けい約やくが取れて喜んでいるに違いない。

　寄付と称しようして商売の橋を渡するのは抜ぬけ目ないと思われるかもしれないが、遥はるか遠方のコミュニティと縁えんを繫ぐためには、こういった支援をきっかけとすることが圧あつ倒とう的に多い。魔ま王おうと戦ったコミュニティに様々な支援物資が届くのはこういうカラクリがあるのだ。

　広大な箱庭で名を売って栄さかえるには、必要不可欠な知ち恵えの一つである。

（でも残念だなあ。〝ノーネーム〟の田園が完成していたら、私たちも美味しいお米を提供できたのに）

　リリは陽気にステップを踏みながらも、収穫祭に出展できなかったことを少し残念に思っていた。収穫祭のような食の祭典は、日ひ頃ごろの功績を披ひ露ろうする最高の舞ぶ台たいである。

　穀物神である宇ウ迦カ之ノ御ミ霊タマノ神カミの眷けん属ぞくとしては、主しゆ催さい者しや側として参加したかったというのが本音だろう。

　だがリリはすぐに思い直し、ムンっと両手に力を込めた。

（だけど、今は我が慢まんしないと。そういう我わが儘ままは、十六夜いざよい様や黒ウサギのお姉ちゃんにキチンと恩返ししてからだよね）

〝ノーネーム〟の農地は確実に息を吹き返し始めている。自分たちの世代ではもう土いじりは出来ないだろうと諦あきらめていたリリだったが、今は違う。

　来年には〝ノーネーム〟の田園にも、山やま吹ぶき色の穂ほ波なみが揺ゆれているだろう。

「………えへへ」

「どうしたの？」

「ううん、何でもない。早くこの籠を届けて………きゃっ！」

　ドン！　と誰だれかに衝しよう突とつして尻しり餅もちをつく。そのはずみで籠に入っていた玉蜀黍や南瓜が投げ出され、道に散乱した。

「っと、悪いリリ。ちょっと足下見てなかった」

　食材置き場で物色していたのは、逆さか廻まき十六夜だった。

　リリは大おお慌あわてで拾い集め、二尾びを振ふりながら頭を下げた。

「す、すいません！　私こそよそ見をして……でも十六夜様がどうして食材置き場に？」

「んー、ちょっと手て持もち無ぶ沙さ汰たでな。折せつ角かく食材が使いたい放題なんだから、久しぶりに何か作るのも面おも白しろいかと考えてた」

　そう言って食材置き場の林りん檎ごを一つ手に取り、味見がてらにガリッ！　と齧かじる。

　リリは瞳ひとみを丸くして驚いた。

「い、十六夜様が、料理を作るんですか？」

「おう。箱庭じゃずっと任せっきりで機会がなかったが、元々独り暮らししてたからな。そうでなくても古巣のホームは当番制だったし。俺もガキの頃から一いつ般ぱん的な家事は一通りやらされてたわけさ」

　食材の山を物色しながら何気なく告げる十六夜。

　対照的に、リリはポカンと口を開いていた。〝ノーネーム〟の年長組にとって十六夜たちはコミュニティの主力であり、中ちゆう枢すうを担になう重役である。

　修しゆ羅ら神仏を相手取って戦う彼が、自分たちと同じように家事の手伝いをしていたことに驚いていた。

「十六夜様は………その生活が、不満ではなかったのですか？」

「何が？」

「だって、十六夜様は凄すごい方です。その力は神仏に挑いどむためのものであって、包丁を握にぎるためのものではありません。なのに適所を考えず家事を強要されていたなんて………」

　狐耳を伏せて頰ほおを膨ふくらませるリリ。

『やらされていた』という言い回しから、十六夜が才能に見合わない労働を強いられていたと勘かん違ちがいしたのだろう。

　そう察した十六夜は、思わず苦く笑しようしてしまった。

　リリの言いたいことはわかるが、そもそも箱庭と外界では文化が違う。社会体系そのものが違いすぎる。

　箱庭では、力を持つ者が力の無い者を養って日々を過ごす。しかしそれだけが全すべてではない。土地を勝ち取り、水源を得たとしても、それを活いかす労働力が必要だ。

　修羅神仏を相手に勝ち取った、様々な恩恵ギフトを運営していく者たちがいるから生活していける。そこに年ねん齢れいや力の差は関係ない。力を持つ者と持たない者が、適材適所で働くのが箱庭の世界の文化である。

　だが十六夜のいた世界は少し違う。才能の有う無むに関係なく子供は大人に養われ、社会に出るまで一人で生きる術すべを学ばない。義務教育では教養はついても実用性のある知識や技術は学べない。とりわけ十六夜が暮らしていた日本は物資が溢あふれかえり、突とつ出しゆつした才能は文明の利器によって代だい替たいされ、生かされるべき個性は緩ゆるやかに退たい廃はいの風に晒さらされる。

　出る杭くいは折れるまで叩たたかれる時代。

　財産の並列化を望む民衆の声。

　人類平等を謳うたうのは、己おのれが平均を満たさないから。

　隣りん人じんが隣人を監かん視しすることで犯罪と成功の抑よく止し力を生む日本という国を、生前の金糸雀カナリアは心底つまらなそうに、「国民が理想郷ユートピアを目指して、国民が管理社会デイストピアにした、レアな一例」───と、身も蓋ふたもないブッた切りで捌さばいていた。

　そんな国で十六夜のように出で鱈たら目めな才能を持つものが表おもて舞ぶ台たいに立ったとしたら、それはもう面めん倒どうくさい向かい風に晒されるに違いない。そんなのは十六夜としても御ご免めんだった。

　何せ敵となる者には手が抜けない性しよう分ぶんの彼である。世せ俗ぞくの風に煽あおられたか弱い民衆を敵に回すのは、可哀そうで仕方がない。

　世俗に興味の無い十六夜だが、弱い者を虐いじめる趣しゆ味みは持ち合わせていなかった。

　強い力は、強い者に対してのみ振るうからカッコイイのだ。

「………。ああいや、この場合はそうとも限らないか」

「え？」

　少し卑ひ屈くつすぎたな、と思い直した十六夜は、改めて言い直した。

「別に労働を強いられていたわけじゃない。ただ俺がいた国は───山河を砕くだける剣けんで林檎の皮を剝き、森を焼やき払はらえる炎ほのおで篝かがり火びを灯ともす。そんな途と方ほうもない贅ぜい沢たくが許されるほど、裕ゆう福ふくで平和だっただけだ」

　ヤハハと笑い、紅玉のように眩まばゆい林檎をもう一度齧った。飛鳥あすかのように戦時中なら十六夜の身の振り方もまた別のモノになっただろう。しかし彼の時代には無用の長物だった。

　ただそれだけのことなのだと、十六夜は告げる。

　リリはますます目を丸くするも、納なつ得とくがいったように微笑ほほえんで頷うなずいた。

「それは………とても平和な国ですね」

「ああ。おかげで料理の腕うでばっかり上がっちまった。………どうだ？　何かリクエストがあったら作ってもいいぞ？」

　林檎を食べ終わった十六夜が自信ありげに笑う。

　リリはひょコン！　と狐耳を立てて喜び、

「でしたら、この籠に入ってる食材で作って欲しいです！」

「へえ？　今届いたやつか？」

「はい。玉蜀黍と南瓜に、桜卵やチーズもあります」

　ほほう、と籠の中を物色する。大きな籠の中には送られてきたばかりの食材が詰め込まれていた。取りわけ目を引いたのは、大きく鮮あざやかな桜色の卵である。

「桜色の卵ねえ。美味うまいのか？」

「はい。桜見鳥っていう桜の木に巣を作る鳥の卵で、パイなどの料理に好んで使われる卵だって聞いてます」

「ふぅん。パイねえ」

　一通り籠かごの中を物色した十六夜はしばし食材と睨にらみ合う。

　ふっと、何か思いついたように顔を上げ、

「南瓜、卵、チーズ。あとベーコンと小麦粉があったらパンプキンキッシュが作れるな」

「パンプキン………キッシュ、ですか？」

「ああ。ヨーロッパの郷土料理………って言ってもわからねえか。タルト生き地じに卵と南瓜を練り混ぜた生クリームとチーズを載のせて、欧おう風ふうに焼いた料理でな。昔、旅先でご馳ち走そうになったんだが、これが当時の俺にはドストライクだったわけよ」

　懐なつかしそうに口元を弛ゆるめて南瓜を手に取る。こういう表情をする彼は少し珍めずらしい。

　リリはまだ見たことのないパンプキンキッシュをうっとりと想像しながら、幸せそうに微笑んだ。

「聞いただけでも、美味おいしそうな料理です！」

「おう、味は俺が保証するぜ」

　ヤハハと笑う十六夜は、南瓜カボチヤを手の上で回しながら立ち上がる。

「キッシュを作るとなると、小麦粉や他ほかの材料もいるな。リリは場所を知ってるか？」

「あ、はい！　案内します！」

　ひょコン！　と狐きつね耳みみを立てるリリ。

　食材置き場に残ったキリノと別れ、二人は小麦と肉を調達しに売店のある広場に向かうのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟売店市場。

　収しゆう穫かく祭を訪おとずれた者たちの喧けん噪そうで賑にぎわう市場に、久く遠どう飛鳥と春日部かすかべ耀ようは来ていた。この収穫祭で売られているのは何も食物だけではない。

　地方特有の染せん色しよくをした生地や織物、衣類も市場で売り出されている。

　しかし暖かい気候に恵めぐまれている南側では、衣類の布は比ひ較かく的、面積が少ない。つまり露ろ出しゆつが多い。

　飛鳥は手に取った南方の服をむぅ、と睨みつけていた。

「………コレは少し、恥はずかしいわ」

「そうかな。飛鳥なら似合うと思うけど」

　耀は隣となりから様子を窺うかがいつつ飛鳥の買い物に付き合っている。

　手に取った服は股また下したから大だい胆たんに割れ目の入ったオーバースリットのスカートである。柄がらに紅あかい華はなをあしらったそのスカートは素す足あしをほとんど外にさらけ出すように作られている。

　柄が気に入って手に取った飛鳥だったが、太ふと腿ももから下が丸々見えてしまうことに難色を示していた。

「流石さすがにこういう服はちょっと………」

「そっか。飛鳥はどんな服が好きなの？　洋装？」

「可愛かわいければ和も洋も好きよ。着物だって昔はよく着ていたもの」

　おお、と少し瞳を輝かがやかせる耀。

「私も着物好きだな。着ていて身が引き締しまる感じがする」

「ふふ、そうね。一着ぐらい持っていた方がいざという時に困らないし、機会があったら〝サウザンドアイズ〟にでも探しに行きましょう」

　二人は微笑みながら頷き合う。

　そこでふっと、喧噪の向こうを見る。すると両手に大量の荷物を抱かかえた十六夜とリリの姿が見えた。
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　飛鳥が手を振ふると、十六夜たちも気が付いて手を振り返した。

「よっ。二人とも買い物か？」

「ええ。少し手が空いてしまって」

「今のうちに例の計画………黒ウサギにあげるプレゼントも探そうと思って」

　市場の小物売り場を指差す耀。

　リリも狐耳をひょコン！　と立てて笑えみを浮うかべた。

「黒ウサギのお姉ちゃん………プレゼント、喜んでくれるかなあ？」

「それは各自の努力次し第だいだな。ちなみに女性陣じんは何を？」

「ふふ。水樹の幹から削けずりだした、紅塗りの櫛くしよ」

「寝ね癖ぐせも一ひと差さしでシットリ綺き麗れいになる優すぐれもの。三人でそれぞれ違ちがうデザイン」

　フフン、と自じ慢まんげに胸を張る二人。水樹の幹から削りだした櫛ということは、水分を髪かみに与あたえられる代しろ物ものなのだろう。

　贈おくる品を決めかねていた十六夜は、予想外に良い物を選んだ二人に素す直なおに感心した。

「ふぅん。現地の高級品とは悪くないチョイスだな。捻ひねりは無いが、王道だ」

「上から目線でどうもありがと。それで、十六夜君は決めたの？」

「いいや、まだだ。市場には別件で足を運んでたからな」

　はて、と小首を傾かしげる二人。すぐに傍そばにいたリリが補足した。

「十六夜様が、パンプキンキッシュをご馳走してくれるというので………お二人もご一いつ緒しよしませんか？」

　パタパタと二尾びを揺ゆらして二人を誘さそうリリ。

　飛鳥と耀は眼めを丸くして驚おどろくも、すぐにニヤリと笑って頷いた。

「ふーん………十六夜君が料理をねえ。本当に作れるの？」

「ふふん、当然だ。きっと二人よりも上手うまいぜ？」

「………それはちょっと、聞き捨てならない」

　十六夜の挑ちよう発はつにカチン、と頭に来る二人。女性陣としては無視できない挑発だろう。

　しばしにらみ合った三人は同時に、

「───種目は？」

「欧風だな。メインはキッシュだから、残るはスープと前菜」

「了りよう解かい。行こう、飛鳥！」

　飛鳥と耀は飛び出すように食材置き場へと走り去っていく。十六夜はその姿を見送ってから満足そうにヤハハと笑った。

「やったなリリ。メニューが増えるぞ」

「えへへ。やったーです♪」

　ひょコン！　と狐耳を立てて喜ぶリリ。

　その後、市場で必要な食材をあらかた手に入れた十六夜は腕をまくってリリに「一時間ぐらいしたら帰ってこい」と言い残して別れた。

　予定外の自由時間が出来たリリは、飛鳥たちと同じように黒ウサギのプレゼントを探す為ために市場を散策し始めていた。

　収穫祭の準備には年長組の子供たちにも僅わずかながら給金が出る。お小こ遣づかい程度のものだが、自分で働いた対価には違いない。リリは二尾をパタパタと陽気に揺らしながら、小物市場を物色し始めた。

（本当は黒ウサギのお姉ちゃんに髪留めを贈ろうと考えていたんだけど………別の物を考えた方がいいのかなあ）

　うーん、と悩なやむリリ。彼女が贈ろうと考えていたのは、キリノが着けていた様な華の顔をあしらった髪かみ飾かざりだった。派手な衣装を着せられている黒ウサギだが、そういった小物には無む頓とん着ちやくな一面がある。そう思ってのことだろう。

（白と黄色の綺麗な華の髪飾りがあったんだけどなあ。清せい楚そで黒ウサギのお姉ちゃんが好きそうな髪飾り。でも飛鳥様と耀様が櫛を贈るなら………ううん、逆に合わせてみるのも




「うわああああ！　暴れ牛だあああああああああああ[image: !!!]」




　ほえ？　と声を上げて人混ごみの向こうを見る。すると市場に繫つながる街かい道どうの向こうから、ドドドドドド[image: !!!]　と地じ響ひびきと土つち埃ぼこりを巻きあげ、暴れ牛が猛もう進しんしてきたのだ。

「え………ええ───⁉」

　突とつ然ぜんの出来事に避よけきれず後ろに吹ふき飛ぶ。勢い余りまくって何回転も後ろに撥はね飛ばされるリリ。人混みに紛まぎれながらクルクルと吹き飛ばされたリリは目を回していた。

　ひゃー、と小さく悲鳴を上げて脳天に星を回しながらも、辛かろうじて立ち上がる。

　そこでようやく、周囲の異変に気が付いた。

（あ………あれ？　まだ昼間なのに、ちょっと薄うす暗ぐらくなりました………？）

　キョロキョロと周囲を見回す。

　どうやら地下都市の断だん崖がいにある隙すき間まに転げてきてしまったらしい。周囲を壁かべで囲われたこの場所は光が届きにくく薄暗い。頭上を見ると木の根が断崖を網あみ目めのように縫ぬって支えている。薄暗いのはそれが原因だろう。

　しかし断崖の奥には、人工的な灯とう火かが見え隠かくれしていた。

「こんなところに………お店？」

　奥に続く道の横よこ幅はばは大の男が通れるか通れないかという程度だが、その先には確かに灯火のようなものがユラユラと揺れている。

　薄暗い場所から出たいと思う半面、リリはこの不思議な場所にある店に興味をそそられていた。

（もしかしたら、何かいい贈り物がみつかるかなあ………）

　───だって此こ処こは、修しゆ羅ら神仏が住まう箱庭の世界。こういう不思議な場所にこそ掘ほり出し物があるというもの。リリは怯おびえる心を好こう奇き心で抑おさえて進むことにした。

　リリが明かりの見える方向に進むと、断崖の割れ目はやがて土の壁から整備された路地裏へと変わっていく。振り返ると入り口はずいぶん遠い。

　もしかしたら怖こわい場所に迷い込んだのではないかと身み震ぶるいしたが、そうこうしているうちに豪ごう奢しやな造りの扉とびらに行き着いた。これが店の入り口だろう。

　ユラユラと揺れる硝子ガラスのランプを両りよう端はしに吊つり下げた豪奢な扉は、黒くろ塗ぬりに金きん箔ぱくで文様をあしらっている。パッと見ただけでもわかるような高級感に尻しり込ごみしそうになるが、ここまで来て引き返す訳にはいかない。

　リリは扉のノブをゆっくりと回し、店の中を覗のぞき込んだ。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟主しゆ賓ひん室・晩ばん餐さん。

　陽ひも落ちて夜の帳とばりが下りる時刻。大樹に流れる清流のせせらぎを聞きながら、〝ノーネーム〟一同は晩餐会を開いていた。

　問題児たちが腕うでを振るったということを聞きつけた〝六本傷〟のガロロと〝一本角〟のサラも同席し、予定よりも賑やかな晩餐会となっている。

　ラム酒の差し入れを持って来ていたガロロは景気よく杯さかずきを呷あおりながら、晩餐会で振る舞まわれた料理を絶賛していた。

「クッハァー！　なんでえ、なんでえ！　お前さんら調理も人並み以上に出来るんじゃねえか。こりゃあ調理大会に出なかったのが惜おしまれるなあ！」

「………馬ば鹿かを言うなよ。俺の料理スキルなんざ趣しゆ味みの範はん疇ちゆうでしかねえよ。もしも出るとしたら、春日部一択たくだろ」

　十六夜は少しむっとした表情でキッシュを齧かじる。

　隣にいた飛鳥も、しょんぼりしたように告げた。

「そうね………まさか春日部さんがこんなに料理が上手だったなんて知らなかったわ。私なんて焦こがしてひっくり返してしまったのに………」

「そ、そうかな？」

　耀は頭を搔かいて照れ笑いを浮かべる。

　彼女の前には、調理した野菜たっぷりのポトフが置かれていた。

　熱々のポトフは香こう辛しん料りようと香こう草そうの芳かぐわしい薫かおりが白い湯気と共に揺蕩たゆたって一同の鼻び腔こうをくすぐる。夜は肌はだ寒ざむい〝アンダーウッド〟ではより美味おいしそうに見えるのだろう。

　同席したサラは、ホクホクと温かい湯気を立ち昇のぼらせるジャガイモを丁てい寧ねいに掬すくい取って口に運ぶ。するとサラも頰ほおを上気させ、口元を弛ゆるませて頷うなずいた。

「いや全く、素す晴ばらしいよ。これは調理法もそうだが、具材の選び方にも拘こだわったと見た」

「うん。美味しい部分を見つけるのは得意。私、独り暮らしだったから。美味しいごはんを美味しく食べるようにしていたら、いつの間にかこうなってた」

　少し得意げに頷いて返す耀。十六夜はますますむっとしてキッシュを口に運ぶ。

　その時ふと、正面に座っていたリリに視線が移った。

「………どうしたリリ。食べないのか？」

「え………あ、はい！　いただきます！」

　両手を合わせて大おお慌あわてで食べ始める。すぐに歓かん声せいを上げると思われたリリだったが、何時いつまで経たってもその様子がない。食べる姿も何処どこか上の空である。

　気になった飛鳥は、心配そうに声をかけた。

「どうしたのリリ。何か嫌いやなことでもあったの？」

「い、いえ。そういう訳じゃないんです」

「でも普ふ段だんの貴女あなたらしくないわ。本当は何かあったんじゃない？」

　少し前ぜん傾けいに身を乗り出して問う。しばし困ったように黙だまり込んでいたリリだったが、しばらくすると静かに顔を上げて呟つぶやくように話し出した。

「実は今日、とても素す敵てきなお店を見つけて………黒ウサギのお姉ちゃんにプレゼントしようと思うくらい素敵なブローチが展示されていたんです」

「へえ？　そりゃよかったじゃないか」

「はい。でもその………買うことが出来なくて………」

　しゅん、と狐きつね耳みみを伏ふせる。事情を察した耀がすぐに次の言葉を続ける。

「お小遣いが足りないなら、残りを出そうか？」

「ち、違います！　お小遣いもそうだけど、それとは違う意味で、お買い物が出来ない店で………」

「違う意味で買えないお店？」

　一同は訝いぶかしそうに顔を見合わせる。

　しかし十六夜は一人、瞳ひとみを鋭するどく光らせてニヤリと笑った。

「もしかして、ギフトゲームが関かかわっているんじゃねえか？」

「………はい。〝クリアした者だけに買い物を許す〟という意味の〝契約書類ギアスロール〟が店の入り口に貼はられていました」

「それはまた商売っ気のない店があったもんだな。そういうのはよくあることなのか？」

　十六夜は主しゆ催さいのサラとガロロに視線を移す。

　二人はそれぞれ難色を示しながらも否定はしなかった。

「無い話ではない。己おのれのコミュニティのブランドを高く意識している店は、そういう条件を出すところも少なくないよ」

「そうだなあ。〝六本傷〟の本店も一いち見げん客にはゲームをクリアしてもらうようにしてるが………こういう開けた市場でそれをやるのは珍めずらしいな」

　ガロロは不快な色を含ふくむ声こわ音ねで告げる。自分たちが主催の市場で客を選ぶような店を開いているのが気に入らないのだろう。常識的に考えればマナー違い反はんである。

　だがリリは二人の意見を否定するように首を横に振ふり、

「あの、でもきっと、そういう意味のギフトゲームじゃないと思います。だってあの店、店主さんが不在でした」

「何だと？」

　今度こそ驚おどろいたように声を上げるガロロ。リリは補足するように自分が訪おとずれた不思議なお店のことを話した。

　断崖の隙間からひっそりと続く薄暗い道。

　黒塗りに金箔で文様を付けた豪奢な扉。

　外装に違たがわぬ雅みやびな意い匠しようを凝こらした展示品。

　蒼あおい瞳の人形に握にぎられていた〝契約書類〟のことを。

「ふぅん。謎なぞの小道に、豪奢な扉に、豪ごう華かな展示品の数々ねえ。その上に店長不在ときたら………普ふ通つうに考えれば、盗とう賊ぞくに対するトラップか何かじゃねえか？」

「そうね。リリみたいに純じゆん粋すいな子じゃなかったら、宝を持ち出した瞬しゆん間かんに襲おそわれていたかもしれないわ」

　飛鳥も警けい戒かい心を高めて頷く。それほど今の話は胡う散さん臭くさい臭においを漂ただよわせていた。

「それで、〝契約書類〟にはなんて書いてあったの？」

「ええと、全文は覚えていないですけど………店の奥に、店主さんが座る椅い子すがあって。その椅子に座っているお人形さんを修理してください………っていう内容だったんじゃないかなあ」

「………なんだか曖あい昧まいだね」

　耀が小首を傾かしげると、二尾びをパタパタと振りながら困ったように俯うつむくリリ。

　埒らちが明あかないと思った問題児三人は腰こしを上げて立ち上がり、

「とにかく、そんなブービートラップ紛まがいな店があるのは物ぶつ騒そうだ」

「そうね。この目で見てみないことには何とも言えないわ」

「うん。何より、面おも白しろそうだしね」

　耀が言うと、強く同意するように頷く十六夜と飛鳥。

　ガロロとサラはやや呆あきれたように三人を見た後、小さく肩かたを竦すくめた。

「おう、議長さんよ。悪いが主催の一人として、現場を見てきてくれねえか？」

「心得ました。もしも危険な店ならば、破は壊かいしても問題ないですね？」

「ああ。被ひ害がいが出ないうちにやっちまってくれ」

　晩餐を終え、今後の方針を決める。

　問題児三人とサラ、そしてリリは席を立って主賓室を後にした。




　　　　＊




　───〝アンダーウッドの地下都市〟収しゆう穫かく祭・前夜の市場。

　収穫祭を待ちわびる参加者の喧けん噪そうで賑にぎわう市場を抜ぬけ、断崖の割れ目に辿たどり着いた一同は、その不自然な亀き裂れつと異様な雰ふん囲い気きに眉まゆを顰ひそめた。

　人が通れるほどの亀裂だというのに、今まで誰だれも気が付かなかったというのか。亀裂の周囲は人を避さけるように露ろ店てんも喧噪もなかった。

　十六夜は不ふ審しんそうに周囲を眺ながめてニヤリと笑う。

「なるほど。簡単には入れないようになってるってことか」

「そうだな………もしかしたら、人ひと払ばらいの恩恵ギフトを使っているのかもしれない」

「あら。じゃあリリはどうしてこの亀裂を見つけられたの？」

「そ、それは、その………暴れ牛に撥はね飛ばされて………」

　はあ？　と一いつ斉せいに疑問の声が上がった。

「おいおい………暴れ牛って、なんだそりゃ。闘とう牛ぎゆうでもやってたのか？」

「そうね。暴れ牛に撥ね飛ばされて隙すき間まに………というのは、少し出来過ぎてるわ」

「うん。暴れ牛が偶ぐう然ぜんやってきて、偶然にもリリを撥ね飛ばすなんて。そんな偶然が」




「うわああああ！　暴れ馬だあああああああああ[image: !!!]」




　ヒヒーン[image: !!!]　と嘶いななきを上げて暴走する暴れ馬。

　一番後ろに居たリリは、またも「ひゃー⁉」と悲鳴を上げて亀裂の中に弾はじき飛ばされていった。

「───……」

「───……、」

「───……。」

「おい、何をしてる！　早くあの子を追うぞ！」

　サラが一いつ喝かつして問題児三人の手を引く。

　三人はすぐにハッとなって我に返り、すぐさまリリの後を追って行った。




　　　　＊




　地下都市の亀き裂れつから歩くこと約五分。十六夜たちがリリを見つけたのは、道が小こ綺ぎ麗れいに舗ほ装そうされている場所だった。

　飛鳥は大慌てで駆かけ寄り、心配したように抱だき寄せる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだったリリ⁉」

「は、はい………目の前が少しクルクルになったくらいです………」

　頭上に星を回しながら、それでも律りち儀ぎに返事をするリリ。一同はホッとするも、先ほどの暴れ馬に苛いら立だったように舌打ちした。

「春日部。明日の夜は、暴れ馬の馬ば刺さしなんてどうだ？」

「賛成。ついでに暴れ牛の焼き肉もしないとね」

　うむ、と力強く頷き合う。サラは呆れかえりながらも先頭を切って歩き、指先に火を灯ともして明かりの代わりにする。頭上は大樹の根が張っているせいで月の光が遠い。

　地じ盤ばんの裂さけ目がまだ僅わずかに湿しつ気けているということは、巨きよ龍りゆうが現れた時に出来た割れ目だろう。ならば少なくとも、この店が出来てからは十日前後ということになる。

（これは、まさか………？）

　サラは嫌な予感に駆られながらも小綺麗に舗装された道を進む。

　ようやく店前に着いた五人は話通りの黒くろ塗ぬりの扉とびらの前に立つ。『ゲームクリアした者のみ売買可』という契約書類が貼はられており、豪ごう奢しやな造りと金きん箔ぱくで飾かざられた文様は否いやが応でも格式の高さを感じさせる。

　五人は顔を見合わせた後、ゆっくりと扉に手をかける。

　するとその途と端たん、眩まばゆいばかりの光が瞳を刺した。

「───へぇ………！」

　眩いばかりの輝かがやきを放ったのは、喩たとえ様もないほど雅な装そう飾しよく品や骨こつ董とう品の数々だった。黄金に紅玉石をあしらった指輪を並べるウィンドウケースに、その頭上を彩いろどる鮮あざやかな意匠を凝らした天幕。価値で喩えるならば恐おそらくその天幕が最も高価な品だろう。貴金属にも負けない高貴な輝きを放つ天幕は名のある巨きよ匠しようが仕上げたものに違いない。

　少し派手すぎる絨じゆう毯たんの先には、巧こう緻ちな技術で作られた骨董品が飾られている。

　衣装棚だなや時計台のように実用的なものから、浮ふ力りよくで回り続けていると思われる謎の水車モドキや無意味に振れ続ける振り子人形などのように用よう途と不明なものまで、レパートリーを豊富に用意してある。明らかに外観よりも大きな空間が広がっていた。

「これはまた………店というより博物館だな」

「あら、そうでもないわよ。よく見たらどれも値札が貼ってあるでしょ？」

　何？　と飛鳥に問いかえしてから、近くにあった指輪を手に取る。

　小さく貼られた値札には、現〝ノーネーム〟の生活費十年分の値がつけられていた。

「………。堪たまんねえな」

　小さく肩を竦める十六夜。どんなに眩まばゆくとも買おうという気が起こらない辺り、博物館と同じに思えた。

　一方の耀とサラは財宝に目もくれずズンズンと先へ進む。一直線に進んだ二人は、店主の椅子に座る蒼い瞳をした女性型の人形を見つけた。リリの話通り、〝契約書類〟を握っている。その手に握られていた書面に目を通した耀だったが、途端に目を丸くした。





『　─　わたしはせかいいちのはたらきもの　─





ひとりめのわたしはせかいいちのはたらきもの！

だれのてをかりなくてもうごいてうごいてうごきつづけたよ！

あまりにうごきつづけたから、はじめのとうさんもおおよろこび！

だけどあるひ、それがうそだとばれちゃった。

ひとりめのわたしととうさんは、うそがばれてこわれちゃった。




ふたりめのわたしはせかいいちのはたらきもの！

ともだちがてをかしてくれたから、うごいてうごいてうごきつづけたよ！

あまりにもうごきつづけたから、つぎのとうさんもおおよろこび！

だけどあるひ、それがにせものだとばれちゃった。

でもふたりめのわたしととうさんは、ともだちのおかげではたらきつづけたの。




さんにんめのわたしはほんとうにはたらきもの！

まだうまれていないけど、えいえんにはたらきつづけるの！

はやくうまれろ！　はやくうまれろ！　みんなにそういわれつづけたよ！

だけどあるひ、わたしがうまれないとばれちゃった。

だからさんにんめのとうさんは、さんにんめのわたしをあきらめたの。

だけどそんなのゆるさない！　たくさんのとうさんがわたしをまっている！

とみも！　めいせいも！　じんるいのゆめも！　わたしがうまれたらてにはいる！

だからお願い………私を諦あきらめないで………！　例え、真実が答えでも………！』








「これが………〝契けい約やく書類〟？」

「随ずい分ぶんと変則的な文面だが、恐らくそうだろう」

　サラは厳しい瞳ひとみで書面に目を通す。しかし一通り読んだ後、あっさりと匙さじを投げた。

「悪いが私にはさっぱりだ。お前たちに任せるよ」

「おいおい、新しい〝階層支配者〟がそれでどうする」

　背後から十六夜がからかうように言うと、サラは珍めずらしく唇くちびるを尖とがらせて言い返す。

「こういう頭を使うゲームは苦手なんだ。〝サラマンドラ〟の時は謎解き専用の機関を設けていたんだが………」

「でも、〝龍ド角ラをコ持・つグ鷲ラ獅イ子フ〟連盟にはそんな機関無いだろ？　もしも次に戦う魔ま王おうが知略に特化していたらどうするんだ？」

　ぐぬ、と押し黙だまる。痛いところを突つかれて言い返せないのだろう。

　サラは赤あか髪がみを振ふり、少し頰ほおを染めてそっぽを向いた。

「………それぐらいわかっている。しかし誰もが皆みな、お前や白しろ夜や叉しや様のように万ばん能のうなわけではないんだぞっ」

　少し拗すねたように告げるサラ。それもそうかと肩を竦め、もう一度書面に目を通す。しばし考えるよう顎あごに手を置いていた十六夜だったが………ふと、瞳を細めて遠くを見た。

「真実が答えでも………か。ハッ、コイツはまた残ざん酷こくなゲームだな」

「え？」

　耀と飛鳥が同時に声を上げる。その直後、店全体に地鳴りのような音が響ひびき始めた。

「な………何だ………⁉」

　窓がないから確信は持てないが、地じ震しんではない。揺ゆれているのはこの店そのものだ。この眩いばかりの輝きを放つ店内で、何かが這はいずって動いている。

　そう直感したサラと耀は警告のように叫さけんだ。

「気を付けろ！　何かいるぞ！」

「それも多分………一つや二つじゃない………！」

　地じ響ひびきのする方向を、耀の五感で察知する。震しん源げんは店頭と逆に位置する奥の扉。『従業員以外立ち入り禁止』と書かれた向こうから、何かの脅きよう威いが迫せまっている。

　十六夜は無言でリリを抱かかえ、自分の肩かたに乗せた。

「リリ。絶対に離はなれるな」

「は、はい！」

「───来る！」

　耀の言葉を口火に、扉の向こうから幾いく百もの大小様々な───







　マッチョ人形が現れた。







「「「─────うわお」」」

　驚おどろきの声は、三人同時に発せられた。コンマレベルで狂くるいがないほどほぼ完かん璧ぺきに同じタイミングだった。正に阿あ吽うんの呼こ吸きゆうである。

　臨戦態勢を取っていたサラでさえ、美び麗れいな赤髪を真っ白にさせてしまうくらいの衝しよう撃げきを受けている。リリに至っては、怯おびえて既すでに涙なみだ目めだ。

　敵の剛ごう腕わんは艶つややかな肌はだが再現されており、玄人くろうとが見れば一目で美筋肉であることがわかるだろう。焦こげた肌にブーメランパンツという王道的なコスチュームを着て、胸筋と背筋を細かく痙けい攣れんさせるその姿は、見事な造形美である。

　この人形群を作り上げた人物は、間ま違ちがいなく超ちよう一いち流りゆうの人形造りに違ちがいない。

　マッチョ人形はエレガントなポージングを幾つか取った後、白く輝く歯を見せて、

「………ムキッ！」

「ムキ⁉」

「ムキ[image: !!?]」

「ムキって鳴いた[image: !!?]　今ムキって鳴いた[image: !??]」

「ちょっと落ち着け女性陣じん。今のはきっと鳴き声じゃない」

　混乱状態に陥おちいった女性陣を、静かに宥なだめる十六夜。この光景も珍しい。

　その隙すきを突いたマッチョ人形群は大おお仰ぎように臨戦態勢に入り、

「………マッチョ！」

「マッチョ⁉」

「マッチョ[image: !!?]」

「マッチョって鳴いた[image: !!?]　今のは絶対にマッチョって鳴いた[image: !!!]」

「そうだな。今のはマッチョって鳴いたな」

　混乱極きわまる女性陣。もはや打つ手なしと匙を投げる十六夜。一方のリリはカタカタと十六夜の肩の上で震ふるえ続けている。

　統とう率そつ力を失った探たん索さく隊一同と、大小さまざまなマッチョ人形の群れ。

　十六夜たちはかつて無い緊きん急きゆう事態に、こう着状態に陥る。

　両者はしばし睨にらみ合い（？）───先に動いたのは、マッチョだった。

「───雄お々おオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォ[image: !!!]」

「───きゃあああああああああああああああああああああああ[image: !!!]」

　雄お々おしい、正に雄々しいとしか表現できない雄お叫たけびを上げて迫るマッチョ人形群。

　黄金こがね色に焼けた美しい筋肉を振しん動どうさせながら走るその光景は幻げん想そう的な一幕と言えなくもない。躍やく動どう感あふれる大だい臀でん筋きんは見せかけの筋肉ではなく、力強い走りを見せている。

　理想的な筋肉の前では黄金や宝石など塵ちり芥あくたに等しく、マッチョの疾しつ走そうは撥はね飛ばした貴金属を片かた端はしから粉々にした。捕つかまればただでは済まないだろう。

　しかし女性陣の恐きよう怖ふは、別のベクトルに存在していた。

「キ、キモイ！　キモイわ‼」

「ない、アレはない」

　飛鳥と耀は漢おとこの夢を体現したような筋肉を前にして、真っ青になって後退していた。サラにいたってはもう店外にまで逃にげ延のびている。よほど怖こわかったのだろう。どんなに凛り々りしくあっても、生理的に不可能な琴きん線せんに触ふれたらしい。

　十六夜は唯ただ一人、後ろ走りをしながらマッチョ人形を見つつ、ボソリと、

「………一体欲しいな」

「やめて！」

「ヤメテ」

「や、止やめてください十六夜様！」

　ぬぅ、と残念そうに唸うなり声を上げ、諦めたように溜ため息いき。

　十六夜は飛鳥を脇わきに抱え、マッチョ群を振り払はらうように高速で駆かけ抜ぬける。

　店を出る最後の一いつ瞬しゆん───十六夜は、店主の椅い子すに座る寂さみしげな人形を横目で見た。

「………。どちらにせよ、もう一度来なきゃだめだな」

「「断固拒きよ否ひ‼」」

　飛鳥と共に、珍しく声を張る耀。

　その後店を飛び出た五人は結局、断だん崖がい壁へきの入り口までマッチョ群に追いかけられるのだった。




　　　　＊




　華か美び装そう飾しよくな館やかたの奥で、人形は去っていく侵しん入にゆう者の背中を静かに見つめていた。

　扉とびらが閉ざされる音が響くと、人形はカタカタとその体を左右に揺り動かす。

　───嗚呼ああ、今回のお客様も満足させられなかった。

　透すき通るような蒼あおい瞳と翠色の髪が印象的な人形は、人間かと見間違うかのような柔やわらかい仕草で立ち上がる。瞳には生気と光が宿り、肌は紅を差したかのように熱と血潮を得て染まっていく。

　座を下りた彼女は散らかされた館の中を、スカートを靡なびかせながらクルリクルリとステップを踏ふんで歩んでいく。

　その優ゆう雅がな足取りはさながらバレエを踊おどっているかのような錯さつ覚かくを抱いだかせる。

　否いな、それは比ひ喩ゆではなく───彼女は真実、〝踊る人形コツペリア〟を踊っていた。

「Ｌａ………Ｌａ、Ｌａ………」

　音楽の無い館で歌を口ずさみ、スカートを靡かせてステップターン。

　彼女が軽かろやかな足取りで館内を一周した途と端たん、館の残ざん骸がいが一いつ斉せいに元の配置へと巻き戻もどっていく。人形は掃そう除じを済ませたかのような視線で館内を見み渡わたし、何の感かん慨がいも抱かぬまま元の配置へと戻っていった。

「次のお客様は───私を求めてくださるでしょうか」

　蒼い瞳から生気が消える。それを待っていたかのように館内の明かりも消えていく。




　侵入者は去り、〝踊る人形〟は眠ねむりにつく。

　彼女に求愛する、運命の人が現れるまで。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟夜の市場。

　大地を抉えぐって作られた大樹の地下都市。収しゆう穫かく祭を直前に控ひかえた都市は夜も眠らず賑にぎわいを見せていた。昼夜を問わず人の行き交かう市場だが、その隅すみには立ち入り禁止の看板が立てられた不自然な裂さけ目があった。

　割かつ烹ぽう着ぎを着た狐きつね娘むすめ───リリはその看板を前にして、グッと拳こぶしを強く握にぎる。

「やっぱり、あのブローチが一番かわいかったなあ………」

　パタパタと二尾びを揺らして割れ目を見る。

　収穫祭には農家のコミュニティや狩しゆ猟りようを行うコミュニティの他ほかにも、遊牧民や歌人といった様々な職種のコミュニティが訪おとずれる。彼らの作る独自の装そう飾しよく品も素す晴ばらしいものだったが、黒ウサギへの贈おくり物ものと考えるとピンとこなかった。

　そんな時に、この大地の裂け目の奥───本来あるはずの無い店を見つけたのだ。

　豪ごう華か絢けん爛らんな装飾で飾かざられた内装と眩まばゆいばかりの商品。リリにはとても手が出せないような値札が貼はられている中でポツンと、素そ朴ぼくな木き彫ぼりのブローチが店内に置かれていた。

　決して巧こう緻ちとは言い難がたい作りのブローチだが、華はなの意い匠しようを凝こらしたその造形は可愛かわいらしく清せい楚そであり、黒ウサギが喜びそうだと一目見て思ったのだ。

「せめてあのブローチだけでも買えないかなあ………」

　うーん、と腕うでを組んで悩なやむ。

　勇気を出して突とつ入にゆうするには、あの館の住人は恐おそろしすぎる。敵意こそ感じられなかったが、あの躍動感あふれる筋肉の群れは生理的にもおぞましいの一言だ。

　黒ウサギを喜ばせたいと思う気持ちは誰だれよりも強いリリだが、せめて後ろから一押し




「暴れ馬だあああああああああああああ[image: !!!]」

「暴れ牛だあああああああああああああ[image: !!!]」




　え？　と振ふり向むく。

　その直後、暴れ馬と暴れ牛の爆ばく走そうによってリリは割れ目へと吹ふき飛ばされた。

　ひゃー！　と悲鳴を上げながらグルグルと回転しつつ割れ目の道を突つき進む。前回の倍の勢いで吹き飛ばされたリリは当然のように倍の距きよ離りを転がっていき、最奥にある扉に後頭部をぶつけた。

　目を回しながら何とか立ち上がったリリは黒くろ塗ぬりに金きん箔ぱくを貼った豪ごう奢しやな扉を見つめ、ムン！　と気合いを入れる。

「………もう一回だけ入ってみよう。待っててね、黒ウサギのお姉ちゃん！」

　ひょコン！　と狐きつね耳みみを立ててドアノブを回す。

　リリは独り、怪あやしげな店への扉を開いた。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟第十四調理室。

　これは今いま更さらだが。

　逆廻十六夜は、非常に負けず嫌ぎらいな一面がある。

　如何いかに天てん賦ぷの才を持つ彼であってもオールジャンルで常勝無敗というわけではない。取り分け審しん査さする側の主観で勝敗が左右される料理での戦いでは負けることも少なくなかった。そこは土俵が違うのだから当然だと彼自身も割り切っている。

　が、先日の晩ばん餐さんは少し意味が違う。

　春日部耀と逆廻十六夜。二人は共にコミュニティの主力であり、同じ立場の人間だ。その同じ立場の人間が同じジャンルで競きそい合い、優ゆう劣れつを決める為ためにテーブルに料理を並べたのだ。その料理を十六夜が『己おのれより上』と認めてしまった以上、今度は全力を以もつって再戦を挑いどまねば気が済まなかった。

「───よし。これで仕込みは完かん璧ぺきだな」

　満足そうに腰こしに手を当て、生き地じを確かく認にんする。

　料理は先日と同じパンプキンキッシュ。しかし、そこに使われている材料は全くの別物だ。収穫祭で持ち寄られた食材の中でも、普ふ段だんは使えない選よりすぐりを用意したのだ。

　角つの豚ぶたを燻くん製せいにして作ったベーコンに白牛のチーズと桜卵、そして〝ウィル・オ・ウィスプ〟特製南瓜カボチヤを練り合わせたクリームなどなど。

　本ほん腰ごしを入れて料理に取り組む十六夜の背中は、ある種の気き迫はくのようなものさえ感じられる。もしかしたら普段のギフトゲームより気合いが入っているかもしれない。

　料理の手伝いをさせられていたメイドの一人───白しら雪ゆき姫ひめは、呆あきれたように溜め息を吐ついた。

「ふん。晩餐一つで大人げないな、我が主あるじは」

「言ってろよ。………つーかさ、俺はお前にベーコンの薄うす切ぎりを頼たのんだんだぞ。それがなんで角切りになるんだよ。不器用以前の問題だろ」

「そ、それは、神格保持者に包丁を持たせる小こ僧ぞうが悪いのだろうがっ！」

　ウガーと牙きばを剝むいて紅潮する白雪姫。

　結局何の役にも立たなかったなと肩かたを竦すくめる十六夜。

　年季の入った古い窯かまにキッシュの生地を入れ、焼けるのを待つ。

「試ためしにまず一枚。焼けるまで少し時間がある。白雪、丁度いいからついて来い」

「何処どこにだ？」

「前に言っていた謎なぞのギフトゲーム。色々考えてみたけど、アレはトラップゲームの可能性が高い。誰かが間ま違ちがって参加する前に、壊こわすなりなんなりした方がいい」

　───ん？　と白雪姫は小首を傾かしげた。

「自信家の貴様にしては珍めずらしい意見だな。クリアするのではなく、破は壊かいするとな？」

「ああ。ガロロのおっさんと相談してそういう結論になった」

　エプロンを外し、出かける準備をする十六夜。

　白雪姫はまだ納なつ得とくしかねる様子で眉まゆを顰ひそめている。神格保持者として幾いく度ども主しゆ催さい者しやを経験したことのある彼女にはあまり気持ちのいい話ではないのだろう。

　───ギフトゲームは大きく分けて二種類ある。

　商売目的の興業と、修しゆ羅ら神仏が人を試す試練の二種類だ。

　特に後者は厳しいゲームが多い。しかしその難易度は同時に神仏から参加者に対する信しん頼らいであり愛情でもある。難解な試練を構築する彼らだが、それは己の恩おん恵けいを賜たまわらせるために無む償しようで開かい催さいしているのだ。故ゆえに根底には参加者に対する慈いつくしみが必ず存在する。

　その試練を〝危険だから破壊する〟と言われてしまうのは何やら腑ふに落ちない。

「……やりきれん話だな。破壊せずとも、参加者を制限するなどやり方はあるだろうに」

「お前の言いたいこともわかる。………が、あのゲームは駄だ目めだ。あのゲームはそもそも、クリア方法が確立されてない」

　───何？　と声を上げる白雪姫。

　十六夜は、上着を着込んで最後にもう一つ補足した。

「俺もガロロのおっさんに初めて聞いたんだが………白雪姫は、〝パラドックスゲーム〟って、聞いたことあるか？」




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟連盟議長室。

〝龍ド角ラをコ持・つグ鷲ラ獅イ子フ〟連盟の議長であるサラは、議長室で大量に積まれた資料の山に目を通しつつ、ゲンナリと肩を落としていた。

「………これが対魔ま王おうの為に整理せねばならん資料、か」

　執しつ務む机の上に積まれた資料は連盟の運営に関連したものではなく、〝階層支配者〟として必ひつ須すの組織を作る為の資料。

　つまり〝対魔王部隊〟の設立に必要なものである。

〝階層支配者〟は何もその頭首だけが戦いに出るわけではない。ましてや魔王を相手にするとなれば各分野に秀ひいでた能力をもつ専門家が必要になってくる。

　細かく分ければキリがないが、設立に必要なのは最低でも三つの部署。

　武力を持つ部隊と、知識を持つ部隊───そしてゲームを勝利に導くゲームメイカーだ。

〝階層支配者〟の任を受けた以上、武力面での心配はない。勿もち論ろんあるだけ用意できればそれに越こしたことはないが、最低限は確保できる。

　しかし箱庭と外界の双そう方ほうに精通した知識人は一から育てるしかない。ゲームメイカーはサラが引き受けるとしても、ゲームメイクをするために知識を提供する人材が連盟には欠けていた。

「ならば私がやるしかないと、意気込んでみたものの………」

　サラは赤あか髪がみを搔かきあげ、再度溜ため息いきを吐いた。

　彼女が所属していた北の支配者───〝サラマンドラ〟には専門の部隊があったおかげでサポートを受けられていたが、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟にはそういった下地はない。

　唯ゆい一いつの頼みであったガロロ大老も〝六本傷〟の脱だつ退たいが決まって頼めなくなった。

　………あるいは、それが狙ねらいで脱退したのかもしれないが。

　そんなこんなでサラが頭を抱かかえていると、議長室の扉とびらをノックする音が聞こえた。

「サラ。入ってもいいかしら？」

「飛鳥？　構わないが、どうした？」

　サラが入室許可を出すと、久遠飛鳥、春日部耀の二人が議長室へと歩を進める。

　耀は礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎをして、サラに視線を向けた。

「………もしかして、忙いそがしかった？」

「いや、丁度頭を抱えて休きゆう憩けいしていたところだ。───それで、何の用事だ？」

　サラが問うと、飛鳥は不敵な笑えみを唇くちびるに浮うかべた。

「昨日見に行った謎のギフトゲーム。あれに参加する許可が欲しいの」

「見に行ったら、立ち入り禁止の看板があったから。許可をもらった方がいいかなって」

　自信満々の視線を向ける二人。

　サラは心底意外そうに瞳ひとみを丸くして驚おどろいた。

「まさか二人とも、あのゲームを解いたのか⁉」

「え、ええ。………解いたのは春日部さんだけれど」

「うん。あの分野って、私たちの時代じゃ必修科目の一つだったから」

　グッと両手で握にぎり拳こぶしを作る耀。

　彼女はこう見えて何かと博識な一面を持つ。巨龍のゲームの際にも、耀はその知識と持ち前の行動力でクリア目前にまで迫せまっていた。

　サラは椅い子すの上で足を組み直し、興味深そうに問い直す。

「面おも白しろそうな話だな。よければ春日部殿どのの考察を聞いてみたい」

　うん、と頷うなずいて〝契けい約やく書類〟を模写したものを広げる。

　書面にはこう書かれていた。





『　─　わたしはせかいいちのはたらきもの　─





ひとりめのわたしはせかいいちのはたらきもの！

だれのてをかりなくてもうごいてうごいてうごきつづけたよ！

あまりにうごきつづけたから、はじめのとうさんもおおよろこび！

だけどあるひ、それがうそだとばれちゃった。

ひとりめのわたしととうさんは、うそがばれてこわれちゃった。




ふたりめのわたしはせかいいちのはたらきもの！

ともだちがてをかしてくれたから、うごいてうごいてうごきつづけたよ！

あまりにもうごきつづけたから、つぎのとうさんもおおよろこび！

だけどあるひ、それがにせものだとばれちゃった。

でもふたりめのわたしととうさんは、ともだちのおかげではたらきつづけたの。




さんにんめのわたしはほんとうにはたらきもの！

まだうまれていないけど、えいえいんにはたらきつづけるの！

はやくうまれろ！　はやくうまれろ！　みんながそういいつづけたよ！

だけどあるひ、わたしがうまれないとばれちゃった。

だからさんにんめのとうさんは、さんにんめのわたしをあきらめたの。

だけどそんなのゆるさない！　たくさんのとうさんがわたしをまっている！

とみも！　めいせいも！　じんるいのゆめも！　わたしがうまれたらてにはいる！

だからお願い………私を諦あきらめないで………！　例え、真実が答えでも………！』








　耀が最初に指を指したのは、書面の〝わたし〟だった。

「推測その一。書面の〝わたし〟は特定の人物を表すものではなく、創作物Ｘと仮定」

「ほう………？」

「さらに推測その二。〝とうさん〟とは別々の過程を経へて創作物Ｘに辿たどり着こうとした、製作者Ａ、Ｂ、Ｃである」

「これは〝わたし〟は共通の一人であるのに対し、〝とうさん〟が複数名として記されているからよ。これなら文章中にある〝わたし〟と〝とうさん〟の矛む盾じゆんは解消されるわ」

　飛鳥の補足を受け、サラは感心したように頷いた。

「なるほど………〝とうさん〟が複数人と書かれているのは、〝わたし〟が人造物であることの暗あん喩ゆだったか」

　───此こ処こまでわかれば、謎はほぼ解けたと言ってもいい。

　このギフトゲームは三章に分けられて構築されている。

　これはそれぞれの製作過程を表すものだったのだ。

　一章は製作者Ａの失敗談。

　二章は製作者Ｂの副次的な成功談。

　三章は製作者Ｃと創作物Ｘの未来。

　即すなわちゲームの主催者は───三度に亘わたって研けん鑽さんされた特定の人造物・あるいは研究の成果そのものを擬ぎ人じん化させた霊れい格かく。

　恐おそらくは、神しん霊れいや悪あく魔まといった概がい念ねん的なものに近いのだろう。

「三世代に亘り研究され、研鑽された〝何か〟。それが創作物Ｘというわけだな」

　あとはもう知識の問題だ。同一の創作物Ｘを求める公式は文章の中に隠かくされている。ならば文ぶん献けんを漁あさってそれに応ずる解答を用意すればいい。

　この類たぐいのゲームは多くの場合、主催者の正体を暴あばく形で幕が引かれる。

〝わたし〟の正体がわかるのであればクリアは目前というところだろう。

　サラは感心したと同時に、興味深そうな熱視線を耀に送った。

「素す晴ばらしい。女だてらに武に長たけるだけでなく智にまで長けているとは。恐れ入ったよ。………ところで春日部殿。貴女あなたは現状のコミュニティの待たい遇ぐうに不満はないか？」

「え？」

「は？」

　二人は意味がわからず同時に声を上げる。

　サラは耀の肩かたをがっしりと摑つかみ、

「例えば、同士に不満があるとか。金銭に余よ裕ゆうがないとか。衣食住の向上を願うとか、」

「べ、別に………リリの作るごはんは美味おいしいし、」

「そうかそうか、春日部殿はコミュニティの待遇について食事に重きを置いているのか。それは結構なことだ。───ちなみに我々〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の同士になれば毎夜毎晩、贅ぜいを尽つくした料理の数々が」

「ちょ、だ、駄目よサラ！　それ以上の勧かん誘ゆう活動は許さないわ！」

　此処に至り、飛鳥もサラの意図を察してすぐに割って入った。

　耀は突とつ然ぜんの勧誘活動に面めん食くらいながらも、苦く笑しようして返事をした。

「そう………ご馳ち走そうよろしく、サラ」

「春日部さん⁉」

「よし任せろッ‼」

「だ、駄だ目め！　絶対に駄目‼　〝ノーネーム〟は勧誘禁止[image: !!!]」

　飛鳥は耀を頭から抱だきしめて飛び退のく。珍めずらしいことに本気で焦あせっていた。

　サラは瞳をギラつかせたまま狩人かりゆうどの瞳を輝かがやかせる。此方こちらも珍しいことに本気だった。

　そんな二人を楽しく見ていた耀は内心の笑みを嚙かみ殺しつつ、サラに視線を向けた。

「ごめんね、サラ。〝ノーネーム〟は勧誘禁止らしいから」

「む……そういうことなら仕方ない。連盟の同士しか食べられない美食もあったのだが」

「───グラリ」

「心揺ゆらぐのも禁止！　春日部さんは絶対に、私たちのものなんだから───[image: !!!]」

　ある意味で魔王以上の脅きよう威いを感じた飛鳥は、耀を抱きしめたまま議長室を退室。そのまま叫さけびながら大樹を駆かけ下りていった。

　わりと本気で勧誘していたサラは少し残念そうに二人を見送る。

　───が、すぐに二人の用事を思い出して顔色を変えた。

「しまった………！　おい、誰だれかいないか⁉」

「は、はい！　お呼びでしょうか！」

「すぐに例のギフトゲームの入り口に向かい、誰も通さないように勧かん告こくを出せ！　いいな、誰も通すな‼」

　サラの号令を聞いた従者は大おお慌あわてで大樹を下りて行く。

　それを確かく認にんしたサラは疲つかれたように椅子に腰こしを下ろして、頭を抱えた。

「あの特とく殊しゆな〝契約書類〟の書式………恐らくあれは───」

　───〝主しゆ催さい者しや権限〟によって開かい催さいされた試練。それも特殊な書式でゲーム内容を誤ご魔ま化かすとなると、相当に霊格の高い主催者が背後にいると見ていい。

　故ゆえにサラはあのゲームを、魔ま王おうによって造られたトラップゲームだと推測していた。

　如何いかに飛鳥や耀が優すぐれた才の持ち主であっても万が一ということがある。敵の正体がわかったとしても、それ相応の準備を整えた上で臨のぞむべきである。

「まあ………遣つかいの者を向けたのだから、無理に入る様な無む茶ちやはしないだろう」

　頭かぶりを振ふって不安を取り払はらう。

　気を取り直したサラは腕うでまくりをして、執しつ務む机に積まれた資料の山との戦いを始めた。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟大地の裂さけ目。

　リリが扉を開いた途と端たん、以前と同じように眩まばゆいばかりの輝きが瞳に飛び込んできた。

　喩たとえ様もないほど雅みやびな装そう飾しよく品や骨こつ董とう品の数々が硝子ガラスのショーケースに並び、黄金に紅玉石をあしらった指輪やその頭上を彩いろどる鮮あざやかな意い匠しようを凝こらした天幕。

　貴金属にも負けない高貴な輝きを放つ天幕は名のある巨きよ匠しようが仕上げたものに違ちがいない。

　少し派手すぎる絨じゆう毯たんの先には、巧こう緻ちな技術で作られた骨董品が飾かざられている。

　衣装棚だなや時計台のように実用的なものから、浮ふ力りよくで回り続けていると思われる謎なぞの水車モドキや無意味に振れ続ける振り子人形などのように用よう途と不明なものまで、レパートリーを豊富に用意してある。明らかに外観よりも大きな空間が広がっていた。

「───え……？」

　リリの声が無人の館やかたに響ひびき渡る。しかしその声は決して眼前に広がる煌きらびやかな品々に贈おくられた感かん嘆たんではない。

　目の前にあるのは正に豪ごう華か絢けん爛らん、華はなやかな店の内装。

　そこは前回と比べ、何一つの綻ほころびもない。

「─────。」




　そう───何一つの綻びもなかった。




「う………噓うそ………⁉」

　呻うめくようなリリの声には恐きよう怖ふに近い色が含ふくまれている。しかし当然だろう。

　この店の内装は昨夜の晩、十六夜たちと逃にげ出したときにボロボロになったはずなのだ。意匠を凝らした装飾品の数々は砕くだけ、衣装棚は破は壊かいされ、天幕は破り捨てられた。

　にもかかわらず、眼前の内装は前回と寸すん分ぶん違たがわぬものが配置されている。

　写真の焼き増しのように修しゆう繕ぜんされた内装を見て、リリは狐きつね耳みみを伏ふせて怯おびえる。

（これが………本当のギフトゲーム………！）

　店内の煌びやかな装飾ではもうその不気味さは隠せない。

　此処は黄金の魔ま境きよう。富と名声を餌えさにして獲え物ものを喰らう獣けものの胃い袋ぶくろだ。

　その悪あく辣らつさを幼心に感じながらも、リリは奮起して店内を突つき進む。

　煌びやかな店内にはやはり人の気配が感じられない。最奥には以前と同じく〝契約書類〟をその手に持った蒼あおい瞳ひとみの人形が店主のものと思おぼしき椅い子すに腰を掛かけている。

　店主の椅子のすぐ隣となりにあるテーブル。そこにリリの欲しいものが展示されていた。

「ありました！………けど、やっぱり買えないのかな？」

　うーん、と二尾びをパタパタ振りながら考え込む。

　するとその直後、背後から声をかけられた。

「───不思議なお客様。金銀ではなく、木製のブローチが欲しいのですか？」

　ひゃあ⁉　と悲鳴を上げて振り返る。其そ処こには先ほどまでとは雰ふん囲い気きの違う人形が居た。

　その瞳には意志の光が宿り、肌はだは血潮が通ったように紅を差す。足取りは軽かろやかに洗練され、静かに佇たたずむその姿は淑しゆく女じよのものを彷ほう彿ふつとさせた。

　突然動き出した人形に驚きよう愕がくするも、リリはおずおずと問う。

「ええと………貴女がこのゲームの主催者ですか？」

「違います。私はゲームの進行役であり、この館の主あるじ。名をコッペリアと申します。お客様を歓かん待たいする為ために此方の席でお待ちしておりました。………あと、館の中ではお静かにお願いします」

　紅あかく愛らしい唇くちびるに人指し指を当て、リリに静せい聴ちようを勧すすめる。

　コッペリアと名乗る人形に敵意が無いことを知ったリリは、ひょコン！　と狐耳を立てて小首を傾かしげる。

「………お人形さん？」

「はい。その通りですよ、フォックス」

　コッペリアが頷うなずいて返すと、リリは瞳を輝かせて駆け寄った。

「わあ………！　こんなに綺き麗れいなお人形さん、初めて見ました！」

　ひょコン！　と狐耳を立てて手を握にぎるリリ。

　無む垢くとしか言えない瞳と真っ直すぐな賞賛を受けたコッペリア。表情こそ変わらなかったものの、幾いく度どか瞬まばたきをしたのち、スカートの裾すそを持ち上げて一礼した。

「ありがとうございます、フォックス。貴女の狐耳も、とてもチャーミングかと」

「そ、そうかな？」

「はい。天てん真しん爛らん漫まんで奔ほん放ぽうなその狐耳を見ていると、手を翳かざして上から押さえつけてみたくなる衝しよう動どうに駆られます」

　コッペリアが告げると、えへへと照れ笑いするリリ。皮肉られているのか褒ほめられているのか定さだかではないが、どうやら二人の相あい性しようはいいらしい。

　共に自己紹しよう介かいを終えたリリとコッペリアは椅子に座り、リリはこの店について問うた。

「あ、あのね、コッペちゃん」

「コッペちゃん？」

「え？　あ、うん。コッペちゃんはこの店の店主なのかな？」

　突然の愛あい称しように怪け訝げんそうな問いを返すコッペリア。

　リリはそれに気が付かず話を続ける。無表情を一いつ瞬しゆんだけ弛ゆるませたコッペリアだったが、すぐに人形らしい表情になって問いに答えた。

「はい。私はこの店の売買を預かる身分です。代金さえいただければ交こう換かんいたしますが」

「本当⁉　だったら、このブローチを売ってくれないかな………！」

　ひょコン！　と狐耳を立て、瞳を輝かせてブローチを前に出す。

　コッペリアは差し出されたブローチを無言で手に取り、少し困ったように視線を下げる。

[image: ]

「………これは、売り物ではありません」

「え？」

「私が手て慰なぐさみに彫ほったもの。なので値段はありません。欲しいのであればご自由にどうぞ、フォックス」

　そっとリリの手に載のせて握らせる。

　しかしリリはますます狐耳と二尾を激しく振って瞳を輝かせた。

「このブローチ、コッペちゃんが作ったの⁉」

「はい。見よう見まねの拙つたない技術ではありますが………」

「そ、そんなことないよっ！　凄すごく可愛かわいいブローチだもん！」

　ひょコン！　と狐耳を立てて賞賛を贈る。

　無垢な瞳には一いつ切さいの打算的な意思がない。コッペリアは真っ直ぐな感動をぶつけられ、困ったように頰ほおを染めた。

　リリは嬉うれしそうにブローチを眺ながめながらふと、思い出したように問う。

「………コッペちゃんは、どうしてこの店に独りでいるの？」

　当然の疑問を口にする。しかし聞いてはいけなかったのだろう。コッペリアは紅の差した頰を青ざめさせ、細い身体からだを抱きしめ作り物の身体を軋きしませる。

　堪こらえ切れない激情を抑おさえながら、コッペリアは静かに呟つぶやいた。

「棄すてられたから………です。他ほかならぬ、私を作ろうとした父に」

「………え？」

　───親に捨てられた。

　その一言が、リリの胸を貫つらぬいた。

「父様に………棄てられた………？」

「………はい。父の愛が、私の唯ゆい一いつの存在理由でした。しかしその愛を失ったのです。………いいえ、そんなものはきっと初めからなかったのでしょう。私に群がった父が本当に欲しかったのは、そこにある付加価値でしかなかった。なのに逆上のぼせ上がった私は人類に求められていると錯さつ覚かくを抱いだいたまま、私を完成してくれる人を待ち続けています。そんな運命の人など───来るはずもないのに………‼」

　コッペリアの慟どう哭こくが。

　父の愛情を失った傷が。

　誇ほこりだった存在理由を貶おとしめられた悲しみを堪えられず、ポロポロと大おお粒つぶの涙なみだを零こぼす。

（父様に捨てられて………この館で、たった独り………）

　事情を知らないリリだが、彼女がどれだけ深い悲しみに沈しずんでいるかは汲くんでとれた。

　三年前───母と離はなれ離ばなれになった時。

　それがどれだけ悲しい離り別べつだったかをリリは覚えている。親に棄てられたコッペリアの悲しみは、より痛つう烈れつな痛みだったに違いない。

　リリはおずおずとコッペリアの翠色の髪に触ふれ、頭を撫なでてあやす。

「そんなことないよ。母様が言ってました。どんなに離れていても、親は子を想おもってくれます、って」

「………それこそ幻げん想そうです、フォックス。この館は、棄てられた者たちが集つどう場所。更さらに奥へと進めば、他にも棄てられた者たちが溢あふれ返っています」

「そ………そう、なんだ」

　一瞬───脳のう裏りにアレが過よぎったが、リリは必死にコッペリアの言葉に耳を傾かたむける。

「じゃあ、コッペちゃんが持っていた〝契約書類〟は、」

「………あれは、私を完成させる方を探すためのもの。ですがあのゲームは───」

　グッと、不自然に口を閉とざす。その仕草が何を意味するのかリリにはわからない。だが、この人形をこのままにして行ってはいけないということだけは理解できていた。

　悲しげに瞳を伏せるコッペリアの手を取ったリリは、出口を指さす。

「此こ処こを出よう、コッペちゃん。こんなところに居ても、新しい父様は見つからないよ」

「………出来ません。もし私が逃げようとしたら………アレが襲おそってくる………‼」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　筋肉の人たちなら十六夜様がやっつけて、」

「違ちがう………‼　この館は、もっと恐おそろしいものに見張られているのです………[image: !!!]」

　カタカタと細い身体を揺ゆらすコッペリア。

　するとその直後───ヒュゥ、と鈍にび色いろの風が二人の間を通過した。

　目視可能な不自然な風に小首を傾げるリリ。

　しかしコッペリアの変化は劇的だった。

「に、逃げてください、フォックス！」

「え………？」

「奴やつが………〝退たい廃はいの風〟が来る───[image: !!!]」

　刹せつ那な、黄金の館やかたに鈍色の嵐あらしが吹ふき抜ぬけた。

　鈍色の嵐は豪華絢爛な内装を軒のき並なみ風化させ、その輝かがやきを喰らうかのように暴れ回る。暴食の限りを尽つくす嵐は、すぐに二人を覆おおい尽くす。




　───誰だれが知ろう。

　この風こそ、百万の神群と悪あく魔まを殺し尽くせる最強の神殺し。

　姿なき無貌の魔ま王おう〝退エンド廃・エンのプテ風イネス〟。

　箱庭に蔓延はびこる〝天災〟が一いつ斉せいにその牙きばを剝むいた。




　　　　＊




　華か美び装そう飾しよくを極きわめた黄金の館には今───滅ほろびそのものが顕けん現げんしていた。

　数ある魔王の中でも取り分け特異とされ、彼らが〝天災〟と称しようされるようになった元げん凶きよう。その魔王は〝天災〟であるが故ゆえに、他の魔王のように目的がない。

　時に試練のロジックとして。

　時に時勢の荒あら波なみとして。

　時の最果てより召しよう喚かんされ、追つい憶おくの彼方かなたへと去るだけの存在。

　其その名は魔王〝退廃の風〟。

　信しん仰こうを廃すたれさせ、畏い怖ふを忘ぼう却きやくさせ、研けん鑽さんを途と絶だえさせる、姿なき無貌の魔王。

　如何いかに尊い意思が募つのろうと〝退廃の風〟には関係ない。この風はあらゆる物質を、概がい念ねんを、時の果てより来たりて摩ま耗もうさせる。

　この鈍色の風こそは百万の神群と悪魔を貪むさぼり殺す、最強の神殺しである。

「に、逃にげてください、フォックス！」

　コッペリアは蒼そう白はくになりながらリリに逃げるよう促うながす。しかし圧あつ倒とう的に遅おそかった。

　この館は追憶の果てに遺い棄きされた、兵つわものどもが夢の跡あと。そこから出ようというのなら相応の価値を───試練を乗り越こえ、時代の流れに摩耗しないほどの霊れい格かくを示さねばならない。

　それすら出来ない者は例外なく〝退廃の風〟の顎あごによって喰くい千切られる。

　全方位を囲った鈍色の嵐は二人の少女へ、一斉にその牙を剝いた。

「っ………‼」

「───リリ、伏ふせて‼」

　一いつ喝かつ、少女の声がリリたちの下に届いた。

　黄金の館に吹き荒あれる、鈍色の嵐を。

　光ひかり輝く、閃せん光こうの翼つばさが遮さえぎった。

「な………た、〝退廃の風〟を退けた⁉　一体誰が───⁉」

「飛鳥、二人を！　白雪さんは援えん護ごして！」

「わかったわ‼」

「心得た！」

　啞あ然ぜんとするコッペリアの前に、二人の少女が躍おどり出る。

　リリはひょコン！　と狐きつね耳みみを立て、二人の救きゆう援えん者に駆かけ寄った。

「飛鳥様！　耀様！　それに白雪姫ひめ様まで！　どうしてこの館に、」

「それは私たちの台詞せりふよ！　どうしてリリがこの館にいるの⁉　危ないから近づいては駄だ目めと言ってあったでしょう⁉」

　飛鳥に叱しつ咤たされ、あぅと狐耳を伏せるリリ。

　白雪姫は耀と共に水を竜たつ巻まかせて〝退廃の風〟を押し返す。しかし白雪姫が巻き起こした水流は鈍色の大気に触れるや否いなや、煙けむりか霞かすみのように廃れて雲うん散さん霧む消しようした。

　その不気味な現象を目まの当たりにした白雪姫は、顔を蒼白にして遮しや二に無む二に叫さけぶ。

「ええい、何という厄やく日びだ‼　〝退廃の風〟が巣食っておるなど聞いておらんぞ‼」

「………〝退廃の風〟？」

「この化け物の名だ！　この神々の箱庭で数多あまたの名を持つ〝天災〟の代名詞！

〝徘徊するラスト・終末論デカダンス〟！

〝最果てのグリード・暴君クラウン〟！

〝共食い魔王〟！

　神仏の、生命の、星々の輝きを喰らう生きつ粋すいの魔王───それがこの風の正体だッ[image: !!!]」

　叫びながらも絶えず水流を浴びせる白雪姫。しかし水流は〝退廃の風〟を阻はばむどころか触れると同時に霧む消しようする。これは蒸発しているのではない。

　喩たとえるのならばそう───世界にパレットの中身をぶち撒まける大おお嵐あらし。それがこの風だ。

〝退廃の風〟は白雪姫の水流を、鈍色に塗ぬり潰つぶしたのだ。

「この風に触れるでないぞ！　この風は恩恵ギフトの有う無むを問わず喰い殺す！　あらゆる力は張り子の虎とらにすぎん！　触れた瞬しゆん間かんに霊格を磨すり潰されるぞ………！」

　無む駄だと知りながらも水流を放出し飛鳥たちを庇かばう白雪姫。

　一方の耀はその間に〝光翼馬ペガサス〟の具足から発した輝きの風を以もつって〝退廃の風〟を食い止める。しかしそれは退けていたわけではない。たかが光翼馬の力では〝退廃の風〟は止められない。そもそもこの風は一方からの干かん渉しようしか許さない不ふ倒とうの魔王である。

　故に耀は力ではなく───〝退廃の風〟の持つ、その習性を利用して三人を守っていた。

（───この鈍色の風は、周囲の黄金の輝きを貪るように暴れていた。つまりこの風は、光に集まる習性があるんだ）

　しかしそれも確信があったわけではない。正に一いちか八ばちかの賭かけのような行動だった。

　もしも耀の推測が外れていれば、彼女たちは一人残らず〝退廃の風〟によって喰い殺されていただろう。

　眼前に吹き荒れる暴食の嵐を、耀は冷や汗あせを流しながら見つめた。

（生まれて初めてだ………触れることさえ怖こわい風なんて………[image: !!!]）

　耀は〝退廃の風〟が如何なる力を持つ者かを知らない。

　しかし猛もう獣じゆうさながらに冴さえる耀の直感は、既すでに必敗を予期していた。

　あの風は彼女たちが戦ってきた魔王───巨きよ龍りゆうや死神とは全く別のベクトルに存在する脅きよう威いだ。まともに戦えば彼女たちに勝ち目はないだろう。

〝退廃の風〟が輝く風を貪っている間に、耀は三人の手を取って飛ひ翔しようした。

「飛鳥！　リリ！　あと………えっと、よく知らない人！　館から出るから摑つかまって！」

「だ、駄目です！　私がこの館から出たら、」

「理由は後から聞くわ！　今はとにかく逃げるのが先よ！」

「うむ！　春日部よ、〝退廃の風〟を館の奥に誘ゆう導どうするのだ！」

　耀は輝く風をありったけ放出し、〝退廃の風〟を館の奥へと導く。餌えさを与あたえられた〝退廃の風〟は獣けもののようにその輝きを貪りにかかる。

　五人はその間に黄金の館───追憶の檻おりから逃げ出した。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟主しゆ賓ひん室。

　収しゆう穫かく祭の準備で賑にぎわう大樹の街。数多の精せい霊れいたちが住まう大河のほとりを見下ろせるこの主賓室に、一同は集まっていた。

　厨ちゆう房ぼうでパンプキンキッシュの下地を作った十六夜はあの後、館に向かう道中で偶ぐう然ぜんにも飛鳥たちと合流し、白雪姫を彼女たちに預けたのだ。

「やれやれ………ゲームが解けたと息巻いていたから任せてやったのに。惨ざん敗ぱいだったみたいじゃねえか」

　十六夜は主賓室の椅い子すの上で足を組みながら肩かたを竦すくませ、帰ってきた飛鳥たちを小こ馬ば鹿かにした。飛鳥と耀はむっと口を尖とがらせながらも反論はせずに押し黙だまる。

　飛鳥たち五人は主賓室に戻もどり十六夜とガロロの二人と合流していた。

　事情を聞いた二人はそれぞれが異なる色を表情に浮うかべている。

　取り分け厳しい表情をしていたガロロは低く唸うなり声を上げた後、飛鳥たち四人を睨にらんだ。

「………話はわかった。つまりその人形が〝退廃の風〟の目的なんだな？」

「ええ」

「だったら話が早い。今すぐその人形を屋や敷しきに返して来い」

　有無を言わせぬ声こわ音ねで即そく断だんするガロロ。

　リリは狐耳を激しく立てて抗こう議ぎした。

「そんな！　今あの館に戻ったら、コッペちゃんが危ないです！」

「だろうな。だがこのままじゃ〝アンダーウッド〟全域に危険が及およぶ。………しかも相手は〝退廃の風〟。箱庭でも最上級に危険な天災の一つ。倒たおすことが不可能とされる怪かい物ぶつを相手に、お嬢じようちゃんはどうするってんだい？」

「で、でも………！」

　リリは狐耳と二尾びを激しく振ふりながら尚なおも抗議する。しかし只ただの少女に過ぎない彼女にそんな策があるはずもない。すぐに狐耳と二尾を萎しおれさせて黙り込む。

　同じく厳しい表情を浮かべていた白雪姫だったが、此方こちらは少し様子が違った。

「………厳密にいうと、〝退廃の風〟を追い返す方法はある」

「本当ですか⁉」

「う、うむ………狐の娘むすめよ。おぬしは風の色は覚えているか？」

　色？　と反はん芻すうして小首を傾かしげる。

　白雪姫は厳しい表情のまま補足した。

「〝退廃の風〟はその色によって桁けた数すうが違う魔王なのだ。黒が最も強く、白が最も弱い。我らが相対したのは鈍色───五桁に該がい当とうすると見ていい」

「五桁の………？」

「あれは格下の霊格を退たい廃はいさせることが出来ん。………いや、少し違ちがうか。正確には〝喰うことを許されていない〟といった方がニュアンスとして正しいな」

　独り言のように呟つぶやく白雪姫。

　ますます首を傾げるリリに、コホンと咳せき払ばらいをして向き直る。

「要点をまとめるとだな───〝退廃の風を倒すには、該当する階層以上の旗印が必要〟ということだ」

「っ、それは………！」

　───不可能だ。リリは喉のどまで出かけた言葉を辛かろうじて吞のみ込む。

　五桁以上のコミュニティは上層に本ほん拠きよを構える者たち。その彼らに旗印を貸して欲しいと頼たのめるだけのコネクションが、今の〝ノーネーム〟にはない。

　リリは俯うつむくコッペリアの手をぎゅっと握にぎりしめたまま、縋すがるように十六夜を見た。

「十六夜様でも………どうにもできませんか？」

「─────」

　十六夜は腕うでを組んだまま、深く瞑めい想そうするよう意識を埋まい没ぼつさせる。

　しかし彼の中でも答えは既に出ていた。もしもガロロが言うように〝退廃の風〟が不倒の怪物だというのなら、十六夜でも倒せるか否か定さだかではない。

　星霊アルゴールにも、死神ペストにも、太陽の巨龍にも物もの怖おじしなかった彼は今、それを上回る〝何か〟が足元に這はい寄ってきている不気味さを感じていた。

　それでも尚、コッペリアを救うというなら───

「………ゲームをクリアするしかない、か」

「え？」

「おい、ガロロのおっさん。あの〝退廃の風〟はゲームのロジックとして呼び出される魔ま王おうなんだよな？」

「………ああ。話を聞く限りじゃ、今回のケースは間ま違ちがいなくその類たぐいだろう」

「よし。次にお嬢じよう様さま。ディーンは今も連れてるのか？」

「当然よ。だけど片かた腕うでが損そん壊かいしたままだから、激しい戦いに出すのは」

「充分だ。別に戦わせたいわけじゃねえからな。あと確かく認にんすることは───」

　クルリと反転し、コッペリアを真正面から捉とらえる。

　翠色の髪の少女は俯いたまま十六夜を見ようとしなかった───が、十六夜は両手でコッペリアの顔を摑み、グイッと無理やり上を向かせる。

　蒼あおい瞳ひとみを間近で睨みつけた十六夜は、瞳を細めて覗のぞき込む。

「おい、駄だ人形。何時いつまで黙って不ふ貞て腐くされてやがる。此こ処こにいるどいつもコイツもが、お前の処しよ遇ぐうについて話し合ってるんだぞ」

「………処遇など、話し合うまでもなくわかりきったこと。私が追つい憶おくの檻に帰れば済むことです」

「ああ、そうだな。それが一番簡単で安全な方法だ。百人に聞けば百人が答える安あん牌ぱいだろうさ。何せこの俺でさえ、今回はそうするべきだと思ってるんだからな」

「なら、」

「───だがな。それじゃうちの狐きつね娘むすめが納なつ得とくしねえんだよ」

　ハッと、コッペリアはリリを見た。

　この幼い狐娘はぎゅっとコッペリアの手を握ったまま無言で不ふ屈くつを訴うつたえている。

　大だい丈じよう夫ぶ───きっと助けてあげるから、と。

「っ………しかし、ゲームをクリアするなんて不可能です！　それはつまり〝わたし〟を完成させるということ！　今まで幾いく百幾千もの研究者が挑いどみ、そして到とう達たつできなかった。だって〝わたし〟は、人類が最後に夢見た幻げん想そう───」

「───第三永久機関。到達可能と語られながらも、最さい期ごは架か空くうの産物だと切り捨てられ退廃した駆く動どう理論」

　だろ？　と十六夜は得意げに笑い、コッペリアは瞳を見開いて絶句した。

　しかしこの解答により驚おどろいたのは、静せい聴ちようしていた飛鳥と耀である。

「あ、あら？」

「………このゲームって、第三永久機関が答えじゃないの？」

「違ちげげえよ。第三永久機関を完成させるまでがこのゲームの解答だ。だからこそ解答の無い………越こえられない試練、〝パラドックスゲーム〟ってわけさ」

　この修しゆ羅ら神仏の集つどう箱庭の世界において、未到達の技術を解答に持ってくることは決して反則ではない。

　例え永久機関のように製作過程でパラドックスを内包した技術であっても、到達出来なければ敗北となる。トラップゲームとしては最悪のジャンルに違いない。

　コッペリアの自じ虐ぎやくの瞳が初めて十六夜を映し、寂さみしげな色へと変わっていく。

「そう……貴方あなたは二〇〇〇年代から召しよう喚かんされたのですね。ならば知っているのでしょう？　永久機関という、人類の夢の末路を」

「………ああ。それについてはお粗そ末まつながら同情してやるよ」

　十六夜は手を離はなし、静かに頷うなずいた。

　声音が柔やわらかくなったのは、彼なりの憐あわれみがあったからだろう。

　───第三種永久機関。

　名が表す通り、永久に駆動し続ける機関の総そう称しよう。

　人類が独力で到達可能と信じられた最後の幻想。

　数多あまたの開発者が最後の巨きよ峰ほうとして定め、その先にある富と名めい誉よを欲ほつした。しかし時代が進むにつれ、永久機関は妄もう想そうの産物に成り下がっていく。

　十六夜の生きた二〇〇〇年代だと永久機関は架空の技術とされ求める者は少ない。

　居たとしてもそれは夢を追う開発者ではなく、永久機関という甘い幻想をちらつかせる詐さ欺ぎ師しがほとんどだ。一度は実現可能と信じ続けられた人類の夢は今や、一部の悪あく辣らつな者たちが群がる金の成る木でしかない。




　一度は人類の到達点にまで担かつぎ上げられた彼女───永久機関コッペリアは、尊厳も誇ほこりも存在意義すらも、欲よくの泥どろが付いた靴くつで踏ふみにじられたのだ。

「栄光という輝かがやきの残ざん滓し………それが〝わたし〟の正体。〝わたし〟は存在そのものがパラドックスなのです。存在することを前提に永久機関の名前を与えられ、試練の恩おん恵けいとして用意されながら、決して到達できない存在。奴やつにとっては食い尽つくせない無限のご馳ち走そう。〝退廃の風〟を止めるにはゲームをクリアし、永久機関の輝きを得るしか───」




「だから、その輝きをくれてやると言ってるんだ」




　───は？　と、今度こそコッペリアは絶句した。

　十六夜はニヤリと笑い、コッペリアのデコをバチンと弾はじいて宣言する。

「この駄だ人形め。この世界を何処どこだと思ってやがる。修羅神仏の集う神々の箱庭だぞ。確かに人類の独力では永久機関に届かないかもしれないが………恩恵さえあれば、それらしい形に生まれ変わることは可能だ」

「な………？」

　コッペリアは赤く腫はれたデコを押さえながら、驚きよう愕がくしたように瞳を揺ゆらす。

　十六夜は腰こしに手を当て、コッペリアに宣言した。

「今日からお前は永久機関コッペリアじゃない。俺たち〝ノーネーム〟が造る新しい人形───神造永久機関コッペリアだ」




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭市場の割れ目。

　上じよう弦げんの月が頂に登る時刻。

　収穫祭市場には一時的に避ひ難なん勧かん告こくが出され、今は閑かん散さんとした空気が辺りを支配していた。前夜祭の真っただ中にありながら、大樹の都市は寝ね静しずまったように人の気配がない。街に響ひびくのは大河のせせらぎと大樹の木々が揺れる音だけだ。

　つい先ほどまで本祭の準備が進められていたとは思えないその市場の中心で春日部耀と白雪姫ひめ、そして狐娘のリリが佇たたずんでいた。

「〝退廃の風〟が館やかたから溢あふれるまで、数時間から丸一日。コッペリアが完成するまで私たちが食い止めないと」

「ええい、易やす々やすと言うなっ。本体ではないものの、あれは生きつ粋すいの魔王なのだぞ」

　白雪姫は貧びん乏ぼうくじを引かされたと恨うらめしそうに耀を見る。

　リリはパタパタと二尾を忙せわしなく振りながら、申し訳なさそうに二人を見上げた。

「申し訳ありません………まさかこんなことになるなんて」

　狐耳を萎れさせて頭を下げるリリ。小言を言うかと思われた白雪姫だったが、意外にも腰に手を当てて首を左右に振った。

「だからと言っておぬしが頭を下げるようなことでもあるまい。………うむ。本音を言うのであれば、感心した位だ。友の為ために戦おうというその義ぎ俠きよう心、私は高く評価するぞ」

　白雪姫は感心したようにリリの頭に手を置いて、ワシャワシャと気持ちのいい音を立てながら狐耳と一いつ緒しよに撫なでる。

　耀は微笑ほほえましくその様子を見ていたが、少し気を引き締しめたように表情を消す。

「二人とも、作戦通りよろしく。もしも危なくなったら逃にげて。その後は私が全部引き受けるから」

「うむ。おぬしは最後の砦とりでだ。しくじるでないぞ」

「耀様、よろしくお願いします！」

　ひょコン！　と狐耳を勢いよく立ててお辞じ儀ぎする。

　三人が顔を見合わせて己おのれの役割を確認し合う最さ中なか。

　市場の割れ目から、低く鳴動するような地じ響ひびきが聞こえた。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟地下工こう房ぼう。

「………とは言っても、造るのは私たちなのですねえ」

　時を少し遡さかのぼって、場所は地下工房。

　大樹の地下でそう呟つぶやくのは蒼そう炎えんの旗印を持つ〝ウィル・オ・ウィスプ〟の大だい参さん謀ぼう・ジャック・オー・ランタン。

　十六夜から事情を聞いた彼はカボチャ頭を左右に揺らし、コッペリアともう一体の人形───神しん珍ちん鉄てつで造られた紅あかい鉄人形・ディーンを見る。

　彼の砕くだけた破は片へんの一部を熱した炉ろにくべたジャックは、呆あきれたように笑った。

「しかし永久機関を造って欲しいとは、とんでもない依い頼らいです。一応言っておきますが、私は只ただの鍛冶かじ屋やですヨ？」

「わかってるさ。だが他ほかに頼たのめるコミュニティもない。実現できそうなコミュニティもな。………永久機関の理論は知ってるだろ？」

　十六夜の挑ちよう発はつ的な物言いに対し、ジャックは静かな声こわ音ねで応答する。

「ええまあ。〝外部からのエネルギーを受け取らずに動き続ける機関〟でしたっけ？　しかしあれは熱力学………エントロピーの増大則が確立されたことによって、実現不可能と太たい鼓こ判ばんを押されたはずですが？」

「ところがドッコイ、箱庭の貴金属を使えばその問題は解決される。何せこのディーンが実際に体現しているんだからな」

　ヤホホ？　とカボチャ頭を傾かたむけて考え込むジャック。

　隣となりに控ひかえていた飛鳥も同じように小首を傾かしげて十六夜に問う。

「ええと、どういうことなの十六夜君」

「簡単な理論さ。お嬢じよう様さまは蒸気機関車がどういう理り屈くつで走っているか知っているか？」

「馬ば鹿かにしないで。それぐらいは知ってるわ。………ええっと、周囲の熱と気圧を使って、車輪を動かしているのでしょう？」

「そうだ。蒸気機関車のエンジンは石炭を燃やして温度差を作り、そのピストン運動で動いている。だが温度差がなければピストンは動かず、エネルギーを抽ちゆう出しゆつすることはできない。これが有名な熱力学第二法則。所謂いわゆる、エントロピーの増大則だな」

「………。そ、そうね」

　曖あい昧まいな返事で濁にごす。昭和女子代表・十五歳のお嬢様には些いささか難しかったのだろう。

　十六夜は苦にが笑わらいを嚙かみ殺しながらジャックを振ふり返って話を続ける。

「だが神珍鉄があればその問題はクリアできる。何せ、伸しん縮しゆくする金属だからな。肝かん心じんのピストン運動を物質の伸縮で補えば、簡単な構造で永久機関の完成ってわけさ」

　ポン！　とジャックは手を打ち、納得したように頷いた。

「ヤホホホ！　ようやく得心しましたよ！　構造をそこまで簡略化してよいのであれば、精鉄の作業を任せていただいても大だい丈じよう夫ぶです！」

「ああ。構造については俺も隣で助言する。残る問題は………お嬢様の許可がもらえるかどうか、かな」

　チラリ、と横目で飛鳥を見る。十六夜の手に握にぎられている神珍鉄の破片はディーンが巨きよ龍りゆうに砕かれた時のもの。その破片を一部譲ゆずって欲しいという申し出なのだ。

　神珍鉄はその総量で最大重量と霊れい格かくの高さが決まる。小さな破片とはいえそれを譲るということは、ディーンの霊格が僅わずかながらに縮小するということに他ならない。

「ふうん………ディーンが必要というのはそういうことだったのね」

「そういうこと。こればっかりはお嬢様の承しよう諾だくを取ってからじゃないとまずいからな。………それで、どうする？」

「どうするも何も、今の流れで引き受けないわけにはいかないでしょ」

　少し不服そうに溜ため息いきを吐つく飛鳥。

　それを見たジャックは、何かを思い付いたように人指し指を立てる。

「ではこうしましょう。十六夜殿どのは飛鳥嬢じようから神珍鉄の破片を貰もらい受ける代わりに、ディーンさんの修理費を全面負担するというのは？」

「は？」

　突とつ然ぜんの提案にそれぞれ異なった驚おどろきの声を上げる。

　取り分け飛鳥の反応は大きかった。先ほどまでの不満そうな表情を一変させ、ジャックの手を握り熱ねつ狂きよう的な声を上げる。

「まさか、ディーンを修理できるの⁉」

「ヤホホホ！　造作もないことですよ！　神珍鉄の加工には手間がかかるでしょうけど、一か月もいただければ修理は可能です！………まあ、代金はそれなりに頂きますけどね」

　───チラッ。と十六夜を横目で見る。

　此方こちらも一転して不満そうな顔で頭を搔かいていたが、話を持ちかけたのは他ならぬ十六夜である。観念したように両手を上げて笑った。

「オーケー、了りよう解かいした。後あと払ばらいでいいなら俺が引き受ける」

「ヤホホホ！　勿もち論ろんですよ！　お支し払はらいは一いつ括かつから三十六回かい払ばらいまでお引き受けしておりますので！」

　カボチャ頭を揺らして笑うジャック。この一件で一番の儲もうけを得たのはこのお化けカボチャかもしれない。

　一方のコッペリアは、工房の台座で寝ね転ころがって施せ術じゆつを静かに待っていた。

（神珍鉄………自在に伸縮する鉄。それを使えば、間ま違ちがいなく永久機関として完成するでしょう。例えそれが、人類の独力で辿たどり着いたものでなくとも）

　胸の中に燻いぶる蟠わだかまりを、振り払うように首を振る。

　今はそんなことを気にしている場合ではない。最優先するべきは〝退たい廃はいの風〟を追い払うこと。それを成さねば彼女に未来を想おもう資格はない。

（フォックス。貴女あなたの言う通りです。私は今まで、待ち人が〝わたし〟を見つけることしか願っていなかった。しかし本当に夢を叶かなえたいのであれば………〝わたし〟から、運命の人を探すべきだった）

　その為に、彼女は己の矜きよう持じを隅すみに追いやる。

　遠い日の栄光という足あし枷かせから抜ぬけ出さなければ。

　今こそ追つい憶おくの檻おりから抜け出し、自分から歩き出そう。

「それでは改造を行いますが、覚かく悟ごはよろしいですか、コッペリア嬢」

「───ええ。お願いします、スミス・パンプキン」




　　　　＊




　収穫祭の市場では今、吹ふき荒あれる暴君が奈な落らくの底そこで喉のど仏ぼとけをならしていた。

　この魔ま王おうは目的を持たないが故ゆえに、知性を持たない。

　耀と白雪姫は瞬しゆん時じに臨戦態勢を取り、割れ目の奥を睨にらむ。

「………来る。二人とも、準備して！」

　耀の号令を受け、白雪姫とリリはその場で用意していた松明たいまつに火を点つけた。

　松明の火によって明るくなった市場には、大量の薪まきや可燃性の資材が積まれていた。

「あの風は光に集まる習性がある！　なるべく多くに拡かく散さんさせて、勢いを削そいで！」

「心得た！」

「了解しました！」

　言うや否いなや、三人は一いつ斉せいに散らばって走り出した。リリは油を塗ぬった薪に次々と火を点けて回り、白雪姫は山積みになった廃はい材ざいへと走り出す。

　耀は光翼馬ペガサスの具足を装着し、輝かがやく風を纏まとって天高く飛ひ翔しようする。

　上下左右に散らばることで少しでも〝退廃の風〟による被ひ害がいを防ごうというのだ。

（最悪の場合、ガロロさんはコッペリアを館に戻もどすと言っていた。そうならないように少しでも時間を稼かせがないと）

　上空から〝アンダーウッド〟の展望台を見る。そこには事態を見守るガロロが居た。もしも耀やリリたちが追いつめられるようなことがあれば、彼は即そく座ざに動くだろう。

　そうならない為にも、耀が二人をリードする必要があった。

（………来る！）

　地響きから爆ばく音おんに。館にあった数々の輝きを暴食した魔王は、黒くろ塗ぬりの扉とびらを瞬時に吹き飛ばして大地の裂さけ目からその姿を見せた。

　余波で地下都市の割れ目を倒とう壊かいさせた〝退廃の風〟は、触ふれた大地を貪むさぼるように削けずり取って消しよう滅めつさせる。しかし幾いくら土くれを喰くい散らかしても満たされないのだろう。

〝退廃の風〟は獲え物ものを見つけるや否や、一直線に春日部耀を狙ねらい撃うった。

「え………⁉」

「何だと⁉」

　資材を燃やして回っていた白雪姫ひめとリリから驚きよう愕がくの声が上がる。光翼馬の放つ眩まばゆい輝きに味を占しめた〝退廃の風〟は篝かがり火びなどには目もくれず、一目散に耀を襲おそったのだ。

　想定外の事態に面めん食くらう耀だったが、棒立ちしている訳にも行かない。すぐさま空中で旋せん回かいし、全方位に輝く風をまき散らす。

「これで………！」

　どうだと、ありったけの力で〝退廃の風〟を誘ゆう導どうする。

　しかし効果は薄うすかった。多少は拡散したものの、耀を付け狙う〝退廃の風〟は更さらに勢いを増して襲いかかる。そこでようやく、耀は敵の狙いを悟さとった。

（この風………私を食べたがってる………‼）

　如何いかに輝く風が眩かろうと、霞かすみを食はんだところで腹は膨ふくれない。黄金の館やかたを喰い散らかし、輝く風の前菜を貪った暴君は今、メインとなる獲物を欲ほつしていた。

　こうなっては真正面から戦うのは自殺行こう為いでしかない。

　耀はすぐに不利を悟り、〝退廃の風〟に背を向けて空を疾しつ走そうした。

「い、いかん！　彼奴きやつに狙われた以上、逃にげ切るのは不可能だ！」

「耀様………‼」

　二人は共に悲痛な叫さけびを上げた。

　追われている耀も、背後から急接近する脅きよう威いに戦せん慄りつする。この風に搦からめ捕とられたが最後、肉も骨も痕こん跡せき一つ残らず喰い殺される。

　背後に向かってありったけの輝く風を放出するが、〝退廃の風〟にとっては張り子の虎とらに過ぎない。破いて棄すてれば終わりである。

（考えが甘かった………‼　知性が無くても、この風は魔王なんだ………[image: !!!]）

　耀は額から汗あせを流すほど駆かけ回るが、その差は劇的なまでに縮められていた。

（駄だ目めだ………逃げ切れない───[image: !!!]）

　死神の指が耀の首を撫なでたその刹せつ那な。

　猛もう追ついする鈍にび色いろの嵐あらしを、人ひと影かげが追い抜いた。

「───おいおい。諦あきらめが早すぎるだろ、春日部‼」

　大気さえ焼き尽つくすほどの速度で疾走する影かげは、大樹の幹を足場に撃ち出された。

　全長五百メートルという大樹を震しん撼かんさせて跳とんだ逆廻十六夜は、耀を抱だきかかえたまま大地に着地する。

　クレーターを作りながら仁に王おう立ちする十六夜は、耀に向かって皮肉気に笑いかけた。

「いやはや驚いたぜ。春日部はもっと骨太なイメージだったんだがな。まさかあんなに潔いさぎよいとは思わなかった」

「………む。そう思うなら、十六夜もアレに追いかけられてみたらいい」

「それは御ご免めんこうむるね。一目見ただけだがなるほど、アレはちょっと異質だ。真正面からはぶつかりたくない。───それに、役者もそろったしな」

　十六夜は上空を見上げる。其そ処こには先ほどまで猛追していた鈍色の嵐が滞たい空くうしていた。嵐は蜷局とぐろを巻いて〝アンダーウッド〟の方角へと緩ゆるやかに吹き、展望台を見定める。

　姿なき無貌の魔王が見つめる先には───燦さん々さんと輝く翠色の髪を靡なびかせる、蒼あおい瞳ひとみのコッペリアが佇たたずんでいた。

「皆みなさん、お待たせしてすいません。施術は無事に終わりました。そして───」

　コッペリアが、一枚の羊皮紙を広げる。

〝契けい約やく書類〟である羊皮紙は眩い輝きを放つと同時に巨きよ大だい化し、一枚の大きな旗となって〝アンダーウッド〟に靡いた。

「───ゲームクリアです。〝退廃の風〟よ、もはや貴方あなたでは私を滅ほろぼせない………‼」

　真っ赤な生き地じには、重なり合う歯車と幻げん想そうを孕はらんだ蕾つぼみの旗印が刻まれている。

　あの御み旗はたこそ、巨きよ万まんの富と栄光の証あかし。

　人類が夢見た最後の幻想を内包する永遠の蕾。

　コミュニティ───〝ラスト・エンブリオ〟の旗印である。

「去りなさい、〝退廃の風〟よ。〝わたし〟の終わらぬ夢───〝パラドックスゲーム〟は終しゆう了りようしました。これ以上の現界は契けい約やく違い反はんに該がい当とうします。そうなれば如何に不ふ倒とうの魔王といえど、箱庭から追放されるのは逃のがれられません」

　燦々とした翠の輝きを放ち、凛りんとした声で告げるコッペリア。そこに憂うれいの影はない。かつて人類の夢と信じられた人形は今、新しい光を放っていた。

　無貌の魔王は都市の上空で滞空したまま、値ね踏ぶみするように搔き乱れる。

　───確かに、契約は為なされた。

　しかしこの周囲一帯は、今やご馳ち走そうの山だ。

　乱れては収束し、乱れては収束する。その動作はまるで舌なめずりをするようであり、獰どう猛もうな欲よく望ぼうに葛かつ藤とうするようでもある。

　喰らいたい、

　喰らいたい、

　喰らいたいと。その姿はまるで滂ぼう沱だと唾だ液えきをしたたらせている猟りよう犬けんのよう。

　その様子を都市から見上げていた十六夜は、痺しびれを切らしたように舌打ちして吼ほえる。

「おい、そこのカオナシ魔王様。そっちが契約を破は棄きして好き放題に暴れ回るっていうなら───こっちも、相応の反則で挑いどませてもらうからな？」

　刹那、十六夜の右手から極光が放たれた。

　掌てのひらから溢あふれる光は太陽にも劣おとらぬ眩さを放ち、夜の都市を染めていく。

　鈍色の魔王は予想外の輝きを放つその光に搔き乱されながらもその気配は衰おとろえない。むしろその気配は、徐じよ々じよに歓かん喜きに満ちていった。

　───これはいい手て土産みやげが出来た。

　姿形さえ持たないはずの魔王が笑ってみせる。

　刹那にも満たない一いつ瞬しゆん、嵐の向こうに笑えみが浮うかんだように見えたが、それは次の刹那には消え失うせていた。〝退廃の風〟は瞬しゆん間かん的に膨ぼう張ちようしたと思いきや、一直線に箱庭の中心───世界軸じくへと駆けていく。

〝退廃の風〟の軌き跡せきは雲海を切り裂き、雲間から溢れる星の光を吞のみ込んで去っていった。

「………これで一件落着、かな」

「そう、かな？」

　十六夜の隣となりで耀が相あい槌づちを打つ。予想外の事態はあったものの、被害は最小限に抑おさえられた。これ以上の戦果はないだろう。十六夜は満足したように腰こしに手を当てて星空を見上げ、緩やかに視線を〝アンダーウッド〟へと移す。

　永遠の蕾を描えがいた旗印〝ラスト・エンブリオ〟を見た十六夜は、感かん慨がい深く呟つぶやいた。

「永久機関………か。ハッ、退廃したなんてとんでもねえ。あの蕾を咲さかせようと必死になってあがいた奴やつが、二十一世紀を築いたっていうのにな」

　十六夜は瞳を細めて遠い日を顧かえりみる。

　───彼が幼い日に見た、イグアスの滝たきを跨またぐ巨大発電施し設せつ。

　星を循じゆん環かんする大河から力を抽ちゆう出しゆつして街の光に変えていたあの技術も、永久機関を追い求めた者たちが基き盤ばんを作ったからこそ完成したものだ。

　永久機関を人の手で作ることは不可能だったかもしれない。しかし志を時代とともに積み重ねて得た繁はん栄えいがある。あの旗の輝きは、人類が手にした輝きといっても過言ではない。

〝ラスト・エンブリオ〟の旗を感慨深く見上げていると、遠くから駆け寄ってくるリリと白雪姫の姿が見えた。

「十六夜様ー！　耀様ー！　ご無事ですかー！」

「おう、こっちは無事だ」

「ちょっと危なかったけどね」

　パタパタと二尾びを振ふり、息急せき切って走り寄るリリ。

　十六夜は耀を下ろし、両手を広げて笑った。

「さて、面めん倒どう事も片付いた。祝勝会代わりに、パンプキンキッシュでも食うか」




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟主しゆ賓ひん室。

〝退たい廃はいの風〟を追い返した一同は、主賓室で十六夜が焼いたパンプキンキッシュを晩ばん餐さんに歓かん談だんしていた。

　ホクホクと温かい湯気と薫かおりは頰ほおを弛ゆるませずにはいられない。それが焼けた白牛のクリームチーズだと気が付いた耀は、瞳を輝かせながらキッシュの生地を見つめる。

「おおー………これは力作。昨日のパンプキンキッシュより美味おいしそう」

「当然だ。収しゆう穫かく祭でかなり材料を厳選したからな」

「ヤホホホ！　我々の出品した黄熟カボチャも使いましたからね！　間ま違ちがいなく美味しいですよ！」

　ヤハハと笑ってふんぞり返る十六夜と、ヤホホと笑ってふんぞり返るジャック。

　パンプキンキッシュの生地を切り分けて配っていたリリは、同席したコッペリアにも取り分けた皿を差し出した。

「はい、コッペちゃんのお皿」

「ありがとう、フォックス。………貴女あなたが居てくれたおかげで、私もこうして食しよく卓たくを囲むことが出来る」

「そ、そんなことないよっ！　助けてくれたのは十六夜様や耀様だもん」

「そんなことありません。是ぜ非ひお礼をしたいのですが………恥はずかしいことに、今はこの身が唯ゆい一いつの財産です。私に何かできることがあればよいのですけど、」

　胸に手を当てて困ったように俯うつむくコッペリア。

　しかしリリはひょコン！　と狐きつね耳みみを立てて瞳を輝かがやかせ、

「じゃあ、あのブローチを売って欲しいな！　あのペンダントが似合う人がいるから、贈おくり物ものにしたいの！」

「ですがフォックス。あのブローチは………その、値を付けるとそこそこしますよ？　元がご神木のブローチですから」

　うっ、と言葉に詰つまるリリ。その様子を見ていたガロロが助け船を出す。

「仕方がねえ。狐のお嬢じようちゃんさえよければ、働き口を用意するぜ？　収穫祭は人手が幾いくらあっても足りねえからな」

「あ、ありがとうございます！」

　ひょコン！　と狐耳を立てる。リリはコッペリアに向き直り、

「母様がいつも言っていました。勤労には見合った対価を払はらわなければならない、って。あのブローチを作ったのはコッペちゃんなんだから、それに見合うお金を払わないと私、家訓に背そむいちゃいます」

　ムンっ、と両手を握にぎって気合いを入れる。

　コッペリアは恥ずかしそうに俯きながらも、微笑ほほえんで承しよう諾だくした。

　そうして食卓に座る面々の前にパンプキンキッシュが並べられる。

　一同が両手を合わせた瞬間───事態は一変した。




「うわああああああああああ[image: !!!]　暴れマッチョだあああああああああああああ[image: !!!]」




　───雄おお々オオオオオオオオオオオオオォォォォォォ[image: !!!]

　と、猛たけ々だけしい鬨ときの声が地下都市に響ひびく。

　十六夜は口元まで運んだパンプキンキッシュをピタリと止め、コッペリアに冷たい視線を送った。

「………おい。あの筋肉、ゲームの一部じゃなかったのか？」

「御ご冗じよう談だんを。あれは追つい憶おくに追いやられた何なに某がしかの具現です」

「ほう。ならあれもお前とご同族か」

「………。面おも白しろい冗じよう談だんですね、ミスター。如何いかに恩人といえど、その侮ぶ辱じよくは聞き逃せませんが」

「そりゃ面白いね。永久機関の力を是非とも拝見したいと思っていた所だ。ゲームのお題は〝収穫祭前夜　～マッチョ狩がりハード～〟とかなんとか」

　十六夜の提案に苦々しく頷うなずくコッペリア。

　パンプキンキッシュを食べようとして固まっていた飛鳥と耀は、非常に恨うらめしそうな顔で溜ため息いきを吐ついた。

「そのゲーム………まさか、私たちも出ろとか言わないわよね？」

「せ、せめてパンプキンキッシュを食べ終わってから、」

「馬ば鹿かを言うなよ女性陣じん。お前らも出るんだよ」

「で、でも………[image: !!!]」

　往生際ぎわが悪い二人の襟えり首くびを摑つかんだ十六夜はゲンナリしたように窓まで引っ張り、




「古今東西異世界外界を問わず、偉えらい人たちは言いました。

〝働かざる者食うべからず〟───ってな！」




　大樹の幹から、マッチョの群れへと飛び込むのだった。







[image: ]

「くあー………みなさんったら黒ウサギが知らぬ間に、凄すごい活かつ躍やくをされていたのですね」

〝アンダーウッド〟での活動記録を読み終わった黒ウサギは、お茶ちや請うけのクッキーを齧かじりながら感心したように声を上げる。

　お茶会の詳しよう細さいが記されていなかったのは残念だったが、何もこれが最後と言うわけではないだろう。次の機会には必ず参加しようと握にぎり拳こぶしを作る。

「しかし、永久機関………〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟の一つを、仮の形でもクリアしてしまうとは。本当に末すえ恐おそろしい才能なのですよ」

「いやはや、全くだの！」

　ドサァ！　と頭上から落下してくる小こ柄がらな人ひと影かげ。一体どこから現れたのか、突とつ如じよとして黒ウサギの胸元に幼い少女が飛び込んできたのだ。

　ウサ耳を跳はねさせた黒ウサギは、突とつ然ぜんのことに驚おどろきの声を上げる。

「し、白しろ夜や叉しや様⁉　どうしてまたお子様の姿に⁉」

「ふふん、星せい霊れいに実体なんぞないからの。神格を返上して霊格を取り戻もどした反動でちょいとビッグサイズになっていただけだ。その気になれば赤子にも美女にも女子高生にもなれるとも」

「は、はあ」

　ドヤ顔の白夜叉と、気のない返事の黒ウサギ。

　白夜叉は黒ウサギの胸を揉もみながら机に座り直し、二、三発叩たたかれてから報告書を手に取る。

「永久機関・コッペリア。姿を消して幾いく百年と経たっていたが………よもや〝退たい廃はいの風〟に封ふう印いんされておったとはの。道理で手がかり一つ摑つかめぬはずだ」

「ＹＥＳ。てっきり他ほかの〝人類最終試練〟と同様、魔ま王おうに堕おちたものかと」

「うむ。しかしそうならずに済んでよかった。もし魔王に堕ちていたなら〝閉鎖世界デイストピア〟、〝絶対悪アジ＝ダカーハ〟、〝退エンド廃・エンのプテ風イネス〟に続く新たな脅きよう威いとなっていただろう。それだけは絶対に避さけねばならん」

　二人は神しん妙みような表情で向かい合う。白夜叉が並べた魔王たちは何いずれも魔王の代名詞として畏い怖ふされている最古参の魔王たちだ。その一角に並ぶ脅威となれば並なみ大たい抵ていのものではない。十六夜いざよいたちが偶ぐう然ぜん出会った〝退廃の風〟も、一歩間ま違ちがえれば大だい惨さん事じに繫つながりかねない力を秘めていた。最強の神殺しの名は決して只ただの異名ではないのだ。

　下層でそれらの脅威に対たい抗こうできるものがいるとしたら、それは───

「………白夜叉様。どうしても上層に帰られるのですか？」

「うむ。これは決定事じ項こうだの。今でこそこうして素す敵てきに頼たよれる美少女様をやっているが、〝天動説わたし〟も昔は〝人類最終試練〟の一角だったからの。何処どこかに隷れい属ぞくしておらんと、既き存そんの天体法則が乱れてしまうやもしれん」

「で、ですが………白夜叉様のご加護なくして、下層はやっていけるのでしょうか？」

　ウサ耳をへにょらせ、尚なおも不安そうに両手を組む。

　それほどまでに白夜叉の加護は圧あつ倒とう的だったのだ。

　東側が常に穏おだやかな日々を送れていたのも、この押しも押されもせぬ最古参の魔王の威い光こうがあったからのようなもの。その威光の傘かさが無くなった後に、彼らだけでその平へい穏おんを守ることが出来るのか。黒ウサギはそれが心配でならなかった。

「………ふむ。黒ウサギよ、少し此方こちらへ来い」

　白夜叉はそんな黒ウサギの不安を察し、彼女の手を引いてテラスへと出る。

　沈しずむ夕陽を指さした白夜叉は、何時になく真しん剣けんな声で諭さとした。

「よいか黒ウサギ。あの夕焼けを見よ。太陽が沈まぬ日がないように、永遠のものなどこの世に存在しない。それは〝白夜わたし〟も同じこと。私はこの永い生しよう涯がいで三度も敗北した。沈まぬ太陽として永久を約束されていた、この私でさえだ」

「…………」

「一度目の敗北で、世界に昼と夜が出来た。二度目の敗北で、太陽の区分は三つに裂さかれた。………三度目の敗北は決定的だった。〝天動説わたし〟の霊格そんざいそのものを蹂じゆう躙りんされたわけだからな。いやはや、流石さすがにあれは堪たえたがの」

　夕陽を見つめ、クツクツと笑いをかみ殺す。テラスの柵さくに腰こしかけた白夜叉は黒ウサギの頭に手を伸のばし、ウサ耳の上から優やさしく撫なでた。

「太陽の加護は、永遠ではない。しかしその恩おん恵けいが育はぐくんだものもある。───それがお前たち〝ノーネーム〟だよ、黒ウサギ」

「っ、白夜叉様………！」

「ふふ。とはいえ、私が蒔まいた種はおんし達だけではないがの！　〝サラマンドラ〟や〝龍ド角ラをコ持・つグ鷲ラ獅イ子フ〟、そして〝鬼おに姫ひめ〟連盟。加えて新たに東側に着任した〝覆ふつ海かい大たい聖せい〟！　そこに新しん鋭えいである〝ノーネーム〟が加われば、下層の平穏は約束されたようなものであろ！　何も心配することはあるまい！」

　扇おうぎを広げて呵か々か大笑する白夜叉。

　黒ウサギの手を握り、緩ゆるやかに浮ふ遊ゆうする。やがて〝ノーネーム〟の領地を見み渡わたせる高さまで飛んだ白夜叉は、力強い笑みで頷うなずいた。

「未み曾ぞ有うの敵が現れた時。その時は、皆みなで結束せよ。おんしらが歩んだ軌き跡せきこそ真の恩恵。それが本物の輝かがやきを持つというのなら、必ずや魔王を穿うがつ最強の武器となるであろう」

「黒ウサギたちの………軌跡が………？」

「うむ。魔王にとってあれほど理り不ふ尽じんな脅威はない。勇気と不ふ屈くつを備えた数の暴力はマジ恐おそろしい。経験者が保証するのだから間違いないぞ！」

　フハハハ！　と魔王っぽく笑う白夜叉。

　黒ウサギも緊きん張ちようを解き、白夜叉の言葉を静かに受け止めた。

「ＹＥＳ！　もしもの時は、東南北のコミュニティを〝ノーネーム〟が従えて頑がん張ばるのですよ！」

「うむ、その意気だ！　ではそろそろ送別会の会場に落ちるかの！」

「ＹＥＳ！　いい時間ですし、送別会の会場に落」

　───ちる？　と、そこで一気に熱が冷めた。

　自分の状じよう況きようを再さい認にん識しきした黒ウサギは、眼下の送別会の会場の中心を見下ろす。

[image: ]

　白夜叉に別れを告げようと集まってきた者たちは街並みの隙すき間まという隙間を埋うめ尽つくし、視界の隅すみから隅まで長ちよう蛇だの列を作って募つのっていた。

「この白夜叉が主しゆ催さいする、最後の宴うたげだ！　これより七日七晩、飲んで食って遊んで暴れるぞ！　準備はよいか黒ウサギッ！」

「ちょ───ちょっとお待ちを！」

「待たぬッ！」

「待ってッ！　落ちるんですか⁉　本気で落ちるんですか[image: !!?]　せめて自由落下は」

「行くぞおおおおおおお[image: !!!]　アイ、キャン、フラアアアァァァアアアイ────[image: !!!]」

　白夜叉が手を放した直後、黒ウサギの悲鳴が送別会の会場に響ひびき渡わたった。




　　　　＊




　───白夜叉が宣言した通り、宴は七日七晩休むことなく続けられた。大小様々なコミュニティが最後の挨あい拶さつをするために集つどい、別れを惜おしんだ。

　白夜叉はその一つ一つのコミュニティに労ねぎらいの言葉を掛かけながら、黒ウサギに掛けた言葉と同じものを残した。

　───旗を集い、結束せよ。

　それこそが不ふ俱ぐ戴たい天てんの脅威に打ち勝つ唯ゆい一いつの剣けんだと言い残し、最強の守護者はその姿を消した。







[image: ]







　あとがき







　おっと、「またこんな終わり方かよっ！」とかいう苦情は受け付けません噓うそですスイマセン反省してます申し訳ありませんでしたッッ！（土下座）

　というのも、当初の予定ではオリジナルアニメ同どう梱こん版の発売ということもあって、今巻は短編集として出す予定でした。しかし前巻であんなラストをしておきながら途と中ちゆうで短編集を挟はさむっていうのは此これ如何いかに？　と、色々と考えた結果、半分だけ本編を載のせさせてもらうという形を取らせていただきました。

　色々と物足りない方は、九月一日発売予定のスニーカー文庫の25周年記念アンソロジー『S　WHITE』に載る「問題児シリーズ」の短編を読みつつ、次巻をお待ちいただけたら嬉うれしいです。

　次回は！　今度こそ！　ガッッッツリ物語が動きますので、期待していて下さい。

　では初冬ごろにまた会いましょう。


竜たつノの湖こ太た郎ろう　　


















※「異邦人のお茶会」「リリの大冒険～働かざる者食うべからずと偉い人は言いました～」は、「ザ・スニーカーＷＥＢ」に掲載したものを、文庫化にあたり修正したものです。
















カバーイラスト／天之有

カバーデザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）









問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




暴ぼう虐ぎやくの三さん頭とう龍りゆう








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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